
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　はじまりの日






　冷たい小こ雨さめが降り注ぐ昼下がり、葬儀はしめやかに執り行われた。

　真新しい墓碑の前で、神官の唱える祈りが静かに流れていく。

「……〈いと高き存も在の〉の祝福を受け、ここにロタール・ド・ロレーヌの肉体は、大地へと還かえらん」

　参列者たちの最前列に立つ、まだ幼い少女。か細いその肩が、ぴくりと震えた。

　ルネ・ド・ロレーヌ──故人の娘であり、今は喪主を務める八歳の少女は、父の墓前で深々とうつむく。

　まるで人形のように美しく整った、可か憐れんな面差し。だがその顔は今、抑えられぬ悲しみに硬く強こわ張ばっていた。

「願わくば皇帝ディートリヒ13世陛下の御み名なの下、彼かの者の御み魂たまが清浄なる空にて安らがんことを──サダルーサ」

「サダルーサ」

　祈りの聖句を繰り返しながら、ルネは人知れず唇を嚙かみしめる。

　やがて葬儀は終わり、参列者は三々五々に帰って行った。

「──ロレーヌ家も終わりだな」

　参列者たちの交わす囁ささやき声が、ルネの耳に届いた。その心ない言葉に、少女はピクリと肩を震わせる。

「公爵家の当主ともあろう者が、闇討ちで命を落とすとは。恥知らずな。大だい命めい十じっ家けの名が、聞いて呆あきれる」

「家伝の魔道書も、頁ページの半ばを奪われたと聞きます。手元の半分も、人前に出せない有り様だとか。これでは魔道士としての務めなど、到底果たせぬでしょう」

「何と」

「真まことですか？　大だい命めい十じっ書しょの一冊ですぞ」

「第三書が喪うしなわれたというのか」

　しばしの沈黙の後、不ぶ躾しつけな視線がルネに集まった。身を硬くすくめる。

「加えて残されたのは、まだ幼い娘が一人きりか」

「一族郎党もほとんどが見切りをつけたそうだが、あの娘御はどうやって身を立てるつもりかな？」

「他家から相応ふさわしい婿を取るのが、筋ですかな。あのような不名誉をなした家に、入ろうという物好きがいれば、の話ですが」

「いやいや。零落したとはいえ、大命十家の名は小さくあるまい。加えて幼いながらも、あの美貌だ。花の季節ともなれば、引く手数多あまたであろうよ」

「おやおや、まさか貴公にはその手の趣味がおありで？」

「馬鹿を言うな。何にせよ、まだ先の話──」

　交わされる言葉に、ルネの小さな胸は痛んだ。目元に手を伸ばし、こみ上げてくる熱いものを懸命にこらえる。

（今はまだ、泣いちゃだめ）

　自分自身へと、そう言い聞かせる。

　ここで泣いてしまうわけには、そして悲しみに沈むわけにはいかない。

　このベルン帝国は、魔道の国だ。貴族とはすなわち魔道士であり、己おのが家門に伝わる魔道の力で国を守り、支え、その見返りとして様々な特権を享受してきた。

　貴族の義務も務めも、子供ながら分かっているつもりだ。だがそれでもなお、父の死をただ嘆き悲しむことができない現状は、少女の心を締めつける。

「……ルネさま」

　背後から、聞き慣れた声がかけられる。ルネが振り向くと、同年代の少年が傘を手に立っていた。

　黒い喪服姿で、襟元や袖口からのぞく白い包帯が痛々しい。

「──アルト！」

　その姿に驚いたルネは、少年──アルトに駆け寄る。

「だめだよ、ベッドで休んでないと。おケガだって、まだ治ってないのに」

「おれはルネさまの乳ち兄きょう妹だいで、お付きですから。こんな大事な時に、ルネさまをお一人にはさせられません」

「ほんとに、大丈夫なの？」

「もちろん大丈夫です。書は、ちゃんとここに──」

　不意にアルトの声が途絶えた。ルネがアルトの体を、両手でぎゅっと抱きしめたのだ。少年の手から、傘が滑り落ちる。

「書のことじゃないの。あなたのことだよ、アルト」

　驚きで硬直したアルトに、ルネはそう囁きかけた。

「わたしのせいで、アルトをあんな辛つらい目にあわせたんだから。だからもう、無理はしないで。お願いだから」

　そう告げたルネは、アルトからそっと身を離した。主あるじから気遣われたアルトは、何とも言えない神妙な表情で、のろのろと傘を拾い上げる。

「おれが、いますから」

「……え？」

　意を決して、アルトはそう言った。

　傘を受け取りながら、その言葉にルネは小首を傾かしげる。

「おれが、ずっとそばにいますから。お屋形さま──いえ、ご先代さまの代わりに、おれがルネさまを守りますから」

　これ以上ないほど真剣に、アルトはそう言った。

　騎士の誓いの作法も、その本当の意味も知らない、幼く拙い言葉である。

　だが──だからこそ、噓うそ偽りのないその真情は、ルネの心へと確かに届いた。

「おれが、ルネさまの騎士になりますから」




　その言葉は、決して破られることはなかった。











第一章　入学式
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　アルトことアルトゥール・レーモンには、朝の大切な務めが二つあった。

　一つは、主の身だしなみを整えること。もう一つは、それに先立つアルト自身の身支度である。

「…………よし」

　宿の一階、姿すがた見みの大鏡に映った自分の姿を確かめる。

　黒目黒髪の、鋭く引き締まった精せい悍かんな顔立ち。一五歳という年齢以上に、大人びた風貌をしている。鞭むちのように絞り込まれたしなやかな長身は、ローブ型の制服に包まれており、腰のベルトには短剣を下げていた。

　問題ない。

　従者の外見は、主の品格を映し出す鏡のようなもの。徒あだや疎おろそかにはできない。今日のように特別な日ならば、なおさらだ。

　うなずいたアルトは、主の部屋がある二階へ向かった。古ぼけた木製の階段が、ミシミシと軋きしむ。

　目的の部屋の扉を、そっとノックした。

「そろそろお目覚めの時間です、ルネ様」

「ア、アルト？　ちょ、ちょっと待ってて」

　扉の向こうから、柔らかな少女の声で返事があった。いつも朝寝坊の主には珍しく、今朝はちゃんと目を覚ましたらしい。

　感心感心、そうアルトが思った矢先のことである。

　どんがらがっしゃんずっべったーん!!

　──そんなとんでもない音が、主の部屋から響いた。

「ルネ様!?」

　血相を変えたアルトは、扉を蹴破る勢いで部屋に飛びこむ。

「あ、あるとぉ〜〜」

　室内の情景を見て、アルトは言葉を失う。

　持ち込んだ旅の荷物から備え付けの調度品まで、ありとあらゆる物品がひっくり返って積み上がり、部屋の真ん中にこんもりとした山を築いていた。

「たーすーけーてー」

　彼の主たるルネ・ド・ロレーヌは、その山に埋もれてジタバタともがいていた。あられもない下着姿で。

　腰まである亜麻色の髪が白い肌にまとわりつき、緑の瞳は涙をたたえてアルトを見上げていた。いつもの清せい楚そな可憐さが、ありとあらゆる意味で台無しである。

「……で、何がどうなってこの有り様なのです？」

　しばしの沈黙の後、アルトは主にそう尋ねる。不気味なほどに、丁寧かつ優しげな語調で。

　そんな従者の姿から、ルネは気まずそうに目を逸そらす。

「あのね、今日は大事な日だから緊張しちゃって、早く目が覚めちゃったの。だから今日くらいはアルトに頼らずお着替えとか済まそうって思ったんだけど、その、つい、念動の術に失敗しちゃって──」

「ご覧の有り様だと」

「うん。ごめんなさい、かえってアルトの手間になっちゃった」

　素直にそう謝るルネに、アルトは小さく笑った。

「構いませんよ。あとは俺にお任せください」

　こめかみを軽く揉もみほぐしながら、右手の指を鳴らす。

　念動系術法の簡易発動。

　積み上がった品々の一つ一つが浮き上がると、それぞれのあるべき場所へと戻り、収まっていく。

　不幸中の幸いと言うべきか、物品の破損は割れた皿の一枚きりだった。あとで宿に弁償しなければ。

「あ、ありがとうアルト。でも今から私お着替えするから、その間は部屋から出て──ってきゃっ？」

　最後に、下着姿で恥じらうルネの体がふわりと浮いた。逆さまになっていた椅子をきちんと立たせ、そこに座らせる。

「もう時間がありません。お召し替えの介添えをいたします。失礼」

「ちょ、ちょっと待って！」

　焦あせる主の抗議を、アルトはサラリと無視する。仕分けした衣類の中から目当てのものを見繕い、足早にルネの下へと向かった。

「さあ、どうぞ」

「……ううう」

[image: ]

　顔を赤くして唸うなっていたルネだが、やがて観念したように、アルトの差し出した衣服へと袖を通していく。

　白いシャツに、コルセット型の胴衣とチェックのスカート。赤いタイを蝶結びに締め、丈長のローブを羽織った。男女の差異はあるが、アルトのものと同じ意匠の服である。

　ベルン帝国の最高学府である、ベルン帝立魔道学院の制服だった。

「よくお似合いですよ」

「うん、ありがとう」

　不満げに口を尖とがらせていたルネも、アルトから渡された手鏡で自分の姿を確かめると、たちまち機嫌を直す。

　今日、アルトとルネの二人は、新入生として魔道学院に入学するのだ。

「あと髪もお願いね」

「心得ています」

　うなずいたアルトは、手て桶おけを拾い上げて軽く叩たたいた。たちまち虚こ空くうから温ぬるめのお湯が湧き出て、手桶を満たす。

　さらにブラシや櫛くしを用意しながら、ルネの背後に回った。

「せっかくの入学式ですが、どうします？」

「うーん、いつも通りで。そのまま自然に流してちょうだい」

「了解」

　短く答えながらアルトは、ルネの腰まである艶つややかな髪の一房を手に取る。

　ルネの髪の手入れは、魔道の術法を用いずアルト自身の手で行う。それが、二人の間のルールだった。




〈跳ねる仔こ馬うま〉亭は、帝都ベルンの下町に店を構える小さな宿屋だ。一階は食堂になっており、早朝の今は旅立つ客でごった返している。

「なあなあ、大将」

　カウンター席に陣取った常連の旅商人が、厨ちゅう房ぼうの店主にそう話しかける。大柄な髭ひげ面づらの店主は、迷惑そうに振り向いた。

「何だい、この忙しい時に？」

「あれだよ、あの二人」

　そう言いながら、旅商人は食堂の片隅の席を見やった。制服姿の少年少女が二人、黙々と朝食を摂とっている。

　言わずと知れた、アルトとルネだ。

「魔道学院の学生と言えば、貴族の若様方と相場が決まってる。いつの間に、そんな上客を捕まえたんだ？」

「知るかよ。貴族様だろうが皇族様だろうが、宿代を払ってくれればお客様だ」

　宿の店主は、そう鼻を鳴らす。

　ちなみにアルトたちの摂っている朝食は、堅い黒パンにチーズの一欠片かけら、豆と野菜のスープといった簡素な献立だ。他の客に出されている物と変わらず、貴族の食卓に並ぶような食事には見えない。

「……最近は、魔道学院にも平民の学生が増えてきたらしいからなあ。その口かねえ？」

「いいから、客同士の妙な勘ぐり合いは止よしてくれ」

　そう店主が釘くぎを刺した時だった。

　一台の馬車が、〈跳ねる仔馬〉亭の前に停とまった。厨房の窓から確認し、店主は驚く。

　ただの馬車ではない。

　各所を金銀の細工で飾り立てられた、瀟しょう洒しゃな車体。それを引くのは二頭の一角獣ユニコーン──額に一本の角を持つ、馬の姿の幻獣である。

　貴族御ご用よう達たしの箱馬車だ。

「大将、あれってやっぱり……」

「ああ、だろうな」

　店主と行商人は、揃そろってアルトとルネを見やった。




　一角獣ユニコーンの箱馬車に驚いたのは、ルネも同じだった。

「ねえアルト、あの馬車って……」

　大きな緑の目をパチクリと瞬しばたたかせ、対面のアルトにそう尋ねる。

「貴族向けの貸馬車ですよ。学院までの足として、手配しておきました」

　ごくあっさりと、アルトは言った。何ともご丁寧なことに、貸馬車の車体にはロレーヌ公爵家の家紋まで描かれている。

「ええっ？　ここから学院までって、歩いて行ける距離なのに」

「体面というものがあります。仮にもロレーヌ家の後継者が歩いて登校するなど、面めん子つが立ちません。恥をかきますよ」

「で、でも、ちょっと贅ぜい沢たくすぎないかな？　私たち、あまりお金持ってないんだし」

「心配ご無用、自分のへそくりから用立てました。それに金というものは、使うべき時に使ってこそ意味があるものです」

　心配げなルネに対し、アルトはあくまで自信満々だった。そのままズイッと、テーブルの上に身を乗り出す。

「帝国本領貴族の名門にして、大だい命めい十じっ家けの一角たるロレーヌ公爵家。その遺児が魔道学院の門戸をくぐる、これすなわち御お家いえ再興の第一歩です。なればこそ『ルネ・ド・ロレーヌここにあり！』と、高らかに名乗りをあげませんと」

「わ、分かった……ような気がする」

　アルトの圧力に押されて、ルネはコクコクとうなずいた。

「お分かり頂けまして、なによりです。じゃあ俺は宿の勘定を済ませてきますから、ルネ様もお支度を」

　身軽に立ち上がったアルトは、宿の主人の所に早足で向かった。残されたルネは、口元を拭いながら、宿の戸口に停まった馬車を見やる。

　庶民の住まう下町の通りに、貴族仕じ立たての箱馬車という組み合わせは、やはり目立つ。まだ朝早いのにまじまじと馬車を見つめる野次馬が続出し、ちょっとした人だかりになっていた。

　まだ若い馬車の御者も、居心地悪そうにこちらを見ている。

「いいのかなあ……」




　カラカラと車輪の立てる音と共に、箱馬車の車体が小気味よく揺れる。石畳の広い街路を、馬車は軽快に進んでいた。

　車窓から見える帝都ベルンの街並みを、ルネは飽きもせずに眺める。

「私たち、帰ってきたんだね。この帝都に」

「はい、帰って参りました」

　ルネのつぶやきに、アルトはうなずく。

　季節は春。ベルンは花の盛りを迎えており、行き交う人々の表情も明るく活気に満ちていた。

　色とりどりの花々の中で、ひときわ目立つのは藤の花だ。そこかしこで街路樹や建物につるを絡からませ、淡い紫の花の房を咲かせている。

　ベルン帝国初代皇帝ディートリヒ１世がこよなく愛し、都を飾り立てた藤の花。七年ぶりに帝都の名物を見たルネの胸に、郷愁の思いが湧き上がってきた。

「あれ、ここってブリューデ通りだよね？　あの角のお菓子屋さん、お店を閉めちゃったんだ」

「本当だ。あそこの焼き菓子は絶品だったのに。残念です」

「もう、アルトったら甘い物に目がないんだから」

　本気で無念そうなアルトを見て、ルネはクスクスと笑う。

　と、御者が馬車の小窓越しに声をかけてきた。

「お二方、帝都はお久しぶりですか？」

「ええ、七年ぶり。変わっていないようで変わっているのね、この都は」

　そう答えたルネが、制服の胸元をそっと両手で押さえた。若々しい膨らみが、控えめに存在を主張する。

「御者さんはどうなの？　こういうお商売だし、ベルン暮らしは長いのかしら？」

「それはもう、帝都生まれの帝都育ち。吹けば飛ぶような木こっ端ぱ貴族の、家を継ぐ見込みのない三男坊でございます」

　おどけた口調で、御者はそう言った。

「最近は、貴族と言っても家計の内実は火の車、という家も多いですからな。社交に馬車は必要だが、馬車を維持するにも馬鹿にならない金がかかる、ならいっそ必要な時だけ馬車を借りれば良い──そう考える方々も多くて、こういう商売でも何とか飯を食っていけています」

「……ロレーヌ家うちの場合、火の車なんて生やさしいものじゃないけどね。家そのものが焼け落ちちゃったみたいなものだし」

「お労いたわしや、ルネ様」

　物もの憂うげにルネはつぶやき、アルトも目頭を押さえた。一変した馬車の空気に、御者が慌てる。

「こ、これは失礼いたしました。ええと、御当家に含みがあるわけでは、決して──」

「分かってます。それにもう、終わったことだから」

　むしろ自分自身に言い聞かせるように、ルネは言った。

「ロレーヌ家はもう潰れてて、私たちはそこからやり直さないといけない。そうでしょう、アルト」

「無論です。お供させて頂きますよ」




　　　　　　　２




　ベルン帝国の帝都ベルンは『七つの丘の都』として知られている。帝立魔道学院はその七丘の一つ、市街の北東一帯を占める梟ふくろうヶが丘おかに建てられていた。

　丘の全周をぐるりと巡る高い塀は、まるで城壁のようにそそり立ち、校内と校外の空間を峻しゅん別べつしていた。開け放たれた校門前の広場には、次々と馬車が押し寄せていて、大変な混雑になっている。

　誇らしげに家紋を掲げた箱馬車から降りる新入生は、いずれも名のある貴族名家の子弟と、その従者たち。とはいえ彼らに交じって、単身徒歩で校門をくぐる下級貴族や平民出身の学生も、ちらほら見えるのだが。

「この人たちと、これから一緒に学ぶんだね」

　馬車の小窓越しに新入生の姿を見て、ルネは言った。

　皇帝のお膝元たる帝国本領のみならず、西部領、東部領、島とう嶼しょ領──東西一〇〇〇マイル（約一六〇九㎞）南北八五〇マイル（約一三六八㎞）に及ぶ、広大な帝国全土から集められた俊しゅん英えいたちである。

「そこの塀の脇に寄せて欲しいんだが」

「了解しました」

　アルトの指示に従い、御者は巧みな手た綱づな捌さばきで馬車を停めた。そのまま御者台から下りて馬車の脇に踏み台を置き、さらに馬車の戸を開く。

　貴族相手の貸馬車を営んでいるだけあって、動作の一つ一つが作法に則のっとっており、非の打ち所がない。

　だから周囲から集まった不ぶ躾しつけな視線の責任は、彼にはなかった。

（あの馬車の紋章は──ロレーヌ家？）

（潰れた家の子が、今さら見み栄えを張って）

（みっともないな）

　ひそひそと交わされる囁ささやきの中、まずアルトが平然と、次いで手を取られたルネがきょろきょろ周囲を見回しながら、それぞれ馬車から降りる。

「……ねえアルト、何かすごく悪目立ちしてるみたいだけど。やっぱり歩いて来た方が良かったんじゃないかなあ」

「何を仰おっしゃいますやら」

　すっかり気け圧おされているルネの姿に、アルトはため息をついた。

「ロレーヌ家再興の大事を成そうという身で情けない。ほら、ちゃんと胸を張って、堂々となさいませ」

「それはそうなんだけど、まずは身の丈に合った一歩を踏み出すのも大事だと思うの」

　不安がる主あるじと、それを叱しっ咤たする従者。そんな主従のやり取りを横目で見やりながら、御者は踏み台を仕舞い、御者台に戻る。

「その、自分のような者が言うのも何ですが、頑張ってくださいよ。開く道があるのならば、きっと道は開けるはずですし」

「……ありがとう。分かってはいるんだけどね」

　すっかり同情されたルネは、何とも言えない表情になった。

「ここまでご苦労様」

「いえいえ。今後とも御用の向きがあれば、どうぞご贔ひい屓きに」

　そう言い残して、一角獣ユニコーンの箱馬車は走り去った。残されたルネのまだ強こわ張ばった手を、アルトは強く優しく握る。

「アルト──？」

「大丈夫ですよ、ルネ様。俺がいつでも側そばにいますから。それでも、御不安ですか？」

「…………ぷ」

　大真面目にそんなことを言うアルトに、ルネは思わず小さく吹き出した。

「ルネ様？」

「大丈夫よ、アルト。……ありがとう」

　不安が消えたわけではない。弱気の虫も、まだ残っている。

　だがそれでも、ルネは笑った。笑ってみせた。

「じゃあ、行きましょう」

「了解」

　二人揃って校門へと一歩踏み出した、その時だった。

「おや、あれは？」

　校門へと向かう新入生の列の流れが止まり、ちょっとした人だかりになっていた。見れば二人の新入生がにらみ合っており、他の新入生はその周囲を遠巻きにしている。

　対たい峙じする新入生の、片方は男で片方は女。共に貴族の出らしく、背後に各おの々おのの従者を従えていた。

「──つまり、詫わびるつもりはないということだな」

　中肉中背の男子学生が、低い声でそう言った。対する子供のように小柄な女学生は、その剣幕を鼻で笑う。

「当然です。肩が当たっただの当たらないだの、そんな難癖には付き合いきれませんわ。全く、これですから磯いそ臭いノーフォークの殿方は」

「言ったな、鼻持ちならないリラダンの女が」

　そのやり取りを聞いて、ルネは驚いた。

「リラダンって、あのリラダン家かな？」

「はい。侯爵位を持つ西部領貴族で、錬金術法の大家。年格好からして、本家の一人娘のベアトリス・ド・リラダン様に間違いないでしょう。ルネ様と同じく、大命十家の後継者です」

　そう説明しながら、アルトは女学生──ベアトリスの様子をうかがう。

　練り絹のように白い肌と、豪ごう奢しゃな金髪の巻き毛。まだ幼さの残る天使のような愛らしい顔には、女王然とした傲慢な笑みを浮かべていた。

「相手は、島嶼領のノーフォーク伯爵の係累のようですね。確かリラダン家とは、海を挟んで色々揉もめていたはず」

「海峡航路の権益だったっけ？　色々と難しいのは分かるけど、それでケンカになるなんて」

「よくある話ですよ」

　ベルン帝国は大国だが、決して一枚岩の国体ではない。皇帝の下で数多くの貴族諸侯が領地を保有しており、領内の土地と人民を支配しているのだ。

　いわゆる封建制度である。

　そのため互いの領地や利権を巡って、帝国内の貴族同士が対立や紛争を起こすことも、それほど珍しくはない。

「今ならまだ、言葉の綾あやで済ませて差し上げてもよろしくてよ。そちらにその気があれば、ですけど」

「言わせておけば──顕あらわれ、出いでよ」

　ベアトリスの挑発に、ノーフォーク何某なにがしは浅黒い顔を真っ赤にして叫んだ。掲げた右手の先で空間が揺らぎ、捻ねじ曲がり、物品として現出する。

　それは、一冊の本だった。

　重厚な革の装丁。開かれた羊皮紙の頁ページでは、複雑な書体で記述された魔道の秘文字が、自ら光を発して明滅している。

「──魔道書を!?」

「抜いたぞ！」

　その途端、周囲に緊張が走る。

　魔道書。

　その言葉が意味するものは、二つある。

　広義では論文や学術書、教本といったような、魔道についての知識が書き記された書物全般のこと。狭きょう義ぎでは魔道士の家系に代々伝えられ、その家の秘技秘術を記した『力ある書』。

　魔道士は『力ある書』と契約を結び、記述された術法を行使することで、超常の力を振るうのだ。故に人前で魔道士が自身の魔道書を手にするということは、それだけ本気ということである。

　今までベアトリスの背後に控えていた銀髪の従者が、主を庇かばって前に出た。

「お嬢様、ここはこのエステル・オクレールにお任せください」

　艶のあるハスキーな声。男物の制服を着てはいるが、長身の娘だった。中性的で硬質な顔立ちの、こちらも中々の美形である。

「無用ですわ。下がっていなさい、エステル」

「ですが──」

「あなたは自分の主が、この程度の挑戦から逃げるような臆病者と思ってるのかしら──顕われよ」

　そう言って従者のエステルを退けたベアトリスも、自身の『力ある書』を呼び出した。

　表紙を飾る重厚かつ華麗な幾き何か学がく紋様は、ため息が出るほど美しく、それ自身が一個の芸術品として完成している。

「あれが、リラダン家の魔道書──」

「大だい命めい十じっ書しょの一つ、第六書か」

　野次馬の新入生たちが、そろって賛嘆の声を上げた。

「くっ……」

　明らかな格の差を見せつけられ、ノーフォークは目に見えてたじろいだ。敵手のその有り様を見て、ベアトリスは華麗に笑う。

「どういたしましたの？　今のうちに頭を下げるのでしたら、見逃して差し上げてもよろしくてよ」

「ぬ、吐ぬかせ！　そちらこそ今さら、吐いた唾は飲めないぞ！」

「まあ、品のないこと」

　一触即発の空気に、ルネは焦あせった。

「ど、どうしようアルト？　止めないと──」

「止めろと仰るなら止めますが、それでよろしいのですか？」

「────」

　そんなやり取りを交わすルネとアルトを、ベアトリスは振り向いた。その途端、状況が動き出す。

「どこを見ている──来れ、奔はしれ、眩まばゆき光」

　ノーフォークは魔道書の頁ページを繰り、目当ての一節を読み上げた。

　術法詠唱。

　魔道書に記述された術法が、魔道士の魔力と詠唱によって具現化し、その意のままに現実を変容させる。

　虚こ空くうに次々と生じた光の矢が、ベアトリス目がけて一斉に放たれた。

　自身の魔力を矢として投射する、基礎的な攻性術法だ。三節の詠唱での五連打は、まず一流と言って良い。だが──

「──阻はばめ」

　ベアトリスのただ一言で、その全てが砕けた。

「なに!?」

　驚くノーフォークだが、もはや彼には態勢を立て直す暇さえ残されていない。

「──縛れ」

　またもや一言。

　ベアトリスのそのたった一言で、ノーフォークの全身が棒のように伸びて硬直した。そのまま横転し、地面に転がる。

　防御術法と拘束術法。共に基礎中の基礎と言える術法だが、ここまで使いこなせる者は希まれだろう。魔道士の技量も魔道書の格も、共に計り知れない。

「若！」

　血相を変えたノーフォークの従者が、動けない主に取りすがる。

「これで、よろしいのですか？」

「ええ、そろそろ時間切れでしょうし」

　従者のエステルの問いに答えながら、ベアトリスは校門を見やる。と、彼女の言葉通り、校門の向こうから数名の上級生が現れた。新入生と同じ制服姿だが、タイの色だけは赤ではなく黄色い。

　帝立魔道学院は五年制であり、各学年ごとに制服のタイの色を変えているのだ。黄色のタイは、三年生のものである。

「入学式前に、それも校外で何をしている!?」

「大したことはありませんわ、先輩方。新入生同士で、ちょっとした腕試しをしただけですのよ」

　そうぬけぬけと言うなり、ベアトリスはパチリと指を鳴らす。たちまち拘束術法が解除され、解放されたノーフォークは激しく喘あえいだ。

　すぐに三年生たちが駆け寄り、様子を確かめている。

「この程度、よくあることでしょうに。それよりも──あなたですわ、あなた」

　ベアトリスの目が、アルトに留まった。

「あなた先ほど、聞き捨てならないことを仰おっしゃってませんでした？　止めろと言われれば止める、とか？」

「そ、それは……」

　その言葉で青くなったのは、ルネの方だった。彼女を無視してベアトリスは、アルトに詰め寄る。

「まさか本気で、わたくしを止めることができるとは思っておりませんわよね？　見ての通り、わたくしの術は大抵の騎士の剣より速いですわよ」

　問い詰めるような、あるいは嬲なぶるような言葉に、アルトは動じなかった。

「そう言われましても、主から命じられた時点で『できるかできないか』ではなく、『やるかやらないか』の話ですし。従者というのは、そういうものでしょう？」

「…………？」

　一瞬だけ考えこんだベアトリスだったが、すぐつまらなそうに鼻を鳴らした。

「呆あきれましたわ。そういうのは忠義ではなく、『愚ぐ忠ちゅう』と言いますのよ」

　続いてその視線は、オロオロと立ち尽くすルネに向けられる。

「あなた、ロレーヌ公爵家の跡継ぎですわよね。お名前は、ルネ・ド・ロレーヌ様でよろしかったかしら？」

「は、はい。お初にお目にかかります、ベアトリス・ド・リラダン様」

「いくらロレーヌ家が没落したとは言え、この程度の従者を抱えていたのでは、大命十家の名が泣きますわよ」

　そう言い捨てて、ベアトリスは踵きびすを返した。

　すでに三年生による処置が終わっていたらしく、ノーフォークもふらつきながら立ち上がっている。

「では、お先に」

　従者のエステルを従えて、ベアトリスが校門を潜くぐった。他の新入生も、それに倣ならう。取り残されたルネは、深く深くため息をついた。

「いやはや、大変な方でしたね」

「ごめんなさい、アルト。私の不用意な一言のせいで」

「構いませんよ。それより急がないと、本当に入学式に遅れてしまいます」




　ベルン帝立魔道学院の入学式は、梟ヶ丘の頂に建てられた大講堂で執り行われる。アルトとルネが大講堂に着いた時、すでに新入生の大半は席に着いていた。

　ちなみに新入生の中でも平民出身の学生たちは、講堂の席の後列に並んでいる。そう席を指定されたわけではなく、ごく自然な身分意識の結果だった。

「ええと、空いてる席は……ここにしましょう」

「分かりました」

　二人が座ったのは、『平民席』の一つ前の列の右端である。なるべく目立ちたくないという判断だが、それでも時折、不ぶ躾しつけな視線が飛んで来るのは避けられない。

「ほう、あれがロレーヌ家の跡取りか」

「さっそく校門前で、リラダン家の娘と一ひと悶もん着ちゃくあったらしいわよ」

「大命十家同士で角突き合わせたのか。見物だな」

「残酷ですね。同じ十家なのに、今や絵に描いたような没落貴族だ」

　そんな囁ささやき声まで交わされていた。

「ううう──」

　反射的に縮こまりかけたルネだが、先ほどのアルトの言葉を思い出し、背筋をピンと伸ばして胸を張る。

「その意気ですよ、ルネ様。と、そろそろ式も始まるようですね」

　講堂の壇上に、司会役の女学生が上がった。その姿を見て、アルトの目が細まる。

　知った顔だったのだ。

「あの方は──」

　波打つ赤毛の髪を肩まで伸ばして銀縁の丸眼鏡をかけた、知的で柔にゅう和わな面差しの美人だった。制服のタイの色は四年生の白。さらに胸元を飾る梟ふくろうの意匠のメダルは、学年首席の証あかしである。

「あれって、テレジア姉様だよね？」

「はい、そのようです」

　テレジア・フォン・クラナッハ。東部領貴族クラナッハ伯爵家の長女で、ルネの母方の従姉いとこである。早逝したルネの母はクラナッハ家から嫁いできており、テレジアの父である現当主の妹なのだ。

「そっかあ、四年生の首席なんだ。やっぱり凄すごいね、テレジア姉様」

　今となっては数少ない身内の姿を見て、ルネの顔はほころぶ。

「ねえ、ここから手を振ったら、姉様に気付いてもらえるかな？」

「止やめてください恥ずかしい。だいたい、テレジア様に迷惑でしょう」

「だよねー」

　そんな従妹と従者のやり取りを知ってか知らずか、壇上のテレジアは朗々と声を上げた。

「みなさん、静粛に。これより大陸暦一四九一年度の、ベルン帝立魔道学院入学式を執り行います」

　よく通る美声に、今までざわめいていた新入生も居住まいを正す。

「ではまず、学長より式辞をお願いします」

「あー、はいはい」

　テレジアにうながされて、枯れ木のように瘦せた初老の男性が壇上に上がり、中央の演台についた。

「えー、私が本学の学長、オーギュスト・ラ・ヴァレッテである。えー、君たち新入生はこれより五年間を本学で過ごすことになるのだが、えー、まずは本学の学生としての自覚を持って──」

　演台の学長は、うつむいた姿勢のままそう語り出した。低くボソボソとした声は掠かすれ気味で、かなり聞き取りにくい。

「──そう、本学の学生としての自覚、これは非常に大事なのだ。聞けば新入生の中には早速、決闘紛まがいの騒動を起こした者がいるそうではないかね。ええ、困るのだよそういうのは。とてもとても困るのだ──」

　段々と、式辞なのか愚痴なのかよく分からなくなってきた。

「ちょっと意外だね。魔道学院の学長っていうからには、何かこう、いかにもな大魔道士っぽい人が出てくると思ってたけど」

「式辞の最中ですよ、お静かに」

　ルネのつぶやきをいさめたアルトだが、内心では完全に同意していた。




　入学式は、滞りなく進行していった。

　ヴァレッテ学長の式辞の後は、来賓の挨拶に新入生代表の誓言と続く。そのどれもが定型的かつ凡庸な代物で、聴衆の感性を摩耗させること甚だしい。

（ま、入学式であまり奇抜なパフォーマンスをされても困るか）

　内心であくびを嚙かみ殺しつつ、アルトはそう評した。無論、外見にはおくびにも出さず、謹厳な物腰を取り繕っている。

「では続いて、学生総代の祝辞を」

「心得た」

　テレジアの司会で、新たな学生が壇上に上がる。その途端、弛し緩かんしかけた大講堂の空気が一変した。

「ようこそ、新入生諸君。私はアンゼルム・フォン・ロートリンゲン。学生総代などというものをやっている」

　堂々たる偉い丈じょう夫ふだった。

　六フィート半（約一九八㎝）を超える長身で、彫りの深い端整な顔立ちと均整の取れた屈強な体格は、まるで古代の神像のよう。鋼を思わせる灰白色の髪は短く刈り込まれ、制服のタイの色は、最上級生たる五年生の青である。

「まずは先せん達だつとして君たちに問いたい──魔道とは、何か？」

　突然の問いかけに、講堂内がざわめいた。戸惑いながら顔を見合わせ合う新入生たちだが、答えようとする者はいない。

　その反応を見て、アンゼルムはふっと表情を緩める。これまた人ひと懐なつっこい、何とも良い笑顔だった。

「まあ、急に問いかけられては困るか。ではクラナッハくん、君はどう思うかね？　魔道とは、魔道の真髄とは何か？」

「えっ、私ですか？」

　急に話を振られて、テレジアは小首を傾かしげた。形の良い眉をひそめつつ、言葉を選ぶ。

「そうですね──月並みですが、知恵、叡えい智ち、真理。そういったものでしょうか」

「うむ。模範的かつ優等生的な回答をありがとう」

「面白みのない答えで申し訳ありませんでした」

　大真面目なアンゼルムの物言いに、テレジアは拗すねたように唇を尖とがらせた。漫談じみたやり取りを見て、新入生たちの各所から好意的なざわめきが起こる。

「もう、テレジア姉様ったら」

　口元を押さえたルネが、クスクスと上品に笑った。

「さて、諸君らの先輩はこう宣のたまっておられるわけだが、それに対して我こそは──と持論を持ち出す活いきの良い者はいるかね？」

「では、わたくしが」

　アンゼルムの呼びかけに応えて、新入生の列の中から金髪巻き毛の小柄な少女が立ち上がる。

「君は確か、ベアトリス・ド・リラダンくんか。先ほど一騒動起こしたという。うむ、元気があって大変よろしい」

　大仰かつ鷹おう揚ように、学生総代はうなずいた。

「ではリラダンくん、君にとっての魔道とは何かな？」

「それは、伝統ですわ」

　小さな薄い胸に手を当て、ベアトリスは堂々と答える。

「わたくしたち貴族にとって、魔道とは家門そのもの。父祖から伝えられ、途絶えることなく連綿と受け継がれてきた秘術なのですから。それを学び、修め、より高みを目指す。それがわたくしにとっての魔道ですの。違いまして、先輩？」

「いや、何一つ間違っていない。歴史の浅い新興貴族の出身で、なおかつ養子の身である私としては、少々忸じく怩じたる思いがあるがね」

「まあ」

　クスリと笑ったベアトリスが、席に着く。

「さて、伝統という観点から魔道を見た場合、その象徴は魔道書だろうな──顕あらわれよ」

　アンゼルムは自らの魔道書を呼び出し、手に取った。

　自ら名乗った『新興貴族の養子』という出自に相応ふさわしい、ごく平凡な格の書に見えた。

「言うまでもないことだが魔道士にとって、先祖から受け継いだ魔道書に己の成した探求の成果を書き加え、そして子孫へと伝えることこそが最大の目標となる。魔道の家に生まれた者として、それが当然の有り様ようだ」

「…………」

　自分でも気づかないうちに、ルネは唇を嚙んでいた。

　魔道士として、あるいは貴族として『言うまでもない』『当然の』こと。だがそれを持たぬ者、そうではない者もいるのだ。

「知恵に伝統。できればもう一つくらい、独自の意見を聞いてみたい。誰かいないかな？」

　大講堂のあちこちで、ざわめきが起こった。隣同士で議論を始める新入生たちが、続出している。

「これってもう、祝辞じゃありませんよね」

「先生方、止めなくていいのかなあ？」

　そうつぶやいたルネが、ふとアルトの横顔を見やる。

「ねえ、アルトにとっての魔道って何かな？」

「俺の、ですか──」

　主あるじの問いに、ふとアルトは考えこんだ。

　ロレーヌ公爵家に代々仕えてきた陪臣の家に生まれ、幼い頃から魔道を学んできた。主家が健在な時も、没落した後も。それがなぜかと問われれば──

「俺にとっての魔道は、『力』ですね」

「──そこの君!!」

　いきなりの大だい音おん声じょうが響いた。壇上のアンゼルムが、ピシリとアルトを指し示す。

「お、俺ですか？」

「ロレーヌ家の従者、アルトゥール・レーモンくんだね。今の言葉を、もう一度だけ繰り返してもらいたい」

「は、はあ……」

　突然の不意討ちにアルトは驚き、混乱する。

　確かにロレーヌ家は色々な意味で有名な家だ。その後継者が今年の新入生の中にいることを、学生総代が知っていてもおかしくない。だが従者である自分の顔や名まで覚えているとは思わなかった。

　若干の違和感を覚えながら、アルトは答える。

「ええっと……俺にとっての魔道は力、ですか？」

「うむ、ありがとう。そう、力だ。力なのだ」

　その返答に、アンゼルムは何度もうなずく。

「私もまた、魔道とは力だと考えている。〈いと高き存も在の〉が地上を去り、神かみ代よが終わって幾千年。人は魔道の力を以もって世界を切り開き、切り従え、その結果として万物の霊長の位置にある。また我らのベルン帝国が、大陸を制して覇権を握ったのも、偏ひとえに魔道の力によるものだ」

　そう熱をこめた声で語るアンゼルムが、ふとテレジアを振り向いた。

「無論、他の見解を否定するものではないよ。クラナッハくんの意見も正しい。知によって世界の真理を解き明かす探究も、それによって得られた力の行使も、共に魔道だ。知は力なり、というやつだな」

「その言葉、誤用してませんか？　少々即物的すぎる解釈かと」

「いいのだよ、細かいことは」

　あっさりと言い切るアンゼルムが、再び新入生に向き直る。

「そして、伝統もまた力だ。貴族は魔道の力で代々皇帝陛下に仕え、帝国を支え、民を治めてきたのだから。ああ、平民出の君たちも臆する必要はない。自らの力で新たな家門を興おこし、栄達の階段を駆け上る──その程度の気概はあるのだろう？　私の義父も、その口だった」

　新入生の列のそこかしこから、ざわめきが広がっていく。語り手の熱が、徐々に伝染したのだ。

「新入生諸君、大いに学び、大いに鍛え、大いに競い合いたまえ！　この学院は、そのための楽園パラダイスだ!!」

　一斉に、拍手が起こった。興奮に顔を赤くして立ち上がった者や、歓声を上げている者も、そこかしこにいる。

　だが、昂こう揚ようと喧けん噪そうに巻きこまれない者もいる。その一人であるルネは、困ったように顔をしかめていた。

「ああいう人、ちょっと苦手かも。何だか功利的すぎる気もするし」

「言ってることは間違ってませんよ。入学式でわざわざ煽あおるべきかどうかは別として。そもそも俺たちからして、ロレーヌ家の再興で『上』を目指してるんですから」

「ううう、それはそうなんだけど──」

　と、壇上のテレジアがわざとらしく咳せき払ばらいする。

「総代、そろそろ時間が押しています」

「おっと、すまない秘書くん。新入生諸君、静粛に──」

「誰が秘書ですか、誰が」

　テレジアのツッコミを流しつつ、アンゼルムは不器用なウインクをした。

「これから君たちに、魔道学院の学生として培つちかってきた成果の一端を披露しよう。楽しんで欲しい」




　祝辞（？）を終えたアンゼルムが壇上から下りると、すぐに演台が片付けられた。広々となった壇上に、今度は三〇人前後の上級生が上がる。

「ではこれより在学生の代表により、新入生歓迎の模範演技を行います」

　そう告げたテレジアも、上級生の列に並んだ。

「テレジア姉様、まだ四年生なのに模範演技の代表として選ばれたんだ。さすがだね」

「ほとんどが五年生のようですね。四年生はテレジア様の他に──どうやらあと一人いるようです」

　列の反対側に立つ男子学生が、テレジアと同じ白いタイを締めていることに、アルトは目め敏ざとく気づいた。ほぼ同時に講堂内を照らしていた魔道の灯ともし火びが消され、窓のカーテンも閉ざされる。

　大講堂が暗がりに沈んだのは、一瞬のことだった。

　天井に無数の光点が瞬またたき、星のように講堂内を照らし出す。まるで、満天の星そのもののように。

　架空の星せい辰しんの下で、壇上にいくつもの炎が灯ともる。赤、黄、あるいは青。揺らめく炎は次々に人馬へと姿を変えると、隊たい伍ごを組み、行進を始めた。

　奇妙な光景だった。

　いくら魔道学院の大講堂でも、壇上の舞台の広さには限りがある。当たり前だ。だが炎の騎馬の集団は、無辺の広野を進軍しているようにしか見えない。

　騙だまし絵じみた情景に、新入生たちは息を吞のむ。

「これって、パレードの出し物かな？」

「いや、おそらく史劇でしょう。主題は……ナンツィヒの会戦か？」

　アルトの見立ては、正しかった。騎馬の群れが左右に分かれたかと思いきや、激しくぶつかり合ったのだ。

　壇上を駆け回り、打ち合い、目まぐるしく交錯する炎の人馬。ついには舞台から飛び出し、講堂の頭上を戦場として相争う。

　圧倒的なスペクタクルに、新入生たちは悲鳴とも歓声ともつかない声を上げていた。

「凄すごい、凄いわアルト！」

「確かに、金を取れる見世物ですね」

　ルネたちも目を輝かせて、その情景に見いる。

　やがて、入り乱れていた炎の人馬が二手に分かれる。互いに隊たい伍ごを組んで対たい峙じし、一いっ気き呵か成せいの突撃に移った。

　講堂中の学生が固唾を吞んで、激突の瞬間を見守る。

　異変はその時、不意に起こった。

　疾走する馬の一頭が、騎手を振り落として飛び上がった。そのまま空中を一直線に、正面の新入生の席を目指して突っ走る。

　ちょうど、ルネたちの座る一角に。

「え？」

　ほとんどの者が、反応できなかった。演出なのか事故なのかも判別できず、ただ馬の暴走を見ていることしかできない。

　呆ぼう然ぜんとする新入生に、迫る熱波が浴びせられる。

「う、うわあ!?」

「きゃあっ!?」

　口々に上がる悲鳴。パニックに陥りかけた講堂で、咄とっ嗟さに動けたのはただ二人──ルネとアルトだけだった。

「お願い!!」

「お任せあれ!!」

　主の声と共に、アルトは席を蹴って立ち上がる。

　眼前に迫る炎の馬。術法を唱えている暇はない。全身の魔力を右腕に込め──思いっきり殴りつけた。

「おおおおお!!」

　渾こん身しんのアッパーカットが炸さく裂れつした。殴り飛ばされた炎の馬は高々と宙を舞い、天井に叩たたきつけられる。

　その衝撃で術法が解け、魔道で造られた仮初めの星空が消え去った。

　たとえ術法という形を取らずとも、自身の肉体に魔力を巡らすことで、魔道士は常人の限界を超えた身体能力を軽々と発揮できる。

　そのため有力な貴族たちの間では古来より、一族郎党から魔力を用いた近接戦闘に長たけた者を選び、自らの身辺に置く習わしがあった。平時には従者として、そして有事には護衛として。

　それが、騎士。いかなる状況でも身を挺ていして主たる魔道士を守り抜く、最後の盾。

　今のアルトの働きは、それに相応ふさわしい見事なものだった。だが同時に、その代償もまた大きい。

　右腕は酷ひどく焼け焦げて、無む惨ざんな火傷やけどを負っている。苦痛に歪ゆがんだ顔には、脂汗が浮いていた。

「ぬ……くぅ──」

「──アルト」

　耐えきれず膝をつくアルトの姿に、ルネは声を押し殺す。

　一方、天井まで殴り飛ばされた炎の馬だが、まだ終わっていない。空中で反転し、再度の突撃に入った。

　アルトが稼いだ時間は、わずか数秒。

　だがその数秒こそが、生死を分けた。

「やるじゃねえか、餓鬼」

　不意にアルトの傍かたわらに立つ、長身瘦そう軀くの人影。テレジアと舞台に立っていたもう一人の四年生だと、アルトは気づく。

　眼前に迫った炎の馬に向かって、その四年生は無造作に右腕を突き出し、握り締める。ただそれだけの動作で、馬の動きは完全に停止した。

　おそらく念動系の術法だろう。魔道書や詠唱を用いない簡易術法としては、破格の威力である。

「──立てよ不滅シユヴァルツ、我が騎士よ、その剣を示せ」

　ほぼ同時に、壇上のテレジアが魔道書を手に叫んだ。眼鏡越しの射い貫ぬくような視線を浴びた途端、炎の馬は真っ二つになり、消失する。

　目に見えない何者かに斬られたのだ、そうアルトは直感する。力を失い、グラリと揺れたその体を、ルネが抱き留めた。

「ああ、ご無事で何よりです、ルネ様」

「私の心配なんて今はいいから──顕あらわれ、出いでよ」

　泣きそうな顔で、ルネは自身の魔道書を手に取る。

「……こいつは」

　先ほどの四年生が、それを見て顔をしかめる。

　ルネの魔道書は、無惨に傷ついていたのだ。

　重厚な装丁の表紙には大きな傷が入っており、頁ページも半ば近く引きちぎられている。残る頁ページも大半が破れ、あるいは皺しわくちゃに折れていた。背表紙は壊れ、綴とじも緩み、今にもバラバラに解体しそう。

　有り体に言って、書物として死んでいた。

「これが名門貴族、ロレーヌ公爵家サマの今の有り様ってヤツか。惨みじめなモンだな」

　あからさまな侮蔑の言葉も、ルネには届いていない。懸命に傷ついた魔道書の頁ページをめくり、目的の術法を選ぶ。

「──〈いと高き存も在の〉、光を司つかさどる御おん方かたよ、心の御力にて、この者の傷を癒やしたまえ」

　回復術法の詠唱。アルトの傷ついた体が、温かく柔らかな光に包まれる。

「ありがとうございます、俺なんかのために」

　その一言が、限界だった。アルトはそのまま意識を失った。

[image: ]




　　　　　　　３




　突然の混乱の中、傷つき意識を失ったアルトは、大講堂の控え室に運び込まれた。その部屋には、万一の事態に備えて校医の一人が待機しており、臨時の医務室になっていたのである。

　部屋の片隅で一人、ルネは椅子の上で両膝を抱える。無言のまま、アルトの寝かされたベッドを見やった。その周囲にはカーテンが二重に張られていて、校医による施せ療りょうの様子を見ることはできない。

「終わったよ」

　カーテンが開かれ、校医がそうルネを呼ぶ。跳ね起きたルネは、アルトの所に急いだ。

「アルト！」

　白く清潔なベッドの上に、アルトは寝かされていた。制服の上着とシャツを脱がされた半裸の姿で、傷ついた右腕全体に巻かれた包帯が痛々しい。

　だが顔色は青ざめているものの、呼吸は安定している。

「大丈夫でしょうか、先生？」

「もちろんだとも。すでに火傷は完治させた。痕も残らないさ。念のため今日一日安静にしていれば、明日からの授業にも出られるだろう」

「良かったあ」

　穏やかな校医の言葉に、ルネはベッドの脇でへたり込んだ。

「今回は特に、応急処置の治癒術法が良かったからねえ。熱素の除去に体組織の保護、体内の魔力循環の安定化。ここに担かつぎ込まれた時点で彼の容態は安定していたから、私は再成療法に専念できたよ」

　一口に回復術法と言っても、その内実は多岐にわたる。突発的な外傷や疾しっ病ぺいの発症に対して、適切な術法を選択して行使するのは、たとえ魔道士でも相応の教育や訓練を受けていなければ難しい。

「君がやったのだろう、ルネ・ド・ロレーヌくん。さすがはロレーヌ家の後継者、生命術法の大家だ。大命十家の名は、伊達だてじゃないな」

「……ありがとうございます」

　校医に賞賛されて、ルネは力なく笑った。

　大命十家とは、数ある魔道士の家門の中でも、最も古く尊いとされる十の家である。

　この地上に魔道をもたらした〈十賢者じっけんじゃ〉の子孫とされ、各おの々おのの家祖が啓示されたという十の命題の探求を、遥はるか昔から代々続けてきた。それゆえ大命十家の尊称で呼ばれており、その象徴たる家伝の魔道書も大命十書として尊ばれている。

　ロレーヌ家が与えられた命題は、『生命の本質の解明』。所有する魔道書──大命十書の第三書には、人体と生命の秘ひ奥おうが記されていた。

　そうあるべき、本来の姿ならば。

「私も魔道医の端くれとしてロレーヌ家には敬意を抱いてたし、恩恵も受けていた。実に惜しいよ。残念だ」

「…………」

　半壊した魔道書を痛ましげに見ながら、校医は言った。ルネは何も言えないまま、押し黙ることしかできない。

　気まずい沈黙は、不意の大声で破られた。

「ルネちゃあああん!!」

　控え室の扉を蹴破る勢いで、赤髪に眼鏡の女学生が駆け込んできたのである。

「テ、テレジア姉様？」

　驚いて棒立ちになったルネを、テレジアは思いっきり抱きしめた。

「ごめんねえ！　せっかくの入学式であんな危ない目に遭わせちゃって！　大丈夫!?　怪け我がしてない!?　お姉ちゃん、心配で心配で──」

「あ、あうあうあう」

　激しく揺さぶられ振り回され、ルネは目を白黒させた。そんな従姉妹いとこ同士の交歓に、校医がコホンと咳せき払ばらいする。

「落ち着きたまえ、クラナッハくん。患者が休んでいるのだよ」

「あ……すみません、先生」

　正気に戻ったテレジアが、気まずそうに笑いながらルネから離れた。

（変わらないなあ、テレジア姉様）

　乱れた制服を直しながら、ルネは生温かくテレジアを見やった。自分のことを大切にしてくれているのは分かるし嬉うれしいのだが、その溺愛っぷりには正直、ついていけなくなることもある。

「では、私も医療棟に戻らせてもらうよ。他にも患者がいるからね。霊薬を置いておくから、彼が目覚めたら飲ませるように。もし容態が悪化したら、すぐに呼びなさい」

「本当にありがとうございます」

　深々と頭を下げ、ルネは校医を見送った。




　校医が立ち去り、部屋にはルネたち三人が残された。とは言え、まだアルトが目覚める気配はない。

「では、あらためまして──お久しぶりです、テレジア姉様」

　ルネは制服のスカートの裾をつまみ上げて、上品に一礼した。それを見たテレジアが、優しく笑う。

「本当に、久しぶりね。確か私の入学直前に会ったきりだったから、三年ぶりくらいかしら。あの時は、まだまだ子供だと思ってたのに──」

　伸ばされたテレジアの手が、ルネの頰にそっと触れた。

「いつの間にか、こんなに大きくなっちゃって。もうすっかり、一人前の淑女ね」

　そう言いながら、テレジアはルネの頰を優しく撫なでた。ひんやりとした手の平の心地よい感触に、ルネは目を細める。

「……テレジア姉様みたいにお綺き麗れいな方からそんなこと言われても、かえって恥ずかしいですよ」

「ありがとう、ルネちゃん。お世辞でも嬉しいわ」

「そんな、私は本気で──」

　つい大声を上げそうになり、ルネはハッと口を押さえる。そんな彼女の仕草に、テレジアはクスクスと笑っていた。

「もう、本当に可愛かわいいわね、ルネちゃん」

「か、からかわないでください」

　顔を赤くしたルネが、話題を変える。

「そ、それで、入学式はどうなりました？」

「元々、あの模範演技で終わりだったから。新入生は予定通り、校庭での園遊会に移ったわ。大講堂では、事故の検証中」

「そうですか」

「アルトくんの容態も落ち着いてるみたいだし、ルネちゃんだけでも園遊会に出たら？」

「私を守ってアルトが傷ついたのに、その彼を置いては行けません」

「相変わらず仲が良いわね。お姉ちゃん、ちょっと妬やけちゃうかも」

　そう冗談めかして、テレジアはクスリと笑った。

「本当に立派になったわね、二人とも。あんなことがあった後なのに」

「立派なんかじゃ、ありませんよ。私には、何もできませんでしたから」

　七年前、ルネの父であるロタール・ド・ロレーヌ公爵は、帝都の自邸で暗殺された。家伝の魔道書まで修復不能の損傷を受けるという、最悪の形で。

　ロレーヌ家が培つちかってきた魔道の知識と秘術のうち、一人娘のルネが受け継げたのは、その一部でしかなかった。

　当主と魔道書を失い、ロレーヌ家は失墜した。所領や財産の大半は、独立した分家の手に渡ってしまう。まだ幼かったルネに、それを止める術すべはなかった。

「クラナッハのお祖じ父い様と伯お父じ様には、本当に感謝しています。お二人のお力添えがなければ、私はこの学院に入ることさえできませんでしたから。これでようやく、ロレーヌ家再興の一歩を踏み出せます」

　そう言いながらルネは、手にした魔道書をぎゅっと握り締めた。深く傷ついたその表紙を、テレジアは痛ましそうに見つめる。

「御お家いえ再興ね。まずはその魔道書から、何とかしないと──あら？」

　ルネの手にした魔道書をながめたテレジアは、あることに気づいて目を瞬しばたたかせた。

「その魔道書って、原本じゃないのね。写本なんだ」

　魔道士の家門にとって、家伝の力ある魔道書とは、当主が所持する一冊きりのもの──というわけではない。一族の後継者や子弟は、魔道書の『原本』の内容を書き写した『写本』を所持することで、家伝の書の力を借り受けることができるのだ。

　テレジアの持つクラナッハ家の魔道書も、父のクラナッハ伯爵が持つ原本から写し取られた、力ある写本だ。

「ロタール叔お父じ様はもう亡なくなられたわけだし、原本もルネちゃんが持ってるのだと思ったけど」

「事情が事情ですから、原本は安全な場所に保管しています。この写本は、そこから特殊な方法で写し取りました」

「なるほど。ちょっと見せてもらっていいかしら？」

「どうぞ」

　テレジアの様子が変わった。貴族の子女ではなく、魔道士としての目で、魔道書の様子を検分する。

「興味深いわね。原本の状態を損傷具合まで含めて再現することで、原本と写本の同調を深めている。裏を返せば、そうでもしないと写本を力ある書として機能させられないってことね」

「姉様の、お見立て通りです」

　テレジアから魔道書を返され、ルネはぐっと握り拳をつくった。

「だからこそ私の手でこの魔道書を、完全な形で修復してみせます。それが私の目指す、ロレーヌ家の再興です」

　そう勇ましく宣言したルネだが、不意にガクリと肩を落とす。

「どうしたの、ルネちゃん？」

「言うは易やすく行うは難かたし、ですから。今までロレーヌ家のご先祖様が、代々積み上げてきた探究とその成果を、私一人で再現するようなものですし」

「あー、そうよねえ」

　ルネの吐いた弱音に、テレジアはさもありなんとうなずいた。

「手っ取り早いのは、奪われた魔道書の頁ページを取り戻すことだけど──」

「……七年経たっても、犯人の目星さえついていません」

「それならロレーヌ家の蔵書と突き合せて、魔道書の欠落した記述や術法の当たりをつけるとか──」

「……父様が亡くなった後、所領や財産と一緒に、めぼしい書物も分家に持って行かれて散逸しちゃいました」

　そう答える度に、ルネは小さくなっていった。すっかり縮こまった姿を見て、テレジアはこほんと咳払いをする。

「だからと言って、諦めるつもりはないんでしょう？」

「もちろんです！　何千マイルの道のりでも、まずは最初の一歩を踏み出すところから始めないといけませんから」

　そうテレジアが水を向けると、ルネは勢いよく顔を上げた。

　落ち込むのは早いが立ち直るのも早いのが、ルネ・ド・ロレーヌという少女なのだ。それが良いことなのか悪いことなのかは分からない。

「それにどんなに遠い道だとしても、アルトが一緒に歩いてくれますから。それだけで、私は頑張れちゃいます」

「その意気、その意気。ところで──」

　満足そうにうなずいたテレジアの眼鏡が、不意に怪しく光る。

「──ルネちゃんがよければ、もう少し簡単に身を立てる方法もあるんだけどなあ」

「何ですか、それ？」

　あからさまな猫なで声に、ルネは警戒した。

「ねえルネちゃん、うちの子になるつもりはない？」

「はあ？」

「今までクラナッハ家として、ルネちゃんにできることは限られていたわ。縁戚同士とは言っても、本領と東部領で離れている以上、色々と面倒なしがらみもあるし。でもルネちゃんが正式にクラナッハ家の一員になってくれたら、ちゃんと守ってあげられるの。祖父も父も、それを望んで……」

　テレジアの声が、段々と尻切れトンボに消えていく。ルネの露骨に不満そうな半目に気づいたのだ。

「つまり、私にクラナッハ家の養子になれってことですか？」

「そうだけど、ダメかな？」

「ダメに決まってます！」

　憤然と、ルネは即答する。

「大体、私がクラナッハ家の養子になるってことは、ロレーヌ家の魔道を捨てるってことじゃないですか」

「それは、そうなるかもしれないけど……」

　ルネに指摘され、テレジアは露骨に目を逸そらした。

　クラナッハ家の魔道は、死者の霊や魂こん魄ぱくを扱う降霊術法だ。人体や生命について探究してきたロレーヌ家とは、真逆の家なのである。

「せっかくルネちゃんと本当の姉妹になれると思ったのに。よよよよよ──」

「下手な泣き真ま似ねはやめてください！」

　盛大にため息をついたルネが、そっと胸元に手を当てる。真まっ直すぐにテレジアを見つめて、語りかけた。

「姉様、父が亡くなった後で、ほとんどの家臣はロレーヌ家を離れました。でも、残ってくれた人たちもいるんです」

「アルトくんや、彼の御両親みたいに？」

「はい。私は今日まで、そういう人たちに育ててもらいました。苦しい生活の中で、みんな私にロレーヌ家の再興を託してくれたんです。それを今さら、なかったことにはできません」

　そう真摯に訴えるルネを、テレジアはまじまじと見つめた。しばしの後、優しげな微笑ほほえみを浮かべる。

「どうやら、私の方が間違ってたみたいね」

「姉様、その──」

「分かったわ。もうこれ以上、無粋なことは言わないから」

　そう言ったテレジアは、ふとベッドのアルトを意味深に見やった。

「だ、そうよ。これからも苦労しそうね、アルトくん。騎士の本懐でしょうけど」

「え？」

　テレジアの思わせぶりな様子に、ルネもベッドをのぞきこんだ。まだ意識を失っていると思っていたアルトだが、目元や口元がピクピク痙けい攣れんしている。

「……起きてたんだ、アルト。いつから？」

「つい先ほど、テレジア様が入室された際の騒ぎで目が覚めました」

　ルネの声音に不穏なものを感じ取り、アルトは正直に答える。ベッドの上で、上体を起こした。

「けっこう前からじゃない。なんで目が覚めたって言ってくれなかったの？　私、すごく心配してたんだよ」

「お二人の話を邪魔するのも憚はばかられましたし。それにルネ様の本心をうかがえる、良い機会だと──あ痛っ!?」

　ベッドの枕を握り締めたルネが、ぽかぽかとアルトを枕で殴る。

「盗み聞きしてたんだ。バカバカ──アルトのバカ」

「痛い痛い、お許しくださいルネ様……って、本当に痛い!?」

　幼おさな馴な染じみ同士の犬も食わないなんとやらに、テレジアは吹き出した。

「何をやってるの。本当に仲良しよね、二人とも」











第二章　大命の継けい嗣したち
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　夢を、見ていた──




　夕暮れの邸宅。奥まった書斎で、少女はそれを目にした。

「おとう、さま……アルト……」

　柔らかな絨じゅう毯たんの上に、二人の人影が倒れ伏していた。父のロタールと、幼馴染みのアルト。落日の陽光と流れ出した血が、部屋を赤く染めている。

　突然の惨状を前に、少女──ルネはただ立ち尽くすことしかできない。

「む……ぐ……」

　小さく呻うめきながら、ロタールがかすかに身じろぎする、それを見て、ルネはようやく我に返った。

「お父さま！」

　父に駆け寄り、取りすがった。服の袖が、血でベットリと汚れる。

　ロタールの胸には、背中まで達する傷が深々と刻まれている。致命傷だった。

「ルネ──か」

「ひ、ひどいお怪け我がをしています。は、早く癒やしの術を──」

　そう言ってから、ようやくルネは気付いた。ロタールの手にした魔道書が、無む惨ざんに傷つけられていることに。

　大だい命めい十じっ書しょの第三書として最高位の格を持つはずの魔道書は、今や初歩の治癒術法一つさえ発動できず、虚むなしく沈黙している。

　ルネは、今年で八歳になった。すでに父から、魔道の初歩の手ほどきは受けていた。だからこそ、絶望的な現状が分かってしまった。

「ひ、人を呼んできます」

「──無用だ」

　駆け出そうとしたルネの手を、ロタールは強く握った。

「ロレーヌ家、の……魔道を、絶やす、わけには──いかん、のだ」

　喘あえぎ喘ぎ言いながら、ロタールは傍かたわらに倒れ伏したアルトの具合を確かめる。

　アルトもまだ、息はあった。弱々しく呼吸を繰り返しながら、虚うつろな瞳で天井を見上げている。半開きの口元からは細い血の糸がコポリと滴したたり落ち、掠かすれた喘ぜん鳴めいがヒュウヒュウと漏れていた。

「まだ、間に合うか──」

　そうつぶやきながらロタールは、浅く上下するアルトの胸の上に、半壊した魔道書を載せた。目当ての頁ページを開く。

　土気色の顔の中で、目だけが異様な光を放っていた。

「な、何を──」

「ルネ、お前の力が、必要……」

　そう言いながら、ロタールは強く握ったルネの手を引き寄せた。アルトの胸の上で、魔道書の残骸と重ねさせる。

「もう……猶予はない。──ルネ、この頁ページ、の──術法を……読み上げる、のだ。お前、なら──できる……」

「で、でも──」

「早くしなさい!!」

「は、はい！」

　厳しく叱責され、ルネは父の言葉に従った。

「──其それ、書は書にあらずとも、文字は文字たり──文字は文字にあらずとも、知は知たり──故に、書の意たるはすなわち……」

　ルネの言葉と魔力に応じ、魔道書の頁ページに記された文字が、弱々しく明滅する。

（この術って、まさか……）

　自らが唱えている術法の意味を悟り、ルネの顔が見る見るうちに青ざめる。掠れた悲鳴が、少女の口から漏れた。




「ルネ様！」

　アルトの呼び声で、ルネは目を覚ました。ベッドの上で身を起こし、荒く息をつく。

　薄手の夜着は、汗でぐっしょりと濡ぬれていた。

「ずいぶんとうなされていましたが、また例の夢を見たのですか？」

「うん──もう、大丈夫だから」

　胸に手を当てて、ゆっくりと呼吸を整える。

　ベルン帝立魔道学院学生寮の一室、入学式から一夜明けた朝である。小鳥がさえずり、窓から朝日が差しこんでいた。

　相当に古びた部屋だが、かえって歴史の息吹いぶきを感じ取れた。代々住んでいた学生が、よほど丁寧に使ってきたのだろう。机やベッド、本棚などの家具は整っている上、従者用の小部屋まで付随している。

「今日は授業の初日ですし、少々早いですがお支度を」

「分かった」

　立ち上がったルネに制服を渡そうとし、ふとアルトは手を止めた。

「どうしたの？」

「七年前のあの日、俺は先代のロタール様を守れませんでした。それどころか、仇かたきの顔すら見ることができずに──」

「やめて」

　悔恨の滲にじんだアルトの声を、ルネは遮った。

「もう、終わったことだもの。アルト一人のせいじゃない。むしろ私たち、ううん、私のせいでアルトは──」

「それ以上は、勘弁してください」

　気まずい沈黙が、部屋にわだかまった。七年前の記憶が、アルトとルネを苛さいなんでいる。

「と、とにかくお着替えを」

「そ、そうだね」

　互いにぎこちなく笑いながら、二人の学院生活は始まった。




　魔道学院の本校舎は、梟ふくろうヶが丘おかの中腹に建てられている。

　四方に尖せん塔とうを構えた方形の建物で、まるで城館のように優美な趣があった。石造りでありながら継ぎ目が存在しない白亜の外壁は、魔道建築の粋として知られており、古典様式の円柱や彫像で飾られている。

　アルトとルネが初めての授業を受けるのは、三階東の角部屋だった。

「ここね」

　教室の一年生は、およそ三〇人ほど。特に席は指定されておらず、思い思いの席に着いている。

　その中で特に目立っているのが、金髪巻き毛の小柄な女学生──ベアトリスだ。従者のエステルの他にも数人の女学生を周囲に集めて、他愛ないおしゃべりに興じている。と、その目線が、教室に入ってきたアルトたちに留まった。

　軽く黙礼をして、ルネと教室の片隅の席に座った。ベアトリスのみならず、学生のほとんどがこちらを見ている。

「ロレーヌ家の従者、傷はもう癒えたみたいだな」

「みたいね。主あるじの方は一体どうなのかしら？」

　探るような、不ぶ躾しつけすれすれの目線と囁ささやき声が、二人に集まる。

「どうやら昨日の一件で、注目されているようですね」

「勘弁して欲しいなあ」

　居心地悪そうに、ルネは身じろぎした。幸いと言うべきか、それほど待たずに、まだ若い女性教師が教室に入ってきた。

「みなさん、初めまして。私は基礎魔道学を担当する、ジュリー・エルラです。まず言っておきますが当分の間、授業で学生個人の魔道書は用いません。配布した教本に沿って授業を進めます。よろしいですね」

　冷たく整った容貌。学生たちを怜悧な眼差しで見やりながら、エルラは話を続ける。

「この授業ではあなたたちに魔道の基礎的な理論や技術、要するに『魔道とは何か？』を学んでもらいます。言っておきますが、知恵だの伝統だの力だのといった、フワフワしたお題目ではありませんよ」

「…………」

　昨日の入学式を引き合いに、釘くぎを刺された。『力』と答えていたアルトは、首をすくめて恐縮する。

　一方『伝統』と答えたベアトリスは、平然と流していた。

「魔道について端的に定義しますと『術者の魔力で世界に干渉し、現実の事象を改変する技法』──こうなります。術法や魔道書は魔道において重要な位置を占めますが、まず大切なのは魔力そのものなのです」

　そう言いながらエルラは、教卓の上に水晶の結晶を取り出した。六角柱状の側面に、人差し指を押し当てる。

「魔力の操作こそ、魔道の基本にして真髄。熟達すれば、術法を用いずとも──」

　変容が始まる。

　流し込まれたエルラの魔力に反応し、水晶が小刻みに震えだす。硬質の結晶が、まるで粘土か飴あめ細工のように形を変えていった。その様子を、学生たちは息を殺して見ている。

　きっかり一分後、教卓の上にあったのは、水晶製の小さな馬の像だった。

「お分かりですね。では続いて実習、皆さんにも同じ事をしてもらいます」

　学生の間から上がった悲鳴じみた声を無視し、エルラは念動の術法を使った。ふわりと浮き上がった水晶が、それぞれの席に届く。

「無理という言葉は聞きたくありません。失敗なくして進歩なし、です。さあ、当たって砕けなさい」

　きっぱりと言い切られ、皆が覚悟を決めた。

「これくらいなら、私でも何とか行けそう」

　小さく拳を握って勢いこむルネに、アルトは小声で耳打ちする。

「ルネ様、ここはロレーヌ家の流儀で課題に挑むべきかと」

「え!?　でも、それって──」

　驚いたルネが、少しだけ考えてうなずいた。

「分かった、やってみる」

「その意気です。では──」

　アルトもルネも、それぞれの水晶に手を触れる。

「では、始めなさい」

　その宣告と共に、実習が始まる。各おの々おのの学生たちは額に汗を浮かべて、水晶に魔力を注いでいった。

「大切なのは、感覚とイメージです。魔力の流れを感じ取り、自身の望む形へと誘導しなさい」

　教室をゆっくり歩きながら、エルラは悪戦苦闘する学生に助言する。程なくして、一人の女学生が手を挙げた。

「できましたわ、先生」

　ベアトリスだった。高らかに宣言し、机の上の水晶像を指し示す。

　見事な出で来き栄ばえだった。鬣たてがみまで作りこまれた、精緻な造形。前脚の蹄ひづめを天に掲げ、後ろ脚で躍り上がったその姿は、今にも動き出しそうな躍動感に満ちている。いななきまで聞こえてきそうだ。

「──凄すごいな」

「──さすがはリラダン侯の跡継ぎ」

　周囲の学生たちから、賛嘆の声が一斉に上がる。

「あれが錬金のリラダン家か。お見事です」

　アルトも思わずそう唸うなった。

　錬金術法と一言で言っても、その内容は多岐にわたる。その中の一つが、魔力を籠めた物品──魔道具の作製だ。

　魔力操作による彫刻は、たとえ術法を用いなくても熟達していて当然だろう。

「検分を、お願いしますの」

「どれどれ」

　エルラは水晶の馬を手に取り、ためつすがめつ見やった。

「ベアトリス・ド・リラダン、あなたにはもう少し困難な課題を与えるべきでしたね。問題なく合格です」

「お褒めにあずかり、光栄ですわ」

　周囲から賞賛の眼まな差ざしを集め、ベアトリスは微笑ほほえんだ。

　とは言え、彼女の成果は例外中の例外だった。半数ほどの学生は、馬を形作ることさえできずに呻しん吟ぎんしている。

　ベアトリスの従者であるエステルからして、ようやく完成に持ちこめた時には授業時間の半ば以上が過ぎていた。その出来具合を見て、ベアトリスは軽くため息をつく。

「相変わらず不器用なこと。これでは馬ではなくロバですわ。わたくしの従者なのですから、もう少し感性というものを磨きなさい」

「も、申し訳ありませんお嬢様。ですが、私の役目は──」

「騎士としてのあなたに不満はありませんわ。ですがわたくしの側そばに侍はべる以上、それで満足してもらっては困りますのよ。精進なさいな」

「……はい」

　程なくして、教壇に戻ったエルラが手を叩たたく。

「それまで」

「お、終わったあ」

　宣言と共に、ルネは机に突っ伏した。ギリギリで仕上がった水晶馬の像が、その弾みでひっくり返る。

　可もなく不可もなくといった塩あん梅ばいの、実に凡庸な出来だった。

「アルトは、どうなの──？」

　隣の席をのぞきこみ、ルネは目を丸くした。アルトの作った『馬』は、ボッテリとした円筒の胴体から棒のような脚が伸びた、何とも前衛的な代物だったのである。

「いくら何でも、これはどうかと思うの」

「脚が四本あるだけ、まだマシでしょう」

　そんな悲ひ喜き交こも々ごもの教室で、エルラは咳せき払ばらいした。

「失敗を恥じる必要はありません。今の自分に何ができ、何が足りないか、その取っかかりはつかめたでしょう。合格できなかった者は教本の一五頁ページから二一頁ページについてのレポートを提出なさい。それで代わりとします」

　そう言いながらエルラは、卓上に集められた馬の水晶像の出来を確かめていた。と、その目が細められる。

「一名、面白いことをしている者がいますね」

　そうポツリと、小声で言った。

「評価外の要素ですから点数にはなりません。技術的にも未熟そのもの。ですが、発想は中々ユニークです。大事になさい」




　一限目の授業が終わり、学生たちは次の教室に移動する。その中でベアトリスは、最後まで教室に残っていた。

「どうなさいました？」

「先ほどのエルラ先生の言葉が、気になりまして」

　エステルの疑問に答えながら、ベアトリスは教室の後ろに向かった。合格となった一三個の水晶像が、そこに並べられている。

　ベアトリスの目当ては、ルネの手による像だった。

「あの時の先生は、確かにこの像を見てましたの」

「勘違いではありませんか？　それほど大した出来には見えませんが」

　首を傾かしげるエステルを置いておき、ベアトリスは解析の術法を唱えた。水晶の馬を、外見のみではなく内部からも観察する。

「…………これは？」

　ふっくらした唇から漏れたのは、困惑の声だった。

　ルネの水晶馬は、体内まで作りこまれていたのだ。筋肉や骨格、内臓までが不気味なまでの精度で再現されている。

「エステル、あなたも見なさい」

「は、はあ──ええ？」

　主あるじに続いて水晶馬を解析したエステルも、驚いていた。

「これに、何の意味があるのでしょう？」

「分かりませんわ。今回の課題としては、まるで無意味ですし。生物に通じたロレーヌ家だからこその出来ですが」

　自分には無理だ。そうベアトリスは認める。造形の技術はともかく、馬の体内についてここまで正確な知識は持ち合わせていない。

　家門の方向性の違いであり、優劣の問題とは違う。頭ではそう分かっているのだ。分かってはいるのだが──

「お嬢様、そろそろ次の授業に間に合わなくなります」

「ええ、行きましょう。まったく、ロレーヌ家の跡継ぎは変なところで凝り性ですわね」

　最後に笑い飛ばそうとして、ベアトリスは失敗する。苛いら立だたしげに歪ゆがんだ唇から、痛烈な一言が漏れた。

「気味が悪いですの……」




　　　　　　　２




　帝立『魔道』学院とは言っても、魔道だけを教えているわけではない。特に一年生のうちは、一般教養の授業にも多くの時間を割いている。

　本日の午前中にアルトたちが受けた授業は、一限目の基礎魔道学の他は全て一般教養の科目だった。

　二限目は、文学。

「術法の記述において、理論と感性のどちらを優先すべきか。これは古来より答えの出ない難問だ。理想的には両者の高度な調和を目指すべきだが、僕はその範をブブリウスの叙事詩に求めるべきだと──」

　三限目は、天文学。

「天体の運行と地上の事象との間には、密接な相関関係があります。そのため星界の観測と、観測結果の解析には、正確さと慎重さが求められるのです。では例としまして、大陸暦一〇六六年三月二〇日はつかの天体配置図ホロスコープを──」

　四限目は、音楽。

「正確な発声は、術法の詠唱に欠かせない、です。すなわちリズム、メロディ、ハーモニーの三さん位み一いっ体たい。さらにもたらされる精神の調和こそが、人間の魂をより高い次元へと導き、宇宙の法則との合一を──」

　以上である。

「結局、ほとんど魔道の座学だったよね」

　校舎一階の食堂で昼食を摂とりながら、ルネは言った。献立は、本領南部風の麵料理。たっぷりのチーズソースを絡からめて食べると、素敵に美味うまい。

　向かいの席のアルトが、したり顔でうなずく。

「まあ、当然でしょう。音楽のオルシーニ先生は、何を言っているのかよく分かりませんでしたが」

「でもでも、歌も鍵盤もすごく上手だったよ。素敵だったなあ。私、感動しちゃった！」

「はあ」

　目を輝かせるルネに、アルトは気のない声で答えながら、残りの麵料理を片付けた。

「午後の授業は、体育からだったよね」

「この分だと、どんな授業が待っているやら。少々不安です」




「健全なる精神は！　健全なる肉体に宿る！」

　午後の五限目の体育授業。校門前の広場へと集められた五〇名ほどの一年生たちに、まず浴びせられた第一声がそれだった。

「僕が体育と野外演習を担当する、ウィリアム・ウォリックだ。気軽にウィル先生と呼んでくれて構わないよ」

　年の頃は二〇代後半、小柄だが均整の取れた体格の男性教師だった。純朴そうな顔立ちに、胡う散さん臭くさいほど爽やかな笑みを浮かべている。

　やたらと気安い物腰に、学生の多くは親しさより戸惑いを感じていた。

（ていうか何で私たち、この広場に集められたんだろう？　屋外競技場も体育館も、他にあるのに）

　内心でルネは首を傾げた。運動用の動きやすい短衣に着替えているため、丈の短い裾から、カモシカのようにすらりとした脚がのぞいている。

　ふと視線を感じて、ルネは振り向いた。同じく短衣姿のベアトリスが、こちらをにらんでいる。どうにも友好的な雰囲気ではない。

「あの、何か私に用でしょうか？」

「どうぞお気になさらないでくださいませ。あなたのことを、見定めようとしているだけですわ」

「…………え？」

　訳が分からずに、ルネは困ってしまう。

「今日はまず、長距離走でお前たちの体力がどの程度か見せてもらおうと思う。そのためにここまで来てもらったんだ」

　学院の周囲を巡る高い塀をポンポンと叩きながら、ウォリックは言った。

「この塀の内側に沿って、グルリと走ってきてもらう。学院一周でおよそ三マイル（約四・八㎞）、今日は張り切って二周いってみよう！」

　ウォリックの言葉に、悲鳴じみた声が上がった。

「わ、わたくしたちに、身一つで駆けずり回れと仰おっしゃいますの!?　まるで只人ただびとのようにみっともなく！」

「それは当然、体育の時間だからなあ。もちろん、先生も一緒に走るぞ。それと騎士志望の諸君たちも、魔力を使うなよ」

　ベアトリスは猛然と食ってかかるが、ウォリックにあっさりと流された。思わずカッとなり詰め寄りかけた主を、エステルが慌てて止める。

　そんなやり取りをよそに、アルトはゆっくりと足首を伸ばし始めた。

「ルネ様も体を温めた方がいいですよ」

「そうだね」

　ルネもそれに倣ならい、手脚の屈伸を始める。

「お、感心感心。準備運動は、それぞれでやっておくように。五分後に出発だ」




　そして五限目終了間ま際ぎわの、同じ校門広場──

「思ったより時間がかかったなあ」

　腕組みをしたウォリックがのんびりとそう言ったが、答える者はいない。『貴族組』の学生のほとんど、『従者組』や『平民組』でも半数近くが、青息吐息で煉れん瓦が敷きの地面にへたりこんでいる。

　貴族組でケロッとしているのは、ルネくらいのものだった。

「なぜ──あなたは──平気──ですの──？」

　ひっくり返ってエステルに介抱されていたベアトリスが、そんなルネを恨めしそうににらみつける。

　序盤からルネに張り合って競走していたため、早々に体力を使い果たしてズルズルと脱落し、見事に最下位の栄誉を勝ち取ったのである。ちなみにアルトと先頭争いを繰り広げていたエステルも、そんなベアトリスを介助するため後退していた。

「うーん。田舎暮らしが長かったから、かなあ」

　できるだけ角を立てないように、ルネは曖昧な表情と物言いで答える。

　その有り様に、ウォリックは笑っていた。

「はっはっは、情けないぞお前たち」

「こ、こんな野蛮な訓練に、何の意味がありますの!?　魔道とは、肉体や物質の束縛から解き放たれた、精神と霊質の次元にこそ存在するものですわ！」

「お、お嬢様、今は落ち着いて安静になさって」

　跳ね起きたベアトリスが抗議する。慌てるエステルのことも、意に介していない。

「それは違うぞ、リラダン。精神と肉体は不可分のものだ」

　真顔でウォリックは言った。

「肉体の働きが弱まれば、それに引きずられて精神の働きも弱まる。今のお前が、まともに術法を使えないようにな。結局のところ、精神を鍛えるためには、肉体を鍛えることが一番の早道なんだよ」

「──くっ」

　諭されたベアトリスは、悔しげに唇を嚙かむ。

「それにだな、先生はこうも思うのだ。自らの魔力で世界に干渉するのが魔道ならば、鍛錬で自分の肉体という一つの世界を完全に支配するということも、立派な魔道なのではないか──とね」

　大真面目にそう語ったウォリックだが、不意にポリポリと頭をかいた。

「ただなあ、今日はやりすぎた。次の授業からは、もっとお前たちに体を動かすことの楽しさを伝えられるよう、努力するよ。すまなかった」

　そう頭を下げた途端に、五限目終了の鐘が鳴る。

「さて、体育はここまでだ。続く六限目の野外演習も、僕が担当する。一休みしたら移動を始めるぞ。お前たちもベルン帝立魔道学院の〈庭園〉のこと、聞いたことくらいあるだろう？」

　どうにも人の悪そうな笑顔だった。




　一休みしたアルトたちは、ウォリックの先導で梟ヶ丘の裏手──北側へと向かって移動する。

　梟ヶ丘の南側はベルン市街の大通りに面しており、校舎や学生寮が建てられている。それとは対照的に、北側はほぼ手つかずの雑木林になっていた。

　見通しの利きかない木々の中、生い茂った下生えの草を踏み分けながら小道を辿たどる。とてもではないが、帝都の大城壁の内側の情景とは思えない。

「お前たち、このあたりは色々と結界が敷かれてるからな。慣れない一年だけだと、道に迷うどころか遭難しかねないから、気をつけろよ」

「……物騒な学校だな」

　そうアルトが顔をしかめた時、不意に視界が開けた。

　木々が切り払われてちょっとした広場になっており、その真ん中に高さ一〇フィート（約三ｍ）ほどの門が建っている──門だけが。

　外壁等の一部ではなく、独立したアーチ状のオブジェクトである。古代の凱がい旋せん門もんのミニチュアに見えた。

「この先が〈庭園〉だ。向こうの様子は……落ち着いてるな。よし、行くぞ」

　門の円柱に触れて、ウォリックはそう言った。そのまま大股で門を潜くぐる。

「行きましょう」

「うん」

　ルネの手を取り、アルトもその後に続く。門を潜った瞬間、急に目まいを覚え──

「──これは」

「すごい」

　世界が一変していた。

　梟ヶ丘の雑木林にいたはずなのに、今のアルトたちはどこまでも広がる緑の草原に立っていた。緩やかな風が吹き抜け、足下の草を揺らしている。

　振り返ると先ほどと全く同じ門が草原に建っており、その中からぞろぞろと学生たちが出てきた。

「ここが〈庭園〉。大陸でも最大級の異界だ。そこ、異界とは何かな!?」

「え!?　えーっと──」

　急に指名されたルネが、驚きながらも答えた。

「世界各地に点在し、重なり合うように存在する、もう一つの小世界です。その規模は大小様々ですが、一般的に土地も大気も高濃度の魔力を帯びており、現実世界では姿を消した幻獣や魔獣等が存在します。一説には、地上に取り残された神かみ代よの残ざん滓しとも言われており──」

「そこまでで結構。これ以上は先生の仕事がなくなってしまう」

　少しばかりおどけた調子で、ウォリックはルネの言葉を遮った。

「この梟ヶ丘に異界が発見されたのは、今から一〇〇〇年以上の昔のことだ。確か大陸暦四七六年だったかな？　七丘の一帯は当時、農村の疎まばらに点在する辺へん鄙ぴな土地だったらしい。それでも異界から溢あふれ出た魔獣に襲われ、あるいは異界そのものに吞のまれ、多くの人命が失われたという」

　ウォリックの言葉に、学生たちはうそ寒そうな表情で周囲を見回す。

（一見はのどかな別世界だが、油断禁物ということか）

　アルトも傍かたわらのルネを意識しつつ、気を引き締め直した。

「近隣の諸侯たちの手により、異界の拡大は食い止められ、厳重な封印が施された。その後は梟ヶ丘に派遣された魔道士たちによって、異界の監視・探索および研究が続けられていく。そのための施設が、この学院だ」

　押し黙った学生たちに向け、ウォリックは歴史を語る。

「一方で異界の探索は、この地に大きな富をもたらすことになる。魔獣に幻獣、植物、鉱物にいたるまで、貴重な魔道の資源や素材の宝庫だからね。それらを扱う商人が住み着いて、物売りが訪れるようになり、集落は広がり、街になり、いつしか『七つの丘の都』ベルンが築かれた。そしてベルンを拠点とする、英雄皇帝ディートリヒ１世陛下による帝国建国の偉業が──すまない、脱線した」

　はっと我に返ったウォリックが、学生たちに謝る。その一人が、挙手をして質問した。

「つまるところ、この〈庭園〉から魔道学院も、ベルンの街も、帝国そのものも生まれたということですか」

「そういうことだ。そして発見から一〇〇〇年が経過した今でも、〈庭園〉の探索は終わっていない。ここは複層構造の異界でね、異界の中に別の異界への入り口があり、その奥にまた別の異界が、という形で連なってるんだ。この第一層の探索はほぼ終わっているから、おおよそ危険はない」

　そうは言われても、一年生のほとんどは緊張を隠せなかったが。

「君たちにはこれから野外演習として、〈庭園〉第一層で探索の真ま似ね事ごとをしてもらうわけだが──来たか」

　またもや門の中から、学生の一団が現れる。数は五人、全員が四年生だった。

「テレジア姉様？」

　その中に従姉いとこの姿を見つけ、ルネは少し驚く。

「先生だけでは手が回らないからな。この先輩方が、お前たちの指導に当たる。皆、四年生の中でも優秀な学生だぞ。学年首席のクラナッハと、次席のトレヴィザンが揃そろっているしな」

「はーい、四年生首席のテレジア・フォン・クラナッハです。昨日の入学式で司会をしてたけど、覚えているかな後輩くんたち」

　ニコニコ笑いながら手を振っているテレジアが、ルネたちにウインクする。困ったように笑いながら、ルネも手を振り返した。

「一年は一〇人で班をつくり、それぞれの班に四年が一人ずつ付く。クジを作ってあるから、主従まとまって引きに来い。平民組は──」

　速やかにクジ引きが始まった。ルネが引いたクジには、流りゅう暢ちょうな筆跡で『Ｂ』と書いてあった。

「Ｂ班ですか。他には──」

「──あなた方ですの」

「よろしくお願いします」

　同じ『Ｂ』のクジを手に、ベアトリスが顔をしかめていた。傍らのエステルは、丁寧に一礼している。

「わたくしたちの足を、引っ張らないでくださいましね」

「…………努力します」

　露骨な隔意、あるいは悪意を見せるベアトリスに頭を下げるのは、それこそちょっとした努力が必要だった。

　続いて四年生が、班分けのクジを引く。と、真っ先にクジを引いたテレジアが、ウォリックに食ってかかった。

「ちょっと先生、私のクジが『Ｂ』じゃないんですけど!?」

「いやいや、クジの結果にお前は何を言って──おいクラナッハ、お前ひょっとしてクジに何か仕込んだのか？」

「さ、さあ、何のことやら」

　あっという間に言葉尻を捉えられて、テレジアはしどろもどろになる。

「僕の目を見て言って──まあいい、お前はクジ通りにＤ班担当だ」

「そこを何とか──」

　従姉の醜態を見て、ルネは無言で顔を引きつらせる。

「何をやっておりますの？」

「どうにも分かりかねます」

　事情を知らないベアトリスとエステルたちは、少しばかり困惑しているようだ。

「Ｂ班ってえのは、ここか」

　そこに現れたのは、長身瘦そう軀くの男子学生だった。どこか爬は虫ちゅう類るいを思い出させる目で、アルトたちを見下ろしている。

　血色の悪い骨張った顔だちに、アルトは見覚えがあった。昨日の入学式で、負傷したアルトを真っ先に庇かばってくれた四年生である。

「オメエ、昨日の餓鬼か」

　どうやら向こうも、アルトを思い出したらしい。

「アルトゥール・レーモンです。昨日の助力に感謝します、先輩。よろしければ、名前をうかがいたいのですが？」

「ランベルト・トレヴィザンってモンだ。右腕はくっついてるみてえだな」

　そう名乗られて、アルトは驚きつつも納得する。先ほどウォリックの言っていた、四年生次席の名前だったのだ。

　昨日の実力も、それなら納得できる。

「トレヴィザン……聞かない家名ですわね？」

「家名も何も、オレは平民だ。そんなご大層なもの、持っちゃいねえよ」

　ベアトリスの不用意なつぶやきに、ランベルトは嚙みついた。

「それともナニか、お偉い大だい命めい十じっ家けのお嬢様としちゃあ、平民の野の良ら犬いぬが次席に上り詰めるのはありえねえってか？」

「そ、そういうつもりでは──」

　ランベルトに圧迫されたベアトリスが、エステルの陰に隠れる。

「よし、班は出そろったようだな」

　そこでウォリックが、両手をパンパンと打ち鳴らした。

「一年にとって、今回の演習は触りだ。〈庭園〉がどんなものか、雰囲気をつかめればそれでいい。四年はそのつもりで、後輩の面倒を見てやれ。事前に通告したとおり、用意はしてあるだろう？」

「はい」

「分かりました」

　そう答える学生の中で、ランベルトも面白くなさそうに小さく頭を下げる。

「ういっす──オラ、チンタラしてねえでとっとと行くぞ、餓鬼ども」

「ま、待ってください先輩」

　いきなり早足で歩き出したランベルトを追い。アルトたちも慌てて後に続いた。

「な、何かとんでもない人が来たね、アルト」

「まったくもって同感です」




　どこまでも広がる〈庭園〉の草原を、Ｂ班は黙々と歩いていた。

　先導するランベルトは、班の目的地や道程について何一つ説明せず、ひたすら先を急いでいた。何やら大包みの荷物を背負っているのだが、それを感じさせない達者な足取りである。

　アルトやルネたち一〇人の一年生たちは、その後をおっかなびっくりと追うことしかできない。

　アルトは背後を振り返って、他の班の様子を確かめる。ほとんどの班が、門の周囲で行動していた。土を掘って地質を確かめている班や、〈庭園〉の植物を採集している班など、活動内容は様々だ。

　少なくとも、Ｂ班ほど門を離れて遠出している班は他にない。

「ここが〈庭園〉かあ」

　アルトの半歩後ろを進むルネが、小声でつぶやいた。

　相変わらず一面の草原が続いているのだが、門を離れてから草の丈がどんどん伸びている。今はもう、アルトの腰の高さを超えていた。道らしき道はなく、草をかき分けながら進むことになるため、歩きづらい。

　田舎育ちの長かったアルトとルネはともかく、他の一年生はかなり疲れてるようだ。平気そうなのは、他にエステルくらいだろうか？

　彼女の主あるじであるベアトリスなど、もう息が上がりかけている。傍はたから見ても、相当に辛つらそうだ。

「アルト」

「分かってます」

　ルネの言いたいことを察して、アルトはうなずいた。小休止を提案するため、草をかき分けながらランベルトの下に急ぐ。

「先輩──」

「全員、停止だ。その場にうずくまれ」

　それに先んじて、ランベルトが低い声で言った。一年生のほとんどが、立ち止まるなりその場にへたりこむ。

「ここが、目的地ですか？」

「いいから黙ってろ」

　アルトの問いに、ランベルトは押し殺した声でそう言った。無言でうなずいたアルトは、ざっと周囲を見回す。

　この付近から、植生にも地形にも変化が生じていた。草原のそこかしこから灌かん木ぼくが生えており、前方には小高い岩山が見える。

「集まれ。屈かがんだままで、静かにな。草の丈より上に頭を出すなよ」

　ランベルトの指示で一年生たちは集まった。

　頭ごなしの態度に、表だって文句をつける者はいない。声色のはらんだ緊張に、気づいたのだ。

「あれだ、あの岩山の真ん中から右寄り、見えるか？」

　ランベルトが指さした方向に、アルトは目を凝らす。岩山の中腹に、何かがうずくまっているのが見えた。

　灰色の岩肌に溶け込んでおり、この距離ではまだ影の詳細は判然としない。

「遠とお見みなり視覚強化なり、好きな術法を使いな」

　その指示に従って、視覚強化の術法を簡易発動する。急速に視野が広がり、視覚が明瞭になる。

　ほぼ同時に、うずくまっていた影が身を起こし、その姿がはっきりと見て取れるようになった。強きょう靱じんな四肢、大きな翼、鋭利なクチバシ──

「あれは、鷲獅子グリフォン」

　傍かたわらのルネが息を吞のんだ。

　読んで字のごとく、鷲わしの前半身と獅し子しの後半身を併せ持つ魔獣である。

「本来なら〈庭園〉でももっと深い層がねぐらなんだがな。なぜか今朝になって一頭だけ、一層に迷い出てきやがったのを、オレが見つけた。どうせ〈庭園〉を味わうなら、これぐらいは見ておいた方がいいだろうと思ってな」

「見てそれで終わり、というわけではないですよね？」

「分かってるじゃねえか」

　ランベルトは肉付きの薄い顔に、ニタリと笑いを浮かべる。相当に不穏で、かつ酷薄な表情だった。

　どんな無理難題を出されるのか──そう緊張するアルトたちの前で、ランベルトは背負っていた大荷物を下ろし、包みをほどく。その中から出てきたのは、束ねられた小さな画板だった。

「これは？」

「見りゃ分かるだろ、画板だよ。今からお前らは、あの鷲獅子グリフォンをスケッチしろ。そいつが、オレからの課題だ」

「何でまた？」

「ああん？　こういう野外のフィールドワークじゃ、必須の技能だからに決まってるだろうが。いいからとっとと画板を配って、とっとと描き始めろ」

　思っていた以上に真っ当な理由だった。なんとなく釈然としないものを感じながらも、アルトは指示通りに画板を配布する。

「それと、念写の術法は禁止な。魔道は使わず、自分の手を動かせ」

「お、お待ちください！」

　ランベルトが付け加えた一言に、ベアトリスは声を張り上げた。

「先ほどの体育もそうですが、なぜ授業で魔力も術法も使わせていただけませんの!?　ここはそもそも、魔道学院──」

「うるせえ。鷲獅子グリフォンに気づかれるだろうが。ヤツの餌になりたきゃ、一人で勝手にくたばりな」

「────」

　ベアトリスの抗議を、ランベルトは一にらみで黙らせた。彼女に賛同しかけた、他の一年生たちも同様に。

「だいたい、そうやって何でもかんでも魔道でやってたら、あっという間に魔力が底をつくだろうが。これはな、そうならないための訓練なんだよ」

　心底から面倒そうにランベルトが説明する間、アルトはそそくさと一年生に画板を配って回る。

「──顕あらわれよ──隠せ、覆え、隔てよ」

　次いで自らの魔道書を呼び出したランベルトが、地面に右手を突いて隠蔽の術法を三重に唱えた。右手を起点に光の線が地面を走り、周囲に円を描く。

「この中に収まってる分には、鷲獅子グリフォンに見つかりはしねえ。安心して励みな」




　自分から自慢することはほとんどないが、ルネはこの手の絵描きがかなり得意だった。

　元々、生命を探究してきたロレーヌ家の魔道には博物学的な要素も含まれており、その一環として父のロタールから手て解ほどきを受けたのである。

『いいかいルネ、確かに念写の術法を用いれば、山野の生き物の姿を簡単に写し取れる。だが事前にどれほど用意を整えたとしても、野外ではどのようなハプニングが起こるか分からない。そしてそんな突発事に備えるための魔力は、常に有限だ』

『優れた魔道士ほど、魔道で可能な物事を、魔道に頼らずこなす手段を心得ているものだ。よく覚えておきなさい。鉛筆と紙によるスケッチも、そのためのものなのだよ。必ず身につけておくように』

（懐なつかしいな）

　先ほどのランベルトの言葉が、亡なき父のそれと重なり合う。回想に口元をほころばせながら、ルネは画用紙に鉛筆を走らせた。

　幸いにも鷲獅子グリフォンは再びうずくまったまま、それきり動き出す気配はない。ルネはその姿を正確に、かつ素早く、画用紙の上に写し取っていく。

「よし、と」

　画用紙を眺め、ルネはうなずいた。かなりの速写だったが、まずまずの出来である。

「アルトはどう？」

「俺は──もう少しで──仕上がり」

　言葉とは裏腹に、アルトは悪戦苦闘している。その画用紙をのぞきこみ、思わずルネは吹き出しかけた。

　アルトの描いた鷲獅子グリフォンらしき物体は、四本脚の肥ふとった鶏としか言いようのない、珍妙な生き物だったのである。

「アルトったら。あなたも私と一緒に、父様からお絵描きを習ったでしょう？　なのになんで、こうなるのかなあ？」

「役目が違いますから。俺はあくまでルネ様の従者であり騎士です。魔道については、それに必要なものを身につけていればいいのです」

　そうアルトは反論するが、いかにも言い訳がましくて、よりいっそうルネの笑いを誘ってしまう。

「そもそもスケッチは魔道じゃないでしょう」

　口元を押さえながら、ルネは周囲を見回した。他の学生たちも、慣れないスケッチに悪戦苦闘している。

「あれは……」

　ひどく険しい顔をしたベアトリスに、ルネは漠然とした不安を覚えた。




　実際のところ、ベアトリスは焦あせっていた。

「ああ、もう──」

　画板から引きむしった画用紙を、丸めて放り捨てる。従者のエステルが、慌てて拾い上げた。

「お嬢様……」

「なぜ、こんなことを」

　苛いら立だたしげにベアトリスはつぶやいた。

　ベアトリスの生まれたリラダン侯爵家は、錬金術法の名門だ。製作する魔道具は単に機能や性能のみではなく、芸術性でも高く評価されている。

　その本家に生まれたベアトリスは幼い頃より、魔道のみならず様々な分野の芸術を学びながら育ってきた。絵画に彫刻、それらのバックボーンとなる詩文や音楽まで。その全てに対して、ベアトリスは遺憾なく優れた才能を発揮してきた。魔道学院への入学に先立って、父から跡継ぎに定められたのはそのためだ。

　とはいえ彼女の修めた芸術の技法というものは、あくまで魔道を前提にしたものだった。例えば一限目の基礎魔道学の授業で、魔力操作によって水晶の馬の像を見事に仕上げたように。

　要するに、魔道を用いないスケッチというのは、ベアトリスにとって全くの畑違いなのである。

「何の意味がありますの？」

　恨めしげな目で、ベアトリスはランベルトをにらむ。

　もし魔道を用いてよいのなら、ベアトリスはたちどころに念写の術法で鷲獅子グリフォンの姿を正確に写し取っていただろう。あるいはリラダン家秘伝の画布カンバスを用いて、感性の赴くまま描き出すか。

　しかし今のベアトリスが用いることを許されているのは、鉛筆に紙という下等な道具だけだ。彼女の指先は意のままに動いてくれず、鷲獅子グリフォンとは似ても似つかない前衛的で奇怪な姿しか描けないでいる。そのたびに画板から画用紙を引きむしり、残っているのは後一枚きり。

　絵画でこのような目に遭うのは初めてだった。屈辱の思いが、リラダン家継けい嗣しのプライドを苛さいなむ。

　軽やかな笑い声が聞こえたのは、その時だった。

「ルネ・ド・ロレーヌ……」

　笑い声の主を、ベアトリスはじろりとにらむ。

　またあの、奇妙な女だった。馬の水晶像で体内の細部まで再現するという、意味不明なこだわり。体育の授業での、魔道士離れした体力。今もまた、一足早くスケッチを仕上げたのだろう。

（一体そんなものに、何の意味があるのかしら。馬鹿馬鹿しいですわ。只人ただびとの平民ですらこなせる下げ賤せんな技術に通じているなど、魔道士たる貴族としてはかえって恥ですのに）

　──そう鼻で笑おうとして、ベアトリスは失敗した。

　あの笑いさえ腹立たしい。そんなに他人の悩む姿が面白いのか？　没落したとはいえ、それでも公爵家の姫なのか。

　完全な被害妄想と偏見なのだが、ベアトリスにはそう思えた。

　そう思ってしまった。

「場所を変えます。ここからでは良い構図が取れませんわ」

　言い訳がましくエステルにそう言いながら、ベアトリスは立ち上がった。

「お、お待ちください」

　慌てて荷物をまとめるエステルを捨て置いて、ベアトリスは足早に動き出す。構図云うん々ぬんというよりも、気分を変えるのが目的だった。

　だが、それだけでは済まなかった。

　ギョロリ──

　不意に首を巡らす鷲獅子グリフォン、その無機質な目がベアトリスを捉えた。

　自分が不用意に動いたことで、隠蔽の術法の範囲外に出てしまい。鷲獅子グリフォンに捕捉されてしまった。ようやく、そのことに思い至る。

　だが、もう遅い。

　甲高い鳴き声を上げた鷲獅子グリフォンが、岩山から飛び立った。一直線にベアトリスを狙い突貫する。瞬時に埋まる距離。圧倒的な攻撃性と機動力。

　ようやく周囲も異変に気づく。

「ば、馬鹿野郎！」

「お嬢様!!」

　ランベルトが怒声を張り上げた。立ち上がったエステルが決死の形相でベアトリスの下に急ぐが、間に合わない。迫る鷲獅子グリフォンの爪とくちばし──

「危ない」

「──砕け、見えざる拳」

　二つの物事が、一度に起きた。

　ベアトリスの小柄な体が、不意に押し倒された。誰かの体が自分を庇かばい、覆い被かぶさる。翻ひるがえる亜麻色の髪。エステルではない。

　そしてその目の前で、不意に鷲獅子グリフォンが地面に叩たたき落とされる。上空から振り下ろされた目に見えない何かに、直撃されたのだ。

「風の拳……」

　四元素系統の攻性術法だ。墜落した鷲獅子グリフォンの頭部は完全に粉砕されており、四肢と翼がピクピク痙けい攣れんしている。

　放ったランベルトは、苛立たしそうに唾を吐き捨てている。さすが四年生次席に相応ふさわしい、反応と威力だった。

　そして一方、ベアトリスを庇ったのは──

「大丈夫、ですか？」

「ルネ・ド・ロレーヌ──」

　状況を理解した途端、ベアトリスの顔は真っ赤に染まる。よりによって、あの女に庇われたのだ。

「お、おどきなさい！」

「きゃっ!?」

　思いっきり、ルネを突き飛ばす。そのまま身を起こして、尻餅をついたルネを見下ろした。

「よ、余計な真ま似ねを！　あの程度の鷲獅子グリフォン、わたくしの術法でどうにでもあしらえましたのに。あなたが邪魔をしたおかげで！」

　自分でも無茶な言いがかりだと、頭のどこかでは分かっている。だがそれでも、ベアトリスは止まらない。

　過剰にルネを意識するあまり、注意力を欠いて犯してしまった失態──それを当のルネ自身に庇われたという事実を、侮辱と受け取ってしまった。

「そ、そんなつもり、私には──」
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　たどたどしく弁明するルネだが、そんな姿さえ苛立たしい。

「あなた、わたくしを馬鹿にしているのではなくて？　許せませんわ」

　まなじりを吊つり上げ、ルネをにらみつける。

「お嬢様、落ち着いてくださいませ」

「ルネ様、ご無事ですか？　リラダン様も、何とぞ穏便に」

　互いの従者が間に入り、何とか取りなそうとする。だが、もう遅かった。

「おどきなさい！」

　エステルの制止をベアトリスは振り切った。アルトに助け起こされたルネの頰を張ろうと、右手を大きく振りかぶり──

「──失敬」

　理不尽な打擲ちょうちゃくは、寸前で防がれた。勢いよく振るわれたベアトリスの手首を、アルトが右手でつかみ止めたのである。

「は、離しなさい！　この──無礼者!!」

「無礼者？　それは一体、どちらのことですか？」

　危うく、ルネを傷つけられるところだった──その怒りが、アルトの右手に余計な力を加えてしまった。細く華きゃ奢しゃなベアトリスの手首を、強く締め上げてしまう。

「あ──痛っ」

「お嬢様！　──貴様、その手を離せ!!」

　ベアトリスの悲鳴に、今度はエステルが血相を変えた。腰の短剣に手を伸ばす。

　事の次第や是非はともかく、主あるじが害されているのを見過ごすわけにはいかない。騎士として従者として、当然のことだ。

「アルト、駄目！」

　ルネの声で我に返ったアルトが、ベアトリスの手首を離す。だが、もう遅い。赤く腫れた手首を押さえ、ベアトリスはエステルの背後に下がる。

　一触即発の空気に、周囲の一年生は凍り付いた。

「はは、これはこれは。まさか授業初日から、ロレーヌ家とリラダン家──大命十家の御令嬢様同士が、バチバチやり合うたあ思わなかったぜえ」

　張り詰めた緊張の中、今の今まで状況を放置していたランベルトが、気安い調子でつぶやく。

「こうなったらもう、とことんやるしかないんじゃねえの？」

「あの──とことんって……一体、何をどうしろと？」

　恐る恐る尋ねるルネに、ランベルトはニタリと笑うと、部外者丸出しの無責任な一言で答えた。

「そりゃもちろん、決闘に決まってるだろうがよ」

「え？」

　思いがけない言葉に、ルネは目を瞬しばたたかせた。対するベアトリスは、愛らしい顔に獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「ええ、そうですわね。良い機会ですわ。ここできっちりと、白黒つけてしまいましょう──ルネ・ド・ロレーヌ!!」

「は、はい!?」

「わたくしベアトリス・ド・リラダンは、貴女あなたにこの場で決闘を申し込みますの!!　よもや、逃げることはありませんわよね？」

「え、ええええっ!?」

　堂々たる宣言に、ルネは悲鳴を上げることしかできなかった。
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　ベルン帝立魔道学院では、学生同士の決闘がほぼ公認されている。

『貴族の出身者が多いため、その伝統に倣ならった』

『無秩序な喧けん嘩かや乱闘騒ぎが横行するよりは、ルールある決闘の枠に押し込んだ方がまだマシ』

『一種の腕試しとしての効果を期待されている』

　──などといった、様々な理由によるものだ。いずれにせよ魔道学院の長い歴史の中、決闘は数え切れないほど繰り返され、悲ひ喜き交こも々ごもの伝説や逸話を生んでいた。

「だからと言って、入学早々の授業初日にやらかす人がいますか!!」

「……仰おっしゃるとおりです、姉様」

　事情を知ったテレジアに叱りつけられて、ルネはしゅんと小さくなる。

　すでに六限目──本日最後の授業は終わり、ルネたちは〈庭園〉から学院の野外競技場に移動していた。

　梟ヶ丘の中腹に建つ競技場は、本校舎と同じく古典様式に則のっとった円形の建造物で、決闘の舞台としてよく用いられている。場内にはベルン帝国初代皇帝ディートリヒ１世の巨大な騎馬像が飾られており、学生たちを見下ろしていた。

「さっそく決闘騒ぎか」

「今年の一年は活いきがいいな」

　決闘を聞きつけた放課後の学生が、続々と競技場に押しかけてきている。

「アルトくん、何とかならなかったの？　君ならいつだって、ルネちゃんのこと守ってくれると思ってたのに」

「俺も、そのつもりだったのですが……」

　テレジアに詰め寄られ、アルトは気まずそうに目を逸そらした。

「向こうの言いがかりが酷ひどすぎます。こちらから頭を下げたら、かえって不名誉になってしまう。これ以上、ロレーヌ家の名を貶おとしめることはできません」

「そうよねえ……そうなのよねえ」

　アルトの返答に同意して、テレジアは深々とため息をつく。およそ一分後、立ち直って咳せき払ばらい。

「仕方ありません。ではせめて、私が立会人としてこの決闘を裁定します」

「おいおい、一方の身内が立会人とかありえねえだろうが」

　ニヤニヤ笑いながら茶々を入れたのは、ランベルトだった。正論である。中立の立場で決闘の裁定を行うのが、立会人の役目なのだから。

「乗りかかった船って奴やつだ、オレが仕切ってやるよ」

「はあっ!?　冗談じゃないわ、あんたみたいな凶状持ちに、決闘の立会人を任せられるわけないでしょう！」

「ヒデえ言い草だな。オレはただ、売られたケンカを買っただけだぜえ？」

「自分から挑発して手を出させてきただけでしょうが！　挙げ句、何人を医療棟送りにしたと思ってるの！」

　声を張り上げるテレジアと、薄笑いで受け流すランベルト。四年生首席と次席の不毛な応酬に、もう一方の当事者──ベアトリスが小さくあくびをした。

　すでに手首の腫れは治癒術法で癒やしており、いつもの驕きょう慢まんな態度を取り戻している。

「いつまで茶番を見せられますの？　別にわたくしたち、どなたが立会人でも構いませんわよ。そうでしょう、エステル」

「無論です」

　従者のエステルも、生真面目にうなずく。

「むむむむ」

　こう言われては、逆にテレジアも我を通すわけにはいかない。彼女にも、学年首席としての立場があるのだ。

「決まりだな。これで構いませんね、ウォリックのセンセイ」

「ああ」

　今まで無言で成り行きを見ていたウォリックが、渋面でうなずく。

　魔道学院では伝統的に、学生の自治を重んじている。学生同士の決定でも、その裁定は学生の立会人に委ねられていた。

「最後に聞くが、止やめる気はないのか？　無用な危険から引き返すのも勇気だ。決して不名誉なことではないんだぞ」

　ウォリックの最後の説得にも、四人は誰もうなずかなかった。最後まで迷っていたルネでさえ、結局は首を横に振る。

「分かった。後は任せるぞトレヴィザン」

　連れだったウォリックとテレジアが、観衆の列まで下がる。

「じゃあ、始めるぞ。形式は二対二、魔道士と騎士の伝統だな」

　その言葉にアルトとエステル、つまり互いの従者同士が前に出た。主であるルネとベアトリスは後ろに下がる。

　ベルン帝国では、主人たる魔道士と従者たる騎士の二人一組が、戦闘における最小かつ基本の単位とされている。

「用いる術法と武装に制限なし、何でもありだ。勝敗は片方の降伏、もしくは戦闘不能で決める。互いにお偉い大命十家様同士、貴族の誇りやら名誉やらを賭けて、せいぜい堂々とやり合いな」

　ランベルトの告げたルールに、観衆からどよめきが上がる。

　決闘とは言っても、本当に命のやり取りまで至るのは極々まれなことである。普通は非殺傷の術法や刃引きの武器を用いて戦い、最初にどちらが相手の一撃を受けたかで勝敗を決めるものなのだ。

「ちょっとランベルト、一年同士なのよ！　何を考えてるの!?」

「こういうのはな、とことんまでやり合った方が遺恨は残らないんだよ。おっとセンセイも、今さら野暮は言いっこなしですぜ」

　テレジアの抗議とウォリックの介入を、ランベルトはまとめて却下する。と、蛇のように細い目が剣けん吞のんな光を放った。

「言っておくが、ついうっかり相手を殺やっちまうような間抜けは、オレがブッ殺してやるからな」

　言ってることが無茶苦茶である。

「で、今さらだがオメエら得物は持ってるのか？」

　その確認に、アルトは腰の短剣を確かめた。

「これだけじゃ心こころ許もとないんで、剣を一振り貸して欲しいです」

「あいよ──来い来い」

　そう唱えた途端、ランベルトの右手にどこからともなく一振りの剣が現れた。物体引き寄せの術法だ。

　その剣をアルトへと、無造作に投げ渡す。

「数かず打うちのなまくらだ。折ろうが潰そうが好きに使いな」

「お借りします」

　鞘さやを払う。白はく刃じんがギラリと光り、鋼の重さがズシリと手にかかった。

　具合を確かめるため、軽く素振りをする。ランベルトの言葉と裏腹に、中々の業わざ物ものだった。刃やいばへの魔力の伝達具合も悪くない。

「私はこれで」

　エステルは、腰に差していた銀の短剣を抜いた。構えるのと同時にその刃が伸び、細身の長剣へと姿を変える。

（錬金のリラダン家謹製の魔道具か。厄介だな）

　エステルの構えにも隙はない。長剣の切っ先は、ピタリとアルトの左胸へと据えられていた。

「──顕あらわれ、出いでよ」

「──顕われよ」

　ルネとベアトリスも、それぞれの魔道書を手に取った。初代皇帝の像の眼前で、四人の魔道士と騎士が対たい峙じする。

「じゃあ、いくぞ餓鬼ども。おっ始めな！」

　ランベルトの伝法な声と共に、決闘が始まった。




　真っ先に地を蹴って動き出したのは、アルトだった。

　先手必勝。

　一歩目で全身に魔力を回し、グンと伸びた二歩目は既にエステルを間合いに捉えていた。両手で構えた長剣を、大上段から振り下ろす。

　小細工抜きの真っ向勝負。唸うなる白刃は、だが空を切る。半身に構えたエステルが、半歩の足あし捌さばきで身を反らしたのだ。反撃に繰り出された片手突きを、アルトは引き戻した長剣で受け止める。

　刃と刃がぶつかり合い、澄んだ音が響いた──一合。

（こいつ、やるな）

　僅かな攻防で、アルトはエステルの力量を感じ取っていた。

　正確な見切り、巧みな足捌き、鋭い刺突。基礎からみっちりと隙なく修練を積み上げてきた、王道の剣である。全身に巡らせた魔力も、申し分ない。

　リラダン家が、跡継ぎを守る騎士として選んだだけのことはあった。

　二合、三合と、二人の騎士は激しく打ち合った。アルトの突きがエステルの左脇を掠かすめ、エステルの斬撃にアルトの髪の一房が切り飛ばされる。

　一進一退の攻防──と思いきや、エステルが大きく後方に飛び退しさった。アルトの圧力に押し負けたのか？　何にせよ、好機だ。

　一気に追いすがったアルトの背筋を、悪お寒かんが走る。同時にエステルの手の中で、剣が変形した。刃が短く縮小し、代わりに柄つかが長く長く伸びていく。

「槍やりだと!?」

　短剣から長剣への変化同様、槍への変化もほぼ一瞬だった。急激な間合いの変化に、アルトは対応できない。跳ね上がった槍の石突きを防ぎきれず、腹に強烈な一撃を食らってしまう。

　したたかに鳩尾みぞおちを抉えぐられ、呼吸が止まった。

「ハッ！」

　鋭い声を上げ、エステルが一気に攻勢に出る。彼我の空間を瞬時に埋める、雷光のような刺突。辛かろうじてアルトは撥はね除のけた。だが、それだけでは止まらない。次々と繰り出される槍の穂先に、アルトは防戦一方に追いこまれてしまう。

　これはたまらない。何とか槍をかいくぐって剣の間合いに持ちこみたいところだが、エステルの堅実な攻めにはつけいる隙がなかった。今度はアルトの方が飛び退る。距離を置いて仕切り直さねば。

「浅はかですよ」

　つぶやくエステルの槍が、三度の変化を遂げた。穂先が消失し、柄が弧状に湾曲、さらにその両端から伸びた糸が、一つに繫つながる。

「今度は弓か！」

　矢をつがえぬまま、エステルは弦つるを引き絞った。弦を引く右手と弓を握る左手を繫ぐように、光の矢が生じる。射出。放たれた光の矢が、アルトに迫った。

　アルトは地面に倒れ込んで、辛うじて回避する。頰を掠めた光の矢が、僅かに肌を焼いた。そのまま喘あえぐアルトを、エステルは残心の姿勢で見下ろす。

「この剣の銘は〈三位一体アタナシオス〉。我が主あるじ、ベアトリス・ド・リラダンの手による逸品です。これを手にしている限り、私に死角はありません」

「…………剣じゃないだろそれ──いや、剣でもあるのか」

　アルトのツッコミも、負け惜しみじみている。その攻防に、ベアトリスは華麗な高笑いを上げた。

「あはははははは──よくてよエステル。あなた、やはり最高トレビアンですわ」




　劣勢なのは、アルトだけではなかった。

「アルト！」

「あらあら、あなたの相手はわたくしでしてよ──沸き立て、鋼よ」

　歌うような声でベアトリスは術法を唱えつつ、軽く右足で地面を踏みつける。途端に足下の地面が鈍い金属の光沢を放ち始め、一気に伸長した。名状しがたい音を立てて鋼鉄と化した地面が波打ち、一直線にルネへと迫る。

　錬金術法による物体の変質と操作だが、その見事な手並みに感心している暇はない。ルネも自ら魔道書を手繰り、術法を用意した。

「──縛れ、縛れ、鋼の腕かいな」

「──消えよ、去れ」

　ベアトリスとルネの術法が、ほぼ同時に響く。

　鋼の地面からいくつもの鎖が伸びてルネを狙う──と思いきや、あっという間に各所で断裂してしまい、地面に戻る。

　ルネの抗魔術法だった。自らの魔力で他者の術法に干渉し打ち消すという術法で、ベアトリス再度の錬金に割り込んで無効化したのだ。

「あら、少しはやりますのね。では、これならいかがします？」

　しかし、ベアトリスは焦あせらず、しなやかな指をパチリと鳴らした。と、ルネの背後の地面から、突如として一本の鎖が伸びる。

　先ほど派手に使ってみせた地面の鋼化変成は、あくまで見せ球であり牽けん制せい。その隙に本命の鎖を、地中に伸ばしていたのである。

「きゃあっ!?」

　死角からの不意討ちに、ルネは反応できなかった。唸りを上げる鎖がルネの右手首に絡からみついて、固く縛り上げる。そのまま強い力で引きずられ、抵抗する間もなく地面に引き倒され──

「ルネ様！」

　──寸前、主の危機にアルトが駆けつけた。長剣が一いっ閃せんし、鎖の拘束を断ち切る。

「あ、ありがとう」

「お褒めにあずかり恐悦至極！」

　そのままアルトは軽々とルネを抱きかかえた。ほぼ同時に、エステルの光こう矢しが次々と撃ち込まれる。アルトはルネを抱えたまま、地面をジグザグに走って光矢を回避。数発がかすめるものの、何とか皇帝の騎馬像の陰に転がり込んだ。

　銅像のサイズは、高さ三〇フィート（約九ｍ）を超えている。遮蔽を取るには、十分な大きさだ。

「強いですね、厄介な相手です」

「……大人しく謝ってた方が良かったのかなあ」

　ぼやきともツッコミともつかないことを言いながら、ルネは恐る恐るベアトリスたちの出方をうかがう。

「どうなさいました？　このままですと日が暮れてしまいましてよ。それとも、それが狙いなのかしら」

　舌戦を仕掛けてくるが、とりあえずは無視する。わざわざ挑発に乗る意味はない。

「アルトは、行けそう？」

「あの魔道具が厄介ですが、俺もだいぶ慣れてきました。抑え込むことくらいならできますよ。問題は、ルネ様の方です」

「だよね」

　アルトの指摘に、ルネは同意する。実際に今の攻防から、そう判断したのだ。魔道の腕もさることながら、魔道書に差がありすぎる。このまま真っ当に術法を撃ち合っても、まず勝ち目はないだろう。

　まともに術法を撃ち合ったのならば。

「ねえアルト、私に考えがあるんだけど」

　自分のちょっとした思いつきを、ルネは小声でアルトに言った。その途端、アルトの顔色が変わる。

「そ、それは──いけません、危険すぎます」

「分かってる。でも、他に手はないと思うの」

「ですが──」

「お願い、アルト。私、あの人に負けたくない……ううん、勝ちたいの」

　反対するアルトに、ルネは真剣な眼まな差ざしで自身の意を通そうとする。わずかな迷いの後、アルトは小さくうなずいた。

「了解しました。それで行きましょう、ルネ様」




「ああ、もう！」

　追いこまれたルネたちの姿に、テレジアは自分の髪をくしゃくしゃとかき回した。

「これで決まりかな？」

「ああ、格付けは済んだ」

「後はリラダンの側が、どう詰めるか」

「────っ！」

　周囲で無責任な論評をしている野次馬たちを、無言でじろりとにらんだ。眼鏡越しの強烈な視線に、五年生まで押し黙る。

　もうこれ以上は無理。そう判断したテレジアは、立会人のランベルトへと駆け寄った。

「ランベルト！」

「ああん、どうしたよ？」

　振り返りもせずに、ランベルトは答えた。鋭く細められた目は、決闘の成り行きを何一つ見逃さずに観察し続けている。

「もう十分でしょう。止やめさせて」

「やっぱりそう来たか」

　舌打ちしたランベルトが、面倒そうにテレジアをにらんだ。

「止めさせるも何も、互いにまだやる気満々だろうがよ。今はまだ、立会人が口を出す頃合いじゃねえなあ」

「もう、勝敗はほぼ決まりよ。これ以上は、続けたって意味がない。ルネちゃんの負けでいいから、この決闘を終わらせて。こんな危険な決闘を続けて、もしあの子の身に何かあったら──」

「それを決めるのは、オメエでもオレでもないだろうがよ」

　やきもきするテレジアの申し出を、ランベルトはにべもなくはねつける。

「そういうのを、余計なお世話って言うんだ。ちっとは考えてみろよ。もしオレとオメエで学年首席を賭けてバチバチやってる時、オメエの妹分が『お姉様が危ないから負けでもいいから止めさせて』とか勝手に言い出したらどうするよ？」

「それは──」

「もしオレなら、そんなこと言い出した身内は絞め殺すね」

「…………」

　痛いところを突かれて、テレジアは押し黙った。

　魔道学院へ入学してからの三年余り、ほぼ常にトップの成績を上げて来たテレジアだが、三年生の時の学年首席だけは取りこぼしていた。他でもないランベルトに、持って行かれたのである。

　あの時の屈辱と、自分自身への失望は忘れられない。四年生への進級時に首席の座を奪還できたものの、まだその苦さは残っていた。

「それとこれとは、話が別だわ。あの時の私と違って、今のあの子は何かを賭けてるわけじゃないんだし」

「貴族の誇りってモンを賭けてるんじゃねえのか？　オメエら貴族のアレコレなんぞ、オレにはさっぱりだがよ。いいから黙ってろ、ここで止めれば、オメエが餓鬼どもから恨まれるぞ」

　やや苦しげな理屈で押し通そうとするテレジアを、ランベルトはバッサリと切り捨ててしまう。

「それにまあ、オメエの妹分はサッパリ諦めてねえようだしな」

「え？」

　どこか楽しげに、ランベルトは言った。




　膠こう着ちゃくしかけた戦況の中で、先に動いたのはベアトリスたちの方だった。

「そろそろ仕留めますわよ」

「仰おおせのままに、お嬢様」

　ベアトリスの指示を受けたエステルは、〈三位一体アタナシオス〉の弓を構えて駆け出した。次々に光矢を放ちつつ、皇帝像の右手から裏へと回り込む。

　対するアルトは、一歩も動かない。ルネを背後に庇かばったまま剣を振るい、迫る光矢を全て叩たたき落とす。エステルは意に介さず突貫しつつ、〈三位一体アタナシオス〉を剣に変形。繰り出された鋭い突きを、アルトは受け止めた。

　そのまま二人の騎士は、激しく斬り結ぶ。一合、二合──

「ルネ様、お下がりください」

「う、うん──って、きゃあっ!?」

　アルトの指示で後退したルネが、悲鳴を上げた。振り向いた途端、その鼻先を飛来した鎖が掠かすめたのだ。

「あら、お逃げになるつもりだったのかしら」

　エステルとは逆に、皇帝像の左手から回り込んでいたベアトリスが、クスクスと笑っていた。制服の左の袖口から、一本の鎖がジャラリと伸びている。

「……鎖がお好きなんですね」

「ええ、とても」

　どこかピントのずれたルネの問いに、ベアトリスはうなずく。エステルにアルトを抑えさせて、自身でルネを仕留めるという思惑だった。先ほどの攻防で、互いの実力差は明確な以上、まず取りこぼすことはない。

「とても良いものですわ、鎖というものは。ものの道理というものが分からない方を打ち据えて、縛り上げて、分際を思い知らせて差し上げるのに、これほど適したものはありませんから」

　ベアトリスの言葉に従うように、鎖が蛇のようなしなやかさで波打った。先ほどのように即興の術法で構築したものではなく、彼女自身が手ずから鍛え上げた、歴れっきとした魔道具である。

「あまりいい趣味じゃないと思う」

「あら、そうかしら？　ではまず、ご自身の体で味わってみてはいかが。好き嫌いは良くなくてよ、ルネ・ド・ロレーヌ！」

　右手に携えた魔道書の術法で、左手の鎖を操る。一直線に伸びた鎖の先端が、正面からルネの顔面を狙った。

「──っ！」

　ルネは意外なほどの素早さで身を翻ひるがえし、辛かろうじて初撃をかわした。だが、その程度はベアトリスの予想のうち。

　ごくわずかに手首を捻ひねる。ただそれだけで、鎖の軌道が変化した。縦から横へ、ほぼ直角に曲がり、ルネを狙う。

　まるで鎖自体が、主あるじの意思を読み取ったかのように。

　垂直に振るわれた鎖が、ルネの背中を強したたかに打ち据えた。一瞬だが、呼吸が止まるほどの衝撃を受ける。つんのめり、棒立ちになったルネの体に、鎖が絡からみついた。

「え？　きゃっ──いやあ！」

　捕獲、そして拘束。ほっそりとした肢体を鎖が這はい回り、縛り上げる。四肢は特に念入りに。両手首と足首を手て枷かせ足枷のように縛いましめた上で、背中側で締め上げる。

「あ──つ──く……」

　逆海老えび状に拘束されたルネの体が、地面に倒れ伏す。全身を締め上げる苦痛から逃れようとルネは呻うめき、もがき、それがいっそう彼女を苛さいなんだ。

「ルネ様！」

「行かせると思いますか？」

　主の危機に駆けつけようとするアルトを、エステルが阻はばんだ。鍔つば迫ぜり合いの態勢に持ちこまれ、足止めされてしまう。

　地面に転がったルネを、ベアトリスは傲然と見下ろした。

「これで、詰みましたわね」

　嗜し虐ぎゃくの笑みを浮かべたベアトリスから逃れようと、ルネは懸命にもがいた。少しでも離れようと足搔あがく姿に、ベアトリスはため息をつく。

「まるでイモムシのようですわね。無様ですわ。没落したとはいえ公爵家の娘が、みっともない──」

　ベアトリスは言いたい放題に言いながら、決着をつけようと魔道書の頁ページを手繰る。まさにその時だった。

　コキャ──

「う、くう……」

　奇妙で小さな音と、くぐもったルネの声。ほぼ同時に、後ろ手で拘束されていたはずのルネの両手が、鎖の枷からすり抜けて自由になる。

「え？」

　半壊した魔道書の術法で、解除できるような柔やわな拘束ではない。その自負が、ベアトリスの反応を鈍らせた。

　その判断自体は、間違っていない。ルネが術法をかけたのは鎖そのものではなくて、自分の両手だったのだ。

　縛られて動かせないはずの両手に、筋繊維ではなく魔力を用いて干渉したのである。

　まずは手首と指、さらには手の平を構成する小骨を含めて、全ての関節を外した。関節間の結合組織を、魔力で保護する。骨の支えを失ってクラゲのようにグニャリとなった両手を、鎖の僅かな隙間から引き抜いた。

　微細な感覚が必要なため、あえて痛覚は殺さない。ルネの両手を凄すさまじい激痛が走るものの、辛うじて悲鳴を嚙かみ殺した。目に涙を浮かべながら、ルネは解放された両手の関節を元通りに接つぎ直す。外した時より痛い。

　ロレーヌ家の生体術法を駆使した、縄抜けならぬ鎖抜けの一手だ。もし魔道書が完全ならば、手を骨まで軟体化させて、より簡単に脱出できただろう。だが今のルネには、これが精一杯だった。

　足の拘束を解く余裕はない。ルネは地面を転がってベアトリスとの距離を詰め、右足に組み付く。

「こ、この──！」

　この時、ベアトリスは一つの過あやまちを犯した。

　冷静に錬金術法を用いて鎖を操れば、容易たやすくルネを再拘束できただろう。だが思わぬ反撃に逆上したベアトリスは、ルネを蹴り離そうとしたのだ。

「お、往おう生じょう際ぎわの悪い！」

　ベアトリスが左足を振り上げた瞬間を狙い、ルネは大きく身を捻った。ベアトリスの右足を抱え込んだままで。

　その動きに巻き込まれ、ベアトリスの小柄な体が宙を舞った。空中で一回転し、そのまま顔面から地面に突っ込む。

「────!!」

　体術の心得が皆無な魔道士に、受け身が取れるはずもない。本能で顔だけは庇ったベアトリスだが、全身を地面に叩きつけられた。

　激しい衝撃に、呼吸が止まる。弾みで手放してしまった魔道書が、地面に転がった。全身の神経が断裂したように、指一本さえ動かせない。

「お、お嬢様!?」

「行かせると思ったか？」

　突然の逆転劇に、エステルは焦あせった。その眼前でアルトは、先ほどのお返しとばかりに人の悪い笑みを浮かべる。

　俯うつぶせに倒れたベアトリスに、ルネがのし掛かった。まだ足を縛り上げられたまま、両腕だけでベアトリスを組み伏せた。

　ようやく我に返ったベアトリスがじたばたもがくものの、完全に押さえ込まれている。

「形勢逆転、だね」

「ま、まさかあなた、これを狙って──」

「うん。最初の攻め手からして、直じかに私を拘束するのにこだわってたみたいだったから。そこを狙わせてもらいました」

「こ、この──」

　その物言いにベアトリスは逆上しかけるが、寸前でこらえた。

　魔道書は手放してしまったが、まだ魔道具の鎖は手中に残っている。逆転の目は、まだあるのだ。

「だから自分を囮おとりにして仕掛けたと？　ふん、捨て身と言えば聞こえはいいですが、ずいぶんと品のない戦い振りですわね」

　そう口先で挑発しながら、鎖に魔力を流す。まだルネに気付かれてはいない。もっと意識を逸そらさねば。

「あなたの騎士も騎士ですわ。策とはいえ主を危険に晒さらすとは、家臣の風上にも置けませんの。全く、貧すれば鈍すると申しますが」

「…………何ですって」

　ルネの押し殺した声が、低く震えた。どうやらここが急所らしい、とベアトリスは見当をつける。

「はっきり言って差し上げますわ。あなたの従者は、騎士と呼べないゴロツキだと」

　同時にその死角で、ベアトリスの鎖が再び鎌首をもたげる。今だ！　渾こん身しんの魔力を籠めた一撃を、ルネの脳天に放とうとしたその寸前──

「ア、アルトのこと、悪く言わないで!!」

　従者を侮辱された怒りが、ルネの目を眩くらませる。ベアトリスを取り押さえる両手に、余分な力が入ってしまった。

　ぺきり──

　乾いた音と共に、耐えがたい痛みがベアトリスの左手で炸さく裂れつする。

「あ、あああああ!!」

　激痛に、ベアトリスは絶叫する。左小指付け根の関節を、外されたのだ。

　苦痛で集中を乱され、術法を維持できない。魔力の操作を失った鎖が、だらりと垂れ下がった。ルネの両脚の拘束も、解けてしまう。

　いつもと真逆の方向に曲がった自分の指を見せられ、ベアトリスは震え上がった。

「あ──ご、ごめんなさい。つい」

　慌ててルネが再びベアトリスの小指を握り、外れた関節を嵌はめ直す。またもや激痛が走った。正直、外された時よりも痛い。

「か──は──ひ──」

「す、すみません。で、でも、あなたがアルトの悪口なんて言うから悪いんですよ」

　切れ切れの悲鳴を上げて悶もん絶ぜつするベアトリスに、ルネは言い訳がましくそう言った。

「それでですね、降参、してもらえませんか？」

「あ、あなた──き、騎士でもない、魔道士が──じゅ、術も、使わず──こん、な、野蛮──な？」

「そんなこと言われても、これも私にとっては立派な魔道だし」

「な……何を──」

　小首を傾かしげたルネに、ベアトリスは一限目の授業で造った水晶像を思い出した。外見の見み栄ばえを無視し、体内の器官や組織を高い精度で再現した馬の像。

　あれだけ生物の肉体構造を熟知しているということは、つまり生物の肉体の壊し方にも習熟しているということ。その知識の源がロレーヌ家の魔道書だというのならば、確かにこれも彼女の魔道なのだろう。

「知っていますか？　人間の体には骨が二〇〇本と少し、関節はだいたい二六〇個ほどあるんです。これ以上、痛い思いをするよりも、降参した方がいいと思いますよ？」

　そう淡々と言うルネに、ベアトリスは怯おびえていた。




「これ以上やるより、降参した方がいいと思うぞ」

　一方のアルトも、似たようなことをエステルに言っていた。

「まだです──いや、まだまだ！」

　顔を歪ゆがめたエステルが、アルトと切り結びながら頑かたくなに叫ぶ。

「従者の私が、主の敗北を認めるなど許されない！」

　全魔力を乗せた、渾身の一振り。剣で受けたアルトの体が、大きく後方に持って行かれる。勝機！

〈三位一体アタナシオス〉を槍やりに変形、全身を捻ひねり渾身の突きを放った。唸うなりを上げる穂先が、大気を捻ねじ切る勢いで体勢を崩したアルトに迫る。

　獲とった──そう勝利を感じたエステルの前から、アルトが搔かき消えた。

「──え？」

　空を切った槍の勢いに引きずられ、エステルの体が流れた。咄とっ嗟さにたたらを踏んで、体勢を立て直す。

「これで、仕舞いだ」

　低いつぶやき声と共に、強い衝撃がエステルの延髄を貫く。瞬時に彼女の背後へと回り込んだアルトが、剣の柄尻でうなじを強打したのだ。

「馬鹿な──速すぎる──」

　体から力が抜けていく。まず両膝が地面につき、次いで全身がその場に崩れ落ちた。倒れ伏したエステルは、アルトを見上げる。

「い、いくら騎士でも、今の動き──どう、やって？」

「種明かしをすると、こいつもロレーヌ家の魔道ってやつだ」

　切れ切れに問いかけるエステルに、アルトはあっさりと答えた。

「そう大したものじゃない。魔力で体を強化する際、ただ漫然と魔力を回すんじゃなく、どの部位にどれだけ魔力を通せばどういう効果があるか──そいつを心がけてるだけさ。ロレーヌ家伝の貴重な知識の賜たま物ものだ」

「な、何──」

　事も無く言うアルトに、エステルは驚きょう愕がくした。

　理屈は分かる。確かに分かる。

　だが騎士にとって己の肉体を流れる魔力とは、考えるものではなく感じるもの。いくら主家の教えで自身の肉体構造を熟知していたとしても、アルトの理屈を実行するということは、言わば心臓の鼓動や血液の流れ、随意筋の動きの一つ一つまで自分自身の意思で制御することに等しい。

（これが──ロレーヌ家の騎士）

　言い知れぬ敗北感に、エステルは打ちひしがれた。




「ここまでだな」

　鮮やかな逆転に、ランベルトは心底から愉快そうに笑っていた。

「……勝っちゃった？」

　隣のテレジアは対照的に、半ば呆ぼう然ぜんとつぶやいた。銀縁の眼鏡が、顔からずり落ちかけている。

「見りゃ分かるだろうが。面おも白しれえなあ、オメエの妹分。まさか組み討ちが決まり手とは思わなかったぜ」

「いいのかしら、あんな取っ組み合いで魔道士の勝負を決めて。それもこんな衆人環視の決闘で」

　ルネの勝利にもかかわらず、テレジアはどうにも納得がいかなそうだ。決闘を見ていた学生たちの方を見やる。

　案の定というべきか、掟おきて破りの決着に、誰もが騒然となっている。さすがに教師のウォリックは、無言で成り行きを見ているが。

「変な物言いが付かなきゃ良いけど」

　そのつぶやきを聞いて、ランベルトが不意に大声を張り上げた。

「こいつは何でもありの決闘で、オレが立会人として仕切ってるんだ！　そいつに文句を付けるバカは──相応の覚悟ってモンをしてもらわねえとなあ!!」

　凶暴な笑みを浮かべてわざとらしくそう言いながら、見物の観衆をにらみつけた。剝むき出しの威嚇で周囲を黙らせておいて、あらためて決闘の勝敗を告げる。

「これにて決着！　勝者──」

　と、思いきや、ランベルトはピタリと黙り込んだ。

「どうしたのよ？」

「いや、何か妙な感じが……」

「は？」

　妙に歯切れの悪いランベルトに、テレジアは眉をひそめる。

　異変は、その時に起こった。




　最後の頼みの綱だったエステルの敗北が、ついにベアトリスの心を折った。

「わ、わたくしたちの──」

　自分たちの敗北を告げようとした、その矢先のことである。

　堂々と屹きつ立りつしていた、初代皇帝ディートリヒ１世の騎馬像が、不意に揺れた。

　ミシリ──

　腹の奥に響くような、低く鈍い軋きしみ音。高さ三〇フィートを超える巨大な銅像が、震え、傾き、倒れ込む。

　いまだ地面で組み合っている、ルネとベアトリスに向かって。

「え？」

　全ては、一瞬の出来事だった。

　二人の少女を巻き込んで、銅像は横転した。まるで地震のように競技場が揺れ、雷鳴のような轟ごう音おんが大気を震わせる。

　朦もう々もうと舞い上がった粉ふん塵じんが、惨劇を覆い隠した。

　誰一人として、動けなかった。立会人のランベルトも、学年首席のテレジアも、教師であるウォリックさえも、突然の惨事を前にして、ただ無言のままで立ち尽くすことしかできない。

「お嬢……様？」

　間近で見せつけられたエステル一人が、呆然とつぶやく。その眼前で、徐々に粉塵が晴れていき──

「あ、あれは!!」

　そう叫んだのは、果たして誰だったのだろうか？

　信じられないことに、ルネもベアトリスも無事だった。

　横転した騎馬像は、少女たちを押しつぶすその寸前で、受け止められていたのだ。寸前で割り込んだアルトによって。

「ぐ──ぬ──」

　己の体一つで巨大な銅像を支え、苦痛の声を漏らす。頭からドクドクと流れる血が、顔面を真っ赤に染めていた。

「あ、あなた……」

　呆然とする一方で、ベアトリスの脳のどこかが、一つの異変を見つけ出していた。銅像を支えるアルトの両腕が、黒く変色しているのである。

　それに気づいた途端、ベアトリスの背筋を悪お寒かんが走った。魔力による肉体強化や、生体術法による身体操作とは本質的に異なる、不気味な違和感──それを直感的に感じ取る。

「……アルト！」

　ベアトリスと組み合っていたルネが、掠かすれた叫び声を上げた。まるで、悲鳴のような。

「早くお逃げください、お二人とも!!　これ以上は保もちません!!」

　文字通り血を吐きながら、アルトが叫ぶ。

「わ、分かった！」

　ようやく事態を理解して、ルネが跳ね起きた。まだ硬直したままのベアトリスを抱え上げ、安全圏まで避退する。

「あ、ああああ」

　それを見届けたアルトが、その場から飛び退のく。支えを失った皇帝像が、今度こそ地面に叩たたきつけられた。

　それを見て、ようやく周囲から悲鳴が上がった。凍り付いていた学生たちが動き出す。

「いかん、早く救護を！」

「ルネちゃん──アルトくんも──！」

「どうなってやがるんだよ…………チッ」

　ウォリックやテレジア、ランベルトたちが必死に駆けつける中、アルトは急速に意識を失った。




　　　　　　　４




　再び目を覚ました時、アルトが目にしたのは白い天井だった。

「……ここは？」

「気がつきましたか」

　広々とした白い清潔な部屋で、窓からは夕日が差しこんでいる。いくつも並んだベッドの一つにアルトは寝かされており、その傍かたわらの椅子には──

「……なんで貴女あなたが？」

　傍らの椅子に腰掛けていたエステルの姿に、アルトはつぶやいた。

「ここは、学院の医療棟です。ルネ様とベアトリス様は決闘と事故についての報告がありますので。私があなたを看みておくように仰おおせつかりました」

「なるほど」

　ぼんやりしていた頭に、ようやく一連の流れの記憶が蘇よみがえる。

　決闘からの決着──したと思いきや、突然の事故。咄嗟に二人を庇かばって割り込んだ所までは覚えているのだが、その後のことがどうにも曖昧だ。

「その様子だと、ルネ様は無事なのか」

「覚えていないと？　失礼、先に申し上げておくべきでした。ルネ様もベアトリス様もご無事です。今は学長の下へと出頭しました」

「それはまた、ずいぶんと大仰な」

「あれだけの事故だったのですから、仕方ありませんよ」

（事故、ね）

　ふと内心に生じた疑念を、アルトはあえて口に出さない。

「おや、気づいたのかね」

　そこに顔を出したのは、昨日アルトの火傷やけどを治療してくれた校医だった。おそらくここが、彼の本来の職場なのだろう。

「これは、どうも」

「ああ、そのままそのまま。楽にしていなさい」

　ベッドの上で身を起こそうとしたアルトを、校医は止めた。その言葉に甘え、あらためて横になる。

　正直、相当に体がだるかった。いやむしろ、『だるい』程度で済んでいて御の字と言うべきなのかもしれない。

「負傷の方は、ほぼ治療したよ。外傷三七ヶ所に骨折一八ヶ所、その他にも諸もろ々もろだ。おそらく今はかなりの倦けん怠たい感があるだろうが、体力と魔力の消耗によるものだ。今日は一日安静に──と、昨日も同じことを言ったかな」

「昨日の今日ですいません。ええっと──」

「ん？　ああ、そう言えば昨日は名乗っていなかったかな？　私はヨハン・カップ、この学院の校医の一人だ」

　そう名乗ると、カップ校医はアルトの容態を確かめる。

「やはり問題はないね。このまま迎えが来るまで、大人しく休んでいなさい。そこの君、付き添いを頼んだよ」

「承知しました」

　今まで無言で控えていたエステルが、丁寧に一礼した。うなずいたカップ校医は、そのまま病室から出る。

　後には、アルトとエステルの二人だけが残された。

　何とはなしな沈黙の中、背筋を伸ばしたエステルが、深々と頭を下げた。

「我が主あるじ、ベアトリス・ド・リラダンを助けていただき感謝いたします、アルトゥール・レーモン殿」

　生真面目かつ真摯な口調と表情に、アルトはむしろ戸惑ってしまう。

「ああ、その──そういう堅苦しいのは、無しにしませんか？　こっちだって、恩を売ろうと思ってやったわけじゃありませんし」

「それはそれ、これはこれです。結果として、ベアトリス様があなたに助けられたことに変わりはありません。私には、何もできなかった」

　冗談めかしてみても、エステルの態度は変わらない。

「見事な騎士の姿でした。強さも、立ち居振る舞いも。やはり本物の騎士というのは、ああいうものなのでしょうか」

「本物の騎士？」

　エステルのつぶやきに、アルトは引っかかるものを感じた。

（ひょっとして）

　以前からのエステルの言動と合わせて、一つの推測が思い浮かんだ。少しためらった後で、アルトはそれを口にする。

「物もの凄すごく失礼なことを聞きますけど、よろしいですか？」

「…………どうぞ、お好きなように」

「エステル・オクレール殿、ひょっとして貴女は貴族でなく平民の出身なのでは？」

「──なぜ、それを？」

　目を丸くしたエステル。その表情を見て、アルトは自分の推測が当たっていたことを確信する。

「言葉遣いの慣れ、ですかね？　立ち居振る舞いは侯爵家の従者に相応ふさわしいものですが、発音やイントネーションに微妙な違和感がありました。子供の頃からリラダン家の一員として礼儀作法を学んだのではなく、最近になって身につける必要ができたんじゃないのか、と思っただけです」

「なるほど……大した慧けい眼がんだ」

　小さな自嘲の笑みを浮かべ、エステルは話を続ける。

「ご推察の通り、私は平民の生まれです。両親は仕立屋をしていました」

「なるほど」

　うなずきながらも、アルトは疑問を抱いた。

　リラダン家のような名門貴族ならば、傘さん下かに一族郎党の下級貴族を数多く抱えているはずだ。跡継ぎの従者となれば、そういった譜ふ代だいの家臣の子弟から、同年代の者を見繕うのが当たり前である。

　今はすっかり没落してしまったロレーヌ家でさえも、アルトのような譜代の従者がいるのだから。

「縁があってリラダンの御お家いえに女中奉公をしていたのですが、ふとしたことから私に魔道の才があると認められ、家臣として取り立てていただいたのです。おかげで高い俸給をいただけるようになり、弟や妹を学校に通わせることもできるようになりました。ベアトリス様にも、リラダン家にも、返しきれない恩があります」

　そう語るエステルの表情が、ふと翳かげった。

「だからこそ、思うのです。私のような新参者が、ベアトリス様の側そば仕づかえなど、おこがましいのではないか、と」

「そう卑下することはないと思いますけど」

　しばらく黙っていたアルトが、口を挟む。

「あなたがベアトリス様の騎士に選ばれたのは、必死で魔道を学び剣を稽古した、その結果でしょう。何一つとして、恥じることはない」

　憶測混じりで他家の事情に首を突っ込むのが、余計なことだとは分かっている。だがそれでも、言わずにはいられなかった。

「……そうなのでしょうか」

「生まれや身分の差を乗り越えたってことは、つまりそれだけあなたの実力と忠誠が評価されたってことじゃないんですか？　俺は、そう思いますよ」

「そういう風に考えたことは、ありませんでした」

　目を瞬しばたたかせたエステルが、小さく笑う。いい笑顔だ、とアルトは思った。

「少し、胸のつかえが下りた気がします。感謝いたします、アルトゥール・レーモン殿」

「俺のことはアルトで構いませんよ」

　そう答えながら、アルトの中でふといたずら心が頭をもたげた。あえて余計な一言を付け加える。

「まあ、いくらあなたが強くても、俺の方が上ですけどね」

「……それは聞き捨てなりませんね」

　言葉ではそう反発してみせながら、エステルはすがすがしく笑った。

「確かに、今日の決闘はあなた方に敗れました。ですが、これで終わるつもりはありません。いずれ、再戦を申し込ませていただきます」

「その意気、その意気。でもこちらとしては、こんな大仰な決闘騒動はこれっきりにして欲しいですね。万一にでも、そちらのお嬢様から逆恨みされたら敵かなわない」

「……それは、ないと思います」

　そうエステルは答える。

「アルトゥール殿──アルトに助けられてから、ベアトリス様はずいぶんとしおらしくなっていましたから。あのようなお嬢様は珍しい。きっとあなた方に、感謝しているのだと思います」

「本当ですかねえ」

　半信半疑でアルトは言った。




　一方のルネはその時、学長室に出頭していた。

　当事者のルネとベアトリスに加え、立会人のランベルトも同席している。

　神経質なまでに片付けられた学長室で、ヴァレッテ学長は事態の報告を受けていた。苦虫を嚙かみ潰したような顔で、無言のままである。マホガニーの机の上で、指が苛いら立だたしげにタップしていた。

「──と、報告は以上っす」

　直立したランベルトが、そう締めくくる。報告は主に彼が行い、それをルネが補足するという形式だった。ベアトリスの方は、ほぼ無言のままである。

　机の上で手を組んだヴァレッテ学長が、うつむいたまま深々とため息をつく。

「……事情は分かった。分かったとも。ああ分かったさ。大事にならなくて良かった。いや、十分に大事か？　よりにもよって、初代皇帝陛下の騎馬像がひっくりかえって大破しただと!?　ふ、不敬罪ものじゃないかね、これって」
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　学長の顔から血の気が引き、真っ青になった。

「まさかと思うが、決闘の流れ弾が原因ではなかろうね？」

「い、いえ、そんなことはありません！」

　ルネは大慌てで否定し、ベアトリスも無言のまま首を振る。

「オレの見た限りだと、それはないっすね。原因は今後の調査待ちってところっすかね」

　ランベルトも、そう証言した。

「それならば結構だ。いや、全然結構ではないのだがね。正規の立会人の付いた決闘ならば、それを咎とがめる筋合いはない。騎馬像の件に関してなら、外に漏れる前に何とか誤魔化す──もとい、学院内で内々に処理しよう」

　胃の辺りを押さえながら、ヴァレッテ学長はブツブツとそう言った。その姿に、ルネは深々と頭を下げる。

「その、色々と申し訳ありません、学長先生」

「本当にそう思うのならば、これから少しは大人しくしてくれたまえ、ルネ・ド・ロレーヌくん。ただでさえ君は、あまりよろしくない意味で目立っているのだからね。自覚しておくように」

「…………はい」

　ルネは一言もなかった。




「では、失礼します」

　ルネたち三人が学長室を辞した時、日はすでに暮れかけていた。格こう子し窓の影が長々と伸びた廊下に、カツカツと足音が響く。

「その……先輩、今日は色々とありがとうございました」

「別に。ただの成り行きと気まぐれだ」

「はあ」

　ルネの感謝は、にべもなくはねつけられた。一方のベアトリスは、相変わらずだんまりと押し黙ったまま。

　何とも居心地の悪い沈黙の中、廊下を少し歩いて階段を下りると、本校舎の玄関前ロビーに出た。

「終わったの、ルネちゃん」

　すでに本日の授業は全て終わっているため、学生の姿はほとんど見えない。夕暮れに染まったロビーでルネたちを待っていたのは、テレジアとあと一人。

「やあ、お疲れ様」

「──アンゼルム総代!?」

　学生総代のアンゼルムが、気軽な調子で右手を振っている。

「どうしてここに？　ひょっとして、学長先生に何か用事ですか？　それなら──」

「いやいや、用があるのは君たちにだよ。先ほどの決闘、中々の名勝負だったじゃないか。それで直じかに君たちとも話してみたくなってね」

　快活な笑みを浮かべて、アンゼルムは言った。

「ひょっとして、総代も見ておられたのですか？」

「途中からだがね。互いに心技体を尽くした、良い勝負だったよ、ルネ・ド・ロレーヌくん」

「ありがとう、ございます」

　差し出された右手を、ルネは握り返した。大きく、分厚い手の平の感触が、ルネの右手をスッポリと包み込む。

（……あれ？）

　その感覚に、ルネは不思議な既視感を覚えた。とても懐なつかしい、そして大切な誰かとの記憶──

「どうしたのかな？」

「い、いえ、何も」

　怪け訝げんそうなアンゼルムに、ルネは慌てて手を離した。まだ先ほどの感触が残る右手を、じっと見つめる。

「お前の妹分、ああいうのが好みなのか？　変わってるな」

「え!?　いやいやいや、ルネちゃんに限ってそんなこと──」

　ランベルトとテレジアのそんなやり取りをサラリと無視しつつ、アンゼルムは何気ない調子で言った。

「そう言えばルネくん、君の魔道書は写本のようだね」

「え？　あ、はい──」

　アンゼルムの言葉に驚いて、ルネは思わずテレジアを見やった。目線で「姉様が言ったの？」と尋ねる。

　テレジアは、慌てたように首を振って否定した。

「あの、それが、何か？」

「いや、大したことではないのだよ。私はすでに隠居した義ち父ちから、原書を受け継いでいる身だからね。君も御お父ちち上うえにああいう不幸があったと聞くし、ひょっとしたら学院内でも数少ない、原書組の同志が増えるのではないかと期待したのだが……」

「は、はあ」

「好奇心でつまらない詮索をしてしまった。すまない」

　戸惑うルネに、アンゼルムはそう頭を下げる。

「い、いえ、別に気にしてませんから」

「だと、いいのだが」

　かえって慌てるルネにそう言うと、アンゼルムは続けてベアトリスに右手を差し出した。

「君の健闘を称たたえたいのだ。よろしいかな？」

「…………」

　無言でその手を見ていたベアトリスが、目を逸そらす。

「今のわたくしは、敗者ですわ。総代の手をお取りする資格は、ありませんの」

　か細い声でそう告げて、背を向けた。

「連れを待たせておりますので、失礼いたしますわ」

「あ……」

　何か言葉をかけようとしたルネだが、どうしても言葉が思い浮かばない。呼び止められなかった小さな背中が、玄関の向こうに消える。

「あの子、これから辛つらいわよ。リラダン家の後継者として鳴り物入りで入学したのに、最初の決闘で負けちゃって」

「それも格下相手にな。ずいぶんと羽振りがよさそうだったのに、一瞬でオジャンか」

　物もの憂うげにつぶやくテレジアに、含み笑いするランベルト。これまた好対照の組み合わせである。

　二人のやり取りを聞いて、ルネの胸がチクリと痛む。正々堂々の決闘での、誰憚はばかることなき勝利。だがそれでも、敗者が失うものは確かにあるのだ。

（何か、もっとうまいやり方はなかったのかなあ）

「敗者への同情は、侮辱だぞ」

　そんなルネの内心を見透かしたように、アンゼルムは言った。

「違うかな？」

「い、いいえ」

（やっぱり私、この人が苦手だ）

　そう心の中でつぶやきながら、深呼吸。物腰を取り繕い、深々と一礼する。

「では、私も失礼します。負傷した従者のことも心配ですし」

「待ってルネちゃん、私が寮まで送っていくから。アルトくんにも、ちょっとお説教しないといけないし」

「分かりました。では一緒に」

　勢いこんだテレジアの様子に、ルネはほんの少しだけ吹き出しかけた。











第三章　日常、そして──









　　　　　　　１




　翌日の早朝、まだ夜が明け切らないうちにアルトは目を覚ました。

「……つ」

　従者用の小部屋で、体の具合を確かめる。すでに昨日の決闘での負傷は癒えていた。体力や魔力の回復も問題ない。

　動きやすい服に着替え、部屋を出る。主室の様子を確かめると、ルネはまだベッドでスヤスヤと眠っていた。

　起こすかどうか少し迷ったが、そのままにしておいた。まだ寮本来の起床時間まで、余裕がある。

　足音を立てないよう、寮の廊下を進む。すでに起き出した学生と、何人か行き会った。おそらくは早起きで稼いだ時間を、勉学に当てているのだろう。

　それは、寮を出ても変わらなかった。

　もう四月とはいえ、早朝の空気は肌寒い。今日は重く湿った霧が立ちこめており、アルトは体を震わせた。

　寮の前庭で屈伸等の運動を行い、体を温めていく。周囲を見回せば、アルト以外にもそんな学生はそこかしこにいた。早朝の自主鍛錬に励む、騎士志望の学生たちである。

「おや、アルト」

　その一人が声をかけてきた。銀色の短髪にすらりとした肢体は、エステルである。

「あなたも、これから？」

「ええ、まあ。日課みたいなもんですんで」

　頭をポリポリかきながら、アルトは答えた。それとなく視線を逸らす。

　決闘騒ぎは、まだ昨日のこと。互いに遺恨はないはずなのだが、それでも気まずいのはしょうがない。

　そう思っていたのだが──

「こうやって居合わせたのも何かの縁です。一緒に鍛錬をしませんか？」

「え？」

　エステルの申し出に、アルトは驚いた。

「一人だと、走り込みや型稽古くらいしかできませんし。どうせなら二人で、立ち会い稽古や組み手もやった方がよくありませんか？」

「あー、それは……いいんですか？　決闘は昨日の今日だった訳で、その──」

「ほほう」

　アルトが渋っていると、エステルは不機嫌そうに顔をしかめる。

「つまりアルトは、私がこの機に乗じて昨日の仇あだ討うちを謀はかる卑ひ怯きょう者ものに見えると？　心外ですね」

「あ、いや、そういうわけでは──」

「分かっていますよ、冗談です」

　しれっと答えたエステルが、クスリと笑う。その無邪気な笑みを見ていると、余計な配慮が馬鹿馬鹿しく思えてきた。

「分かりました。俺でよければ、付き合いますよ」

「ありがとうございます」




　木剣のような鍛錬用の武具は、学院の競技場で貸し出してくれる。今日のアルトとエステルは、棒術用の杖つえを選んだ。

　互いに六フィート（約一八三㎝）弱の棒を両手で構え、対たい峙じする。

「では、いきます！」

「よし！」

　一気に激しく打ち合う、アルトとエステル。突き、払い、薙なぎ、防ぎ──互いの技を競い、凌しのぎ合う。

　起床時間──六時の鐘が鳴ったのは、ちょうど五本目の決着がついた時だった。下段からするりと伸びたアルトの棒が、エステルの突きを搦からめ捕り、逸らし──そのままグンと伸びて、エステルの眼前で寸止めしたのだ。

「これで俺が三本取ってそちらが二本。今日は俺の勝ちってことで、いいですかね？」

「むう、無念です」

　口にした言葉とは裏腹に、エステルは屈託なく笑っていた。と、細い眉を怪け訝げんそうにひそめる。

「どうしました？」

「いえ、ちょっと周りが」

　いつの間にか、二人の周囲に学生たちが集まっている。二人の立ち会い稽古を見ていたのだ。

　中には自分の稽古の手を休め、見けんに徹している者までいた。

「あれが、ロレーヌ家とリラダン家の騎士か」

「昨日の今日で、よくやる」

「だが、双方とも良い腕だぞ」

「本当にまだ一年か？」

　交わされている言葉に、アルトもエステルも急に気恥ずかしくなった。

「──そろそろ、俺たちも上がりますか」

「……ええ、お嬢様のお世話もありますし」

　二人とも、片付けもそこそこに寮へと戻る。

「ところでアルト、その、ですね──」

　その途中で、エステルの方から話しかけてくる。いつもの彼女に似合わない、歯切れの悪い口調だった。

「何ですか？」

「ええっと、できれば明日以降も、こういう鍛錬を続けませんか？　あなたがよろしければ、の話ですけど」

　おずおずと、エステルは申し出た。なぜかその頰は、桜色に染まっている。

「それはもちろん。俺は構いませんよ」

「そうですか、良かった」

　快諾したアルトに、エステルは柔らかな笑みを見せた。




「ただいま戻りました、お嬢様」

　エステルが寮の部屋に戻った時、ベアトリスはすでに制服に着替えていた。年代物の机に向かい、何やら書き物をしている。

「申し訳ありません、お召し替えの介添えができず──」

「構いませんわ。鍛錬もあなたの役目ですもの。その分、勉強もはかどりましたし」

　ペンを机に置いたベアトリスが、小さく伸びをする。

「あなたも早くお着替えなさいな。そこのお湯は、使って構いませんわよ」

「かしこまりました」

　手早く服を脱ぎ、清潔な布とお湯とで体の汗を拭き取る。先ほど別れたアルトは寮の中庭の井戸水を頭から被かぶって体を洗っていたが、女の自分が同じことをして、屋外で肌を晒さらす訳にもいかない。

　と、頰ほお杖づえをついていたベアトリスが、ポツリとつぶやいた。

「少し遅かったですけど、何かあったのかしら？」

「それは──」

　少し迷った後、エステルはベアトリスに答える。

「お嬢様、実は先ほどの鍛錬の際、アルト──アルトゥール殿と行き会いました」

「ロレーヌの騎士と？　どういうことかしら？」

　ベアトリスの眉が、ピクリと跳ね上がった。そんな主あるじに、エステルは包み隠さず全てを話す。

　偶然、顔を合わせたこと。共に鍛錬をしたこと。そして明日以降の約束も。

「勝手なことをして、申し訳ありません。もしお嬢様が御不快でしたら──」

「…………」

　エステルの問いかけに、ベアトリスは答えない。何やら一人で考えこんでいる。

「あちらは、やはりわたくしに腹を立てていらっしゃるのかしら？」

「──え？」

　やがてベアトリスが漏らした問いかけに、エステルは心底から驚いた。ベアトリスがこのように他者の心情を慮おもんぱかるのは、実に珍しいことなのである。

「どういたしましたの？」

「え、あ、はい。えーっと──いえ、そういう気配はありませんでしたね。少なくともアルトは、昨日からずっとそうです」

　驚いてばかりもいられない。エステルは記憶を反はん芻すうしながら、たどたどしく答えた。

　最後に一言、自分の意見を付け加える。

「恐らく、ルネ・ド・ロレーヌ様も同様ではないでしょうか」

「ええ、きっとそうなのでしょうね」

　物もの憂うげに小さくつぶやく主を、エステルはまじまじと見つめる。どうにも今朝のベアトリスは、彼女らしくない。

　昨日の決闘での敗北が、そこまでショックだったのだろうか？

「見事ですわよね、あのお二人。決闘の最中だというのに、突然の事故からわたくしを守ってくださいましたの」

　ベアトリスは椅子の上で両足を抱え、小さな体を丸める。立てた膝に、顔を埋うずめた。

「それに比べてわたくしは、自分の身一つ守ることができず──無様ですの」

　自虐の螺ら旋せんに陥りかけた主を見ながら、エステルは無言で考えこんだ。しばらく天井を見上げて、大きくうなずく。

　意を決して、ベアトリスにゆっくりと話しかけた。

「お嬢様、本気でそうお考えならば、なすべきことがあると思います」

「わたくしの、なすべきこと？」

「ええ、まずは──」




　ルネにとって、二日目の授業は、大過なく進んでいた。

　午後の五限目は、四元素術法についての座学だった。固体・液体・気体といった物質の相転移現象と、地水火風の四元素循環論を比較・対応させた講義は興味深く、ルネは熱心にノートを取る。

（これって、うちの生体術法にも応用できないかなあ？　もしかしたら、魔道書のなくなった頁ページに載ってたのかも）

　と、ノートを走っていたペンがピタリと止まった。あることに気づいたルネは、隣のアルトに囁ささやきかける。

「ねえ、アルト」

「授業中なのに、どうしました？」

「あれ、なんだけど」

　周囲に気づかれぬよう小声でやり取りしながら、ルネはこっそり教室の後ろを振り向いた。最後列の席の一つを、視線でアルトに示す。

「要するに、あれなわけなの」

「なるほど、あれですか」

　その席に着いていたベアトリスが、こちらを見ているのだ。

　ことさら凄すごんだり、圧をかけたりしているのではない。むしろ淡々と、ただこちらの行動を、じっとうかがっている。

　そこがかえって怖い。

「朝からずっと、あんな感じ。やっぱり私、恨まれているのかなあ」

「……少なくとも、授業中に向こうから奇襲をかけてきたりはしないでしょう。今は授業に集中なさってください」

「う、うん、分かった」

　アルトに正論で返されて、ルネは再び授業に意識を戻す。幸いにも今のやり取りは、教師に気づかれてはいないようだ。とはいえ、ベアトリスの目線に耐えつつ授業に集中するのには、倍の気力が必要だったが。

　やがて授業の終わりの鐘が鳴り、ルネはぐったりと机に突っ伏す。

「お、終わったあ」

　あらためてノートをパラパラとめくり、読み返す。疲れたが、充実した授業だった。授業自体は。

　そう言えば、とベアトリスの方を見るが、すでに手荷物をまとめて退出するところだった。従っていたエステルがその間ま際ぎわに振り返り、ルネたちへと心底から申し訳なさそうに頭を下げる。

「結局、何だったのかなあ？」

「どうにも分かりかねます」

　ルネとアルトは、互いの顔を見合わせた。




「──お嬢様」

　本校舎の廊下を歩きながら、エステルはベアトリスにそう言った。

「これで、よろしいのですか？」

「よろしくありませんわ。ええ、それくらい、分かってますの」

　廊下を足早に歩きながら、ベアトリスは答えた。エステルにはその声が、どうにも意固地なものに聞こえる。

　小さくため息を一つ。周囲に人ひと気けがないのを確かめて、ベアトリスの耳元に囁きかけた。

「お嬢様から、ルネ様たちにお礼を申し上げるのでしょう？」

「…………！」

　その途端、ベアトリスは立ち止まった。拗すねたような目で、エステルを見上げる。

「も、もちろん、そのつもりですわよ。で、ですが、昨日はわたくしから突っかかったわけですし、向こうも『何を今さら』と思われるでしょうし、今さらお礼を申し上げる程度ではどうにもならない気がしますし……」

　延々と、ベアトリスは繰り言を繰り返している。かなり面倒な状況ではあるのだが、エステルは笑いを嚙かみ殺していた。

（こんなお嬢様を見るのは、初めてですね）

　その感覚が、むしろ心地ここちよい。

「よろしければ、私の方からアルトを通じて話を持って行きましょうか？」

「そ、それは──いいえ、駄目ですの」

　一瞬だけ喜びの表情を浮かべたベアトリスだが、すぐに首を振って否定する。

「これは、わたくしが直じかに伝えなければ意味がないことですの。エステル、余計な手出しは無用ですわよ」

「かしこまりました、お嬢様。余計なことを申し上げ、申し訳ありません」

　ベアトリスの主張は、当然のものだった。従者として、従うのは当たり前のことである。

（何か、よい切っ掛けがあればいいのですが）




　一方のアルトとルネは、教室で似たようなやり取りを交わしていた。

「これ以上、ベアトリス様との仲を拗こじらせるわけにはいきません。俺の方からエステルに話を通してみますから、お任せください」

「分かった。任せるね」

　そううなずいたルネだが、アルトのことを半目でながめる。

「それにしてもアルトって、あのエステルって美人さんと仲いいんだね」

　ルネには珍しく棘とげのある声だが、アルトは気に留めなかった。

「はい。互いに騎士同士、剣で語り合った仲ですから」

　そうあっさりと言いながら、アルトは手荷物をまとめた。ルネも教本やノートをしまい込み、移動に備える。

「次が六限目、幾き何か学がくだったよね」

「本日最後の授業です、急ぎましょう」

　立ち上がる二人。と、アルトが何気ない調子で言った。

「ルネ様、放課後に俺一人で出かけてきて、よろしいでしょうか？　夕食までには戻りますので」

「別にいいけど、何の用なの？」

「実は、テレジア様から呼ばれていまして。俺と二人で話がしたいそうです」

「姉様とアルトが、二人きり……」

　幸いにもほとんどの学生は退出していて、ルネの意味深なつぶやきを聞いた者はいなかった。




　そして放課後。

　終業の鐘が鳴る中、アルトはそそくさと教室を出る。

「では、行って参ります」

「う、うん」

　色々とヤキモキするルネだが、結局は何も言えずじまいだった。

　本校舎を出て、石造りの回廊を巡り、アルトが向かったのは学生寮の四年生棟だった。

　上級生たちの好奇の視線も何のその。アルトは入学早々の一年生とは思えないような堂々とした足取りで、目的の部屋を目指す。

「失礼します」

「どうぞ。待っていたわ、アルトくん」

　約束の女性──テレジアが、ゆったりとした笑顔でアルトを迎えた。

「わざわざ呼びつけて、ごめんなさいね。そこの椅子に座って、ゆっくりしてて。香茶でいいかしら？」

「いえ、お構いなく」

　テレジアの部屋はルネとアルトの部屋の倍近い広さがあり、接客用の家具や食器まで揃そろっている。

　学年首席の特権だろうか。

　小さなテーブルを挟んだアルトの向かいの椅子に、テレジアも腰掛けた。すでに制服から部屋着に着替えている。豊満な体のラインがいつも以上に強調されていて、目のやり場に困った。

　それほど待たずに、ティーセットの一式がふよふよ宙に浮かんでやってきた。アルトとテレジアの前にカップが置かれ、ポットから淹いれ立ての香茶が注つがれる。湯気と共に、芳潤な匂いが部屋に満ちた。ミルクや砂糖の小瓶も、手て際ぎわよく並べられる。

　アルトもよく使う、念動系の簡易術法──ではない。

「相変わらずお見事ですね、テレジア様の〈見えざる従者〉。入学式では助けていただいて、ありがとうございました」

「あれは〈騎士〉の方だけどね」

〈見えざる従者〉あるいは〈見えざる騎士〉──クラナッハ家に伝わる、降霊術法の一種である。召喚した霊体を常に侍はべらせて使役するという一種の使い魔なのだが、その高度な能力は、一般的な使い魔の範はん疇ちゅうを大きく超えていた。

　入学式の事故において、暴走した炎の馬にとどめを刺したのも、テレジアの〈騎士〉が振るった一太刀である。

「だからと言って、生身の騎士や従者を取らないというのは、どうかと思いますが」

「この子たちより強くて気が利きく人なんて、滅多にいないのよねえ。ああ、でも、アルトくんならスカウトしていいわよ」

　優雅な仕草で香茶を味わいながら、テレジアは眼鏡越しに潤んだ眼まな差ざしを向ける。からかうような、あるいは誘うような。

「……お戯たわむれを」

　アルトがその一言を口にするのは、それなりに意志の力が必要だった。それを見てクスリと笑ったテレジアが、何枚かの書面を取り出す。

「それじゃ、本題に入っていいかな」
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「お願いします」

　うなずくアルトの前で、テレジアは書面をめくった。

「一昨日おとといの入学式の模範演技と、昨日の決闘の皇帝像について、学校側の調査結果が出たわ。結論は不慮の事故、事件性は認められません」

　そう淡々と語るテレジアに対し、アルトは露骨な渋面になっている。

「不満そうね。納得がいかないってことかしら？」

「一度だけなら偶然の事故かもしれませんが、二日続けて二度となりますと。三度目がないとは限りませんし、その時にルネ様が無事だという保証もない」

「もし仮にルネちゃんが狙われたとして、理由は──あるのよねえ、困ったことに」

　テレジアは飲んでいた香茶のカップを、テーブルのソーサーに戻す。カチャリと、強めの音がした。

「七年前に先代のロタール様が闇討ちされ、ロレーヌ家は没落しました。下手人は捕まらず、背景や動機も分からずじまい。ロタール様への個人的な怨えん恨こんなのか、それ以上の思惑があったのか」

「もし仮にロレーヌ家そのものが狙いだったのなら、ロレーヌ家再興を目指して魔道学院に入学した後継者なんて、それはもう目め障ざわりでしょうがないわよねえ。下手人にせよ、黒幕にせよ」

「では、テレジア様もやはり──」

　結論を急せくアルトに対し、テレジアは直に答えず話を変える。

「言っておくけど、調査に手抜かりはなかったわ。魔力探査や過去視も用いられている。もし仮に事故ではなく事件だとしたら、尻尾をつかませなかった犯人は大した腕前の魔道士よ。学生か、あるいは教師か。どちらにせよ、入学したての一年生じゃ、ちょっとお手上げね」

「でしたら──」

　アルトはテレジアに対して、ずいと身を乗り出した。

「テレジア様のお力を、貸していただけませんか？　ルネ様を守るために」

　両手をテーブルに突き、深々と頭を下げる。

「私が──ううん、私たちがルネちゃんにできることは、もう伝えてあるわ。入学式の後にね。アルトくんも聞いていたでしょう」

「ルネ様の、クラナッハ家への養女入りですか？」

「ええ、そうよ」

　一昨日の入学式直後、寝たふりをしながら聞いていたルネとテレジアのやり取りを思い出しながら、アルトは言った。テレジアもうなずいて同意する。

「ルネちゃんがクラナッハ家に入るってことは、つまりロレーヌ家の再興を諦めるということ──そういうメッセージを、黒幕に送ることができるわ。それでもまだあの子を狙うのを止やめないなら、つまりそれはクラナッハ家そのものを敵に回すということ。誰に憚はばかることなく全力で、ルネちゃんを守ることができる」

「そこまで考えての、提案だったのですか」

「まあね。どうかしら？　ルネちゃんを守るのなら、これが一番だと思うわ」

「…………」

　考えこんだアルトを、テレジアはじっと見つめていた。

「ルネ様がロレーヌ家の再興を目指すのは、ルネ様自身の御意志であり、決断です。それに口を挟むようなことは、俺にはできません」

　結局のところ、アルトにはそう答えることしかできなかった。

　それを聞いたテレジアが、椅子に深々ともたれかかった。そのままギシギシと、背もたれを行儀悪く鳴らす。

「そう言うと思ったわ。まったく、似たもの同士の主従ね」

「申し訳ありません、テレジア様。ですが──」

　なおも言いつのろうとするアルトの前に、テレジアは右手をかざした。

「そもそも、アルトくんが詫わびるような筋合いの話じゃないでしょうに。──ああ、もう、いいわよ」

「もういい、とは？」

「アルトくんの提案に、乗るってことよ。ルネちゃんを守る手助け、させてもらうわ。クラナッハ家としてじゃなく、私個人としてね」

　ため息交じりの言葉だった。アルトは顔を輝かせて、再び頭を下げる。

「ありがとうございます」

「いいのよ、そんなことは言わなくったって。ルネちゃんがクラナッハ家うちに入ろうが入るまいが、可愛かわいい従妹いとこなのには変わりないんだから」

　どこか言い訳めいた物言いだった。

「それと忠告しておくけど、もっと味方を作りなさい。今回の事件だけじゃないわ。本気でロレーヌ家の再興を目指すのなら、人と人との繫がりコネは大切よ。積極的にいかないとダメだからね」

　テレジアの忠告に、ふとアルトはあることを思いだした。

「実は、そのことでご相談が──」

　今の懸案をもう一つ、テレジアに告げた。要するに、ベアトリスの一件である。

「──と、いうわけなのです。もう決闘は済んだというのに、まだ向こうは仕掛けたがっているようでして」

「ふうん、面白いんじゃないかしら。ええ、面白いわね」

　クイッと眼鏡を直しつつ、テレジアはニンマリと笑う。それを見たアルトは、顔をしかめた。

「面白がられても困ります」

「あら、アルトくんは気づいてないんだ。しっかりしてるようで、まだまだ子供ね」

　楽しそうに、テレジアはアルトをからかう。

「その子たちのことは、放っておいても大丈夫よ。むしろアルトくんやルネちゃんの方から口出ししたら、かえって拗こじらせちゃうかも」

「つまり、放置しても問題ないと？」

「そういうこと」

「承知しました。ルネ様にもお伝えしておきます」

　事情はよく吞のみ込めないが、アルトはそううなずいた。

「……となると問題は、むしろルネちゃんの方？　あまりアルトくんの周りが女の子ばかりだと、面白くないでしょうし。ていうかひょっとして、私がアルトくんを呼びつけたのも──」

　何やら小声でブツブツつぶやいていたテレジアが、不意にアルトを見やる。

「ねえアルトくん、あなたにやってもらいたいことがあるんだけど」

「俺にですか？」

「とても大切なことよ。いい？──」

　いつになく真剣な表情でテレジアの告げた言葉は、アルトを大いに困惑させた。




「ただいま戻りました」

「お帰りなさい」

　寮の自室に戻ったアルトを、ルネはそっけない態度で出迎えた。桜色の唇を、不満そうに尖とがらせている。

「ちょっと遅かったね。姉様と、何を話してたの？」

「申し訳ありません。俺としても予期しない展開になりましたので、少々段取りを付けるのに手間取りまして」

「？」

　言い訳、というにはやや珍妙なアルトの物言いだった。ルネは不審に思う──というより少しだけ混乱する。

「まずは本題の方ですが──」

　そう前置きして、アルトはテレジアとのやり取りを報告する。ルネの表情も、自おのずと真剣に引き締まっていった。

「私が、狙われているってこと？」

「あくまで可能性の話ですが。用心はしておくべきでしょう」

「う、うん。そうだね」

　ルネは両手で自分の体を抱き締めて、ぶるりと身を震わせた。伏せられた横顔に、不安の蔭かげがさしている。

「それともう一つ、大切な話があります。明後日あさっての休みのことですが」

　明後日は魔道学院に入学してから初めての、週末の休日なのだ。

「どうしたの？　何か用があるのなら空けておくけど」

「その日、俺と逢引きデートに行きませんか？」

　ごく真面目な態度で、アルトはとんでもないことを言い出す。

「え、えええええっ!?」

　ルネの素っ頓狂な声が、部屋に響き渡った。




　その夜のこと──

　四年生次席のランベルトは、校庭の片隅にたたずんでいた。

　人ひと気けのない灌かん木ぼくの陰で、霊草の紙巻をくわえる。先端に、発火の簡易術法で火をつけた。強い覚醒作用を持つ煙を深々と吸いこむと、脳が心地よく痺しびれる。

「誰だ」

　背後に気配を感じたランベルトは、紙巻を放り捨てながら振り向いた。その途端、紙巻は炎に包まれる。一瞬で燃え尽きて、灰すら残さず夜風に消えた。

　ランベルトの背後に現れたのは、奇妙な人影だった。

　中肉中背。ぶかぶかのマントで身を覆い、深々と下ろしたフードの奥の顔は白い仮面で隠している。

「私だよ」

　仮面の奥から聞こえた声は、男とも女ともつかない平板なものだった。

「何だアンタか。わざわざお出ましってことは、あの餓鬼どもの件ですかい？」

「そういうことだ。ルネ・ド・ロレーヌと、アルトゥール・レーモン──まさか君が二回も続けてしくじるとはね。まさか新入生相手だと思って手を抜いたのかい？」

「……違いますよ。二回とも本気で殺やるつもりで仕掛けたってのに、二回とも切り抜けられたってだけです」

　忌いま々いましそうに言いながら、ランベルトは顔をしかめた。殺人未遂の告白だったが、白仮面は咎とがめようとしない。

「やっぱ、事故に見せかけようって小細工したのがマズかった。おかげでつまらねえ小芝居までする羽目になっちまったし」

「あれは中々に見物だったな。自分で仕掛けておきながら、失敗した途端『頼りになる先輩』を演じて助けに入る。火付けが火消しの物もの真ま似ねをしたわけだ」

　そう肩を震わせる白仮面に、ランベルトは舌打ちする。

「それで、この先はどうするつもりかな？　手詰まりと降参するのかい」

「ハ、冗談を。次の休日に、小細工抜きで正面から仕掛けますよ。そいつで仕舞いだ。ちっとばかし派手な騒ぎになるだろうから、ケツ持ちは頼みます」

「もちろんだとも」

　白仮面は鷹おう揚ようにうなずいた。

「しかしあの二人、君にそこまで本気を出させるとはな」

「そこらの一年坊とは、モノが違いますね。まあ、面おも白しれえ女だと思いますよ。根性無しのお嬢様に見えて、いざ腹を括くくっちまえば、やることなすこと一々えげつねえ。飼ってる番犬も中々だ」

「あれだけの不幸と不遇から、上を目指そうというのだ。それぐらいの力量は、あって当然なのだろうな」

　何気ない白仮面の言葉だったが、ランベルトの眉がピクリと動く。

「不幸、不遇ねえ」

　苛いら立だたしげに言いながら、ランベルトは新たな紙巻をくわえた。

「名門貴族のお姫様が、没落に打ちひしがれながらも、残ったお優しい家来たちに守られて、亡なき先人の労苦を無駄にしないため御お家いえ再興を目指して刻こっ苦く勉べん励れい臥が薪しん嘗しょう胆たん──それのどこが不幸だクソッタレ!!」

　ギリギリと、激しく歯は軋ぎしりするランベルト。火をつけないまま嚙かみ切った紙巻を、草むらに吐き捨てる。

「今日の食い物や寝床に困ったこともない甘ボンが、悲劇の主人公を気取ってんじゃねえぞ、胸クソ悪い」

　激高するランベルトの姿を、白仮面は注意深く観察していた。
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　その日は、朝から雲一つない快晴だった。

　ベルン帝立魔道学院の校門前広場、ルネはその片隅で一人たたずんでいた。いつも通りの制服姿である。

「遅いなあ、アルト」

　この季節にしては強めの日差しを避けるため、ルネは校門脇の樫かしの古木にもたれかかっていた。太い幹からは力強く枝が伸びており、青々と茂った葉が心地よい木陰をつくっている。

　休日なので当たり前のことだが、校門を潜くぐってベルンの市街に繰り出す学生は、相当に多い。退屈しのぎに何となく人数を数え始めたルネだが、直すぐに馬鹿馬鹿しくなって止やめてしまった。

（逢引きデートって、アルトも姉様も何を考えてるんだろ？）

　一昨日おとといの夜のうちにアルトを問い詰めて、逢引きデートがテレジアの発案だということは突き止めている。恐らく、変な気を回したのだろう。

（余計なお世話ですよ、テレジア姉様。私とアルトの仲は、そういう関係ではないのですから……多分）

　とはいえ昨日一日悩んだ結果、ルネはアルトの申し出を受け入れたのだった。乙女心は色々と面倒なのである。

「お待たせしました」

　小走りで駆けつけたアルトを見て、ルネはついつい意地の悪い気分になってしまう。

「ねえアルト、私たちって寮の同じ部屋で暮らしてるよね？」

「はい、主従ですから」

「それで今日は、今から二人でお出かけなのよね」

「はい、逢引きデートですから」

「それなのに、別々に部屋を出て別の場所で待ち合わせって、おかしくないかな？　非効率的だと思う」

「────え？」

　ルネの指摘に、アルトは珍しく狼ろう狽ばいする。

「いや、その、逢引きデートとはそういうものではありませんか？」

　困った様子で、懐ふところから一冊の小さな本を取り出した。娯楽用の読み本である。

「ちょっと見せて」

「はあ、どうぞ」

　受け取った読み本をパラパラめくる。どうやら恋愛ものらしい。とある国の妾しょう腹ふくの王子が、容姿・才能ともに恵まれながらも母の身分の低さで不遇をかこち、多数の女性との出会いと別れを繰り返すという筋立てである。

　ざっと斜め読みにしたが、様々な意味で危険な代物な気がする。

「これ、どうしたの？」

「逢引きデートの参考にと、テレジア様から押しつけ──もといお借りしました」

「姉様ったら」

　段々と、頭痛がしてきた。

　果たしてルネの従姉いとこは、アルトをからかっただけなのだろうか？　それとも本気で善意の忠告なのだろうか？　前者ならたちが悪いし、後者ならより一層たちが悪い。

「ひょっとして、ご不興でしたか？」

　恐る恐る、アルトが言った。その真剣な表情を、ルネはじっと見つめ、不意に小さく吹いた。

「ルネ様？」

「いいよ、もう。逢引きデートなんでしょう？」

　少なくともアルトが、逢引きデートという建前を本気で貫こうと努力しているのは分かった。たとえ迷走気味でも。

　ならば、それでいい。

　それがいい。

「行きましょう、アルト。ちゃんと先導エスコートしてくれるんだよね？」

「それは、もちろん」

　二人は連れだって、校門を潜った。




　帝都ベルンの代名詞たる七つの丘の中で、梟ふくろうヶが丘おかは獅し子しヶが丘おかに次ぎ、二番目に標高が高い。とはいっても、せいぜい一七〇フィート（約五二ｍ）程度だが。その頂から南に目を向ければ、ベルンの市街が一望できる。

　七つの丘が連なるため、ベルンの街並みは起伏に富んだ地形をしている。魔道学院の建つ梟ヶ丘、皇帝の居城たる獅子ヶ丘、〈いと高き存も在の〉の神殿が建つ百ゆ合りヶが丘おか──これらを除く四丘は、主に住宅地として用いられていた。

　水みず捌はけや風通しの良さから、それぞれの丘の高所は、貴族や大商人の邸宅で占められている。庶民たちは丘の下の方に、へばりつくようにして家や長屋を建てて暮らしていた。

　そして丘を下りきった低地一帯は、市場に広場、各種の劇場や浴場といった、公共の場になっている。無論、酒場や歓楽街も。

「久しぶりね」

　目抜き通りを歩きながら、ルネは声を弾ませた。一歩前を先導するアルトも、笑顔でうなずく。

　ベルンは人口一〇〇万に迫る、大陸でも屈指の大都市だ。市場には西部領の葡ぶ萄どう酒しゅに東部領の岩塩、島とう嶼しょ領の毛け織おり物ものといった帝国全土の産物が流れ込んでおり、呼び売りの声も賑にぎわしい。

　帝国のさらに外から交易によってもたらされた、南海の真珠や東洋の香辛料さえ珍しくなかった。

「少々お待ちください」

　道端に並んだ屋台の一つに、アルトは駆け寄った。山と積まれた果物と年代物の圧あっ搾さく機は、露天のジュース売りである。

「親おや父じ、二杯頼む」

「いらっしゃい、何にしやす？」

「そうだな──」

　二言、三言を交わし、銅貨と引き換えに二杯のジュースを買う。期待満々のルネの下まで、急いで戻った。

「どうぞ」

「ありがとう、何のジュース？」

「檸檬レモンです」

　アルトの答えに、ルネは口を尖とがらせる。

「もう、アルトったら。私が酸すっぱいのは苦手だって、忘れたの？」

「まあまあ、騙だまされたと思って」

「……本当に騙したのなら、ひどいからね」

　アルトに勧められて、ルネは渋々と檸檬のジュースを一口だけ飲んで──たちまち前言を翻ひるがえす。

「あ、これ、美味おいしい」

　甘みを補うため少量の蜂蜜を加えているのだが、その配分が絶妙だった。檸檬本来の風味を損なっておらず、爽やかな香りを楽しめる。苦手だったはずの酸味さえ、心地よい刺激に感じられた。

「最近、ルネ様はお食事のお好みが少々変わっておられるようでしたので。そろそろこういった味も楽しめるのではないかと思いまして」

「そうだったんだ。自分では、全く気づいてなかった」

　道端で足を止め、ゆっくりと檸檬のジュースを堪たん能のうする。ジュースの味よりも、むしろアルトの心遣いの方が心地よい。

（こうやっていつも私のこと、見ててくれてるんだよね）

　そんなことを考えながら、アルトの横顔を見つめた。

「俺の顔に、何かついてます？」

「──い、いや、別に」

　振り向いたアルトからそう聞かれ、ルネは慌てて目を逸そらす。

　休日なだけに、大通りの人出は非常に多い。まだ昼前だというのに、食い物を扱う屋台や露店は繁はん盛じょうしている。中にはもう酒を売ってる店まであり、朝っぱらから一杯引っかけた酔っ払いが、赤い顔でうろついていた。

　先ほどのジュース屋の向かいでは大道芸人が、下手な魔道よりも達者な手品や軽かる業わざで、人々を驚かせている。

　それらをぼんやり眺めながら、ルネはつぶやいた。

「ベルンの街は久しぶりだけど、こういうのは初めて。子供の頃はお出かけする時っていつも、お屋や敷しきの馬車に乗ってお目当ての店まで直行直帰だったし」

　当時のルネは、こうやって市場や通りをぶらつくことなど、考えたこともなかった。

「こんな今の私を父様や母様が見たら、何て仰おっしゃるかなあ？」

「特に叱ったりはなさらないと思いますよ。御先代も奥方様も、学生の頃は羽目を外すこともあったそうですし」

「あ、そうなんだ」

　ルネの父のロタールと母のマリアは二歳違いで、帝立魔道学院の先輩後輩だったという話だ。二人が結ばれたのは卒業後だったが、もしかしたら学生の頃から、そういう特別な関係だったのかもしれない。

「やっぱり父様と母様も、逢引きデートしたりしてたのかなあ」

「そこまでは存じませんが、可能性はあるかと」

「だったらいいなあ。何だか素敵」

　残りのジュースを飲み干し、ルネはほっと息をつく。

「ねえアルト、今から行きたいところがあるんだけど、いいかな？」

「構いませんが、どちらです？」

「──白はく鳥ちょうヶが丘おか」

　その一言に、アルトは押し黙った。

「もう一度でいいから、私の生まれ育った家を見てみたいの。たとえもう、人手に渡っていても」




　七丘の一つである白鳥ヶ丘は、ベルン市街の南東部一帯を占めている。皇宮の建つ獅子ヶ丘とは、緩やかな稜りょう線せんの連なりによって繫つながっており、その立地から有力な貴族が邸宅を構える屋敷町となっていた。

　市場や大通りの喧けん噪そうからは遠く離れた、閑静な地区だ。丁寧に掃き清められた街路に沿い、小高い塀が延々と続いている。

　衛兵の巡回も多く、不審な者が足を踏み入れれば、あっという間につまみ出されるだろう。だが魔道学院の制服を着ていたアルトとルネの二人は、特に見とがめられずに目当ての屋敷の門前に到着した。

「変わってないね」

　かつてのロレーヌ公爵家本邸を見て、ルネは小さくつぶやく。

　小さな城ほどもありそうな、豪壮な屋敷だった。そびえ立つ三階建ての本館も、生け垣の向こうに見える広々とした庭も、ほとんどルネの記憶の中のものと変わらない。

　──だからこそ、思い出してしまう。

　そっと目を閉じる。脳裏を過よぎるのは、七年前のあの日の情景。今でも夢に見る、父の死だった。

　遠目に見える、懐なつかしい屋敷。確か書斎は、三階のあのあたりだったはず。あの日、血と夕日で真っ赤に染まった部屋で、ルネと、父と、そしてアルトは──

「ルネ様？」

　アルトの声で、ルネはハッと我に返った。

「どうかなさいましたか？」

「ううん、何でもないよ」

　笑顔を取り繕い、そう答える。

「お屋敷、大事に使ってくれてるみたいだね。良かった」

　ルネの言葉に、アルトは苦笑した。

「それはそうでしょう。この屋敷の今の所有者は、あのカール大公殿下なのですから」

　東部太守カール・フォン・ブルグント゠エスターライヒ大公──皇帝ディートリヒ13世の名みょう代だいとして、ベルン帝国東部領を統治する、大貴族中の大貴族である。

「父様とは、あまり仲がよろしくなかった方よね」

「当家のロレーヌ領と、大公殿下の本領のブルグント領は、互いに隣同士でしたから。おまけに本領と東部領の境を跨またいだ、ややこしい関係。こういう場合、何かと諍いさかいは起きるものです。まあ先代のロタール様とカール大公殿下は、宮廷でも色々と角突き合わせていたそうですし、単に仲が悪かっただけかもしれませんが」

　冗談めかしたアルトの物言いだったが、ルネはかえって表情を強こわ張ばらせた。

「確か、噂うわさがあったよね。父様を闇討ちした黒幕は……」

「根も葉もない噂です。現に、あっという間に立ち消えました」

　珍しく強い語調で、アルトはきっぱりと言い切った。口をつぐんだルネを、今度は諄じゅん々じゅんと諭す。

「あまり、滅多なことを言うものではありませんよ。もし人の耳に入ったら──」

「うん、そうだね」

　うなずいたルネは、生け垣伝いに屋敷の裏手へと回る。

「ルネ様、あまり長居をするのもどうかと思いますよ」

　そう言いながらアルトは、屋敷の正門の様子を確かめた。無言で立りっ哨しょうしている門番が、こちらの様子をうかがっている。

「分かってる。もうちょっとだけ──見て、アルト」

　立ち止まったルネが、その場でしゃがみこむ。地面すれすれの位置で、生け垣に小さな穴がポッカリと空いていた。

「覚えてる？　子供の頃、二人でここからお屋敷を抜け出したの」

「もちろんですとも。と言うか、まだ残っていたのかこの穴？」

　不審げに首を傾かしげるアルトだが、ルネはそれに気付かない。

「本当に懐かしい。よくこんな小さな穴から、出入りできたよね」

　そうルネが、生け垣の穴から向こう側をのぞきこんだ時だった。

　甲高い大きな音が、屋敷から響き渡る。

「な、何これ!?」

「──警戒の術法です！」

　そう叫んだアルトが、ルネの手を引いて駆け出す。同時に、屋敷の正門が大きく開かれて、大公家の番兵たちがわらわらと出てきた。

「いたぞ！　怪しい奴やつめ！」

「捕らえろ！」

　その剣幕に、ルネは青ざめる。

「ど、どうしようアルト？　ちゃんと謝って、事情を話──きゃっ!?」

　強い力で右手を引かれ、ルネは思わず悲鳴を上げる。アルトがルネの手を引きながら駆け出したのだ。

「向こうから見て我々は、かつての政敵の一族で、今の屋敷の元住人です。何か良からぬことを企たくらんでの下見と見なされても、おかしくはない」

「で、でも逃げるなんて──」

「多少は無理筋でも、向こうはそう訴えることができます。もし魔道学院に知られたら、厄介なことになる」

「そ、それはそうだけど……」

　ルネはチラリと番兵たちの様子をうかがう。

「逃げ出すとは、やはり曲くせ者ものに違いない！」

「追え！　追うのだ！」

　加速度的に状況が悪化していく。もはや完全に手遅れだった。

「ご理解いただけましたか？　然しからば御免！」

「ちょ、ちょっと──ああ、もう！」

　本気で走り出したアルトに、ルネも全速力で続く。

「何でもう、こんなことになるのかなあ？」




　屋敷の中にも、門前の騒ぎは伝わっていた。

「御屋形様」

　三階の書斎、閉ざされた扉の前で、家老が恭うやうやしくひざまずいた。

「どうした、騒々しい。来客中だぞ」

「今し方、門前に不審な学生がおりまして。誰すい何かしようとしたところ、逃げだしました。ただ今、追手をかけております」

「左様か。任せる」

「はっ！」

　それっきり、主あるじからの言葉は途絶えた。立ち上がった家老は、早足で廊下を戻りつつ、キビキビと指示を飛ばす。

　一方、扉の奥の書斎では──

「ふん、ロレーヌの娘か。わざわざこの屋敷の門前に顔を見せるとはな」

　豪ごう奢しゃな長椅子に深々と腰掛けて、屋敷の主人たるカール大公は言った。机の上に載った水晶の球には、屋敷を離れるルネとアルト二人の姿が、明白に映し出されている。

　いわゆる、遠とお見みの水晶球だ。

「ひょっとして、儂わしへの宣戦布告のつもりかな。猪ちょ口こ才ざいな」

　そうつぶやきながら大公は、逞たくましい顎を飾る美び髯ぜんを撫なでさする。もう六〇近い年頃なのだが、その赤ら顔は精気に満ちており、老いの兆候など微み塵じんも感じられない。

「それは、どうでしょうか。私には、単なる子供じみた感傷のように思えます」

　書斎の片隅に立つ『客人』が、やんわりとそう答える。室内にもかかわらず、マントと白い仮面で身を隠したその姿を、カール大公はにらんだ。

「分かったようなことを言いおる。いや、それとも本当に分かっておるのか？」

「一応は、そのつもりですよ。私も同じですから。この屋敷のことを、どうしても忘れることができない」

　そう言いながら白仮面は、書斎の壁をそっとなでる。

「七年前のあの日のことは、今でも昨日のことのように覚えています。きっとあの子も同じでしょう。流血と夕日で赤く染まったこの部屋は──とても美しかった」

「はっ、お前に詩人の趣味があるとは思わんかったぞ。クネクネと、持って回った物言いをしおって。くだらん」

　心底からつまらなそうに舌打ちしたカール大公は、白仮面に言った。

「儂の気が短いのは、よく知っておろう。早々に結果を出せ。いいな、早々にだぞ。分かったか」

「それは、重々心得ております。今日か明日のうちには、殿下に良きご報告ができることでしょう」

「いいか、儂の期待を裏切るなよ」




　自分たちの素性が露見していることを知らないまま、アルトとルネは白鳥ヶ丘の通りを走っていた。二人とも両脚に魔力を回し、全力で駆け抜ける。

「この曲者が！」

「待て、止まれ！」

　追手が口々にそう叫ぶが、待てと言われて待つ馬鹿はいない。屋や敷しき町の静寂は、突然の怒号と足音で霧散した。

　通りを行き交う馬車の御者や、貴族の邸宅の門番たちが、何事かと目を剝むいていた。誰にとっても幸いなことに、大公の家臣たちも、白昼堂々と屋敷町で術法をぶっ放すほど頭に血が上ってはいないようだ。

「このまま白鳥ヶ丘を駆け下りて、市場か下町の人ひと混ごみに紛れ込みます！」

「分かった──って、アルトあれ！」

　ルネの警告の声に、アルトは振り向いた。ブルグント大公の屋敷から、いくつかの影が空に飛び上がる。

　大きい。

　鷲わしの前半身と、馬の後半身を併せ持つ異形の姿。鷲馬ヒポグリフ──鷲獅子グリフォンの雄と牝ひん馬ばの間に生まれた魔物である。

　それが三頭、いずれも背中に屈強な騎手を乗せている。鷲馬ヒポグリフは鷲獅子グリフォンに比べて気性が大人しく、乗馬として用いられることもあるのだ。跨がっている男たちは平服姿だが、ブルグントの騎士と見て間違いないだろう。

「飛空騎士まで繰り出すとは、大人げない！」

　有翼の魔獣を駆る飛空騎士は、騎士の技量と魔道士の才能──魔獣を操るためには必須──を併せ持つ、戦場の花形だ。鷲馬ヒポグリフに跨がった三騎のブルグント騎士のうち、二騎は上空からアルトたちの前方に回り込み、一騎は後方から高度を下げてくる。

　見事な連携だと、感心する間もない。

「止まれ！　さもなければ撃つぞ！」

　上空から降ってくる怒声。とは言え、今さら止まる馬鹿はいない。警告を無視して走り続けるルネたちだが──

「危ない!!」

「きゃあっ!?」

　警告の声と共に、アルトがルネの右手を強く引っ張る。悲鳴を上げてふらつくルネの足下に、短めの矢が突き立った。

　後方の騎士が馬上（？）から、右手の弩いしゆみで放った矢だ。弩に組み込まれた魔道の絡から繰くりが作動し、自動で弦つるを引きつつ次弾を装塡する。

「どうするの？　完全に本気だよ」

「撃ち落とします」

「どうやって!?　私の術法じゃ無理！」

　悲鳴じみた声を上げるルネをよそに、アルトは制服の懐ふところに手を突っ込むと、隠し持っていた石いし礫つぶてをつかみ取った。

「こんなことも、あろうかと！」

　上空の鷲馬ヒポグリフを狙い、石礫を投げつける。まずは後方の一騎。足を止めている余裕はないので、振り向きざまに一投を放った。

　全身の筋肉を、発バ条ネのようにしならせた一撃。加えて渾こん身しんの魔力も籠める。出で鱈たら目めな姿勢からろくな狙いもつけずに投げられた石礫は、だが恐るべき精度と勢いで後方の鷲馬ヒポグリフへと吸い込まれ、ちょうどクチバシの付け根に命中する。

　急所に思いもよらぬ痛打を受けた鷲馬ヒポグリフは、悲鳴じみた甲高い鳴き声を上げつつ、空中で姿勢を崩した。騎士の制御も受け付けない。地面近くまで降下していたこともあり、そのまま墜落する。

　石畳の街路に叩たたきつけられた、鷲馬ヒポグリフの巨体。騎乗していた騎士も地面に放り投げられて、人馬（？）そろって仲良く目を回す。

　ようやく追いついてきた地上の追手も、鷲馬ヒポグリフに道を塞がれて立ち往生していた。

「飛空騎士の投入は、苦手とする射手の配備を確かめてからが原則だろうに。甘く見たようだな」

　そうアルトは嘯うそぶいた。前方に回り込んでいた、残る二騎の飛空騎士も、警戒して上方に待避する。

「アルト、左の路地に！」

「え？　ああ、なるほど！」

　ルネの指示を受けたアルトは、彼女と共に方向転換。屋敷と屋敷の狭はざ間まの、狭い路地へと飛びこむ。

「これで、鷲馬ヒポグリフは追いかけてこれない。今のうちに逃げましょう」

　表の通りならいざ知らず、路地に逃げ込んだアルトたちを空から追うのなら、他の貴族の屋敷の『領空』を侵犯することになる。いくら大公といえども、そこまでの無理を押し通すのは難しい。

「な、何事だ、これは!?」

　通りの方から、権高けんだかな声が聞こえる。どうやらようやく、衛兵たちが駆けつけてきたようだ。

「我らはブルグント大公の家臣として、屋敷を狙っていた曲者を追っている！　木こっ端ぱ役人どもは引っ込んでいろ！」

「何と無体な！　いかに大公殿下の御ご家か中ちゅうとはいえ、白昼の往来でこのような真ま似ねが許されると思われますな！」

　何やら勝手に、諍いさかいを始めてくれた。

「今のうちに、逃げられるだけ逃げておきましょう」

「わ、分かった！」

　息を弾ませながら、ルネがうなずいた。田舎暮らしが長いためか、まだまだ体力に余裕はありそうだ。

　問題は、久しぶりの帝都でアルトとルネの土地勘が、著しく鈍っていたことだった。

「ここは確か、フリギア伯のお屋敷の裏よね」

「はい、その角を曲がれば通りに抜けられ──あれ？」

　曲がった先は、行き止まりだった。

　左右には屋敷の高い塀が連なり、正面は生け垣で塞がれていた。絵に描いたような、袋ふくろ小こう路じである。

「道、間違えちゃった！」

「早く戻りませんと！」

　だがアルトたちがやって来た路地の方から、無数の足音が近づいてきた。

「こっちだな、間違いない」

「おのれ曲くせ者ものども、ただではすまさんぞ」

　そんな殺気立ったやり取りまで聞こえる。

　おそらく何らかの術法で、こちらの足取りを追っているのだろう。完全に、追い詰められてしまった。

「ど、どうしよう、アルト」

「そうですね──」

　アルトは左右の塀と、正面の生け垣を素早く確かめる。こうなったらそのいずれかを乗り越えて、他人の屋敷に潜り込むしかない。

「ルネ様、失礼」

「え？　きゃっ!?」

　生け垣を跳び越えようと、アルトがルネを抱え上げた時だった。

「先ほどからの騒ぎ、何者か!?」

　凛りんとした誰すい何かの声と共に、右手の塀に設けられた勝手口が開いた。現れた人影に、アルトもルネも目を丸くする。

「エステル!?」

「おやアルト、それにルネ様まで」

　銀髪の少女騎士は、怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「なんであなたがこんなところに？　というかひょっとして、ここはリラダン侯爵のお屋敷ですか？」

「ええ、その通りですが」

「何てこった、区画を一つ間違えてた」

「どういう事情かは存じませんが──」

　ずかずかと近づく追手の足音に、エステルは小さくうなずく。

「追われているのは確かなようですね。どうぞこちらへ」

　身を引いて、勝手口の戸を大きく開いた。

「ありがとう！」

「恩に着る！」

　勝手口から邸内に招き入れられ、アルトとルネは大きく息をついた。

　どうやらここは、リラダン邸の裏庭らしい。エステルが勝手口を閉めて鍵をかけて直すぐに、塀の向こうの路地へと追手の足音が殺到する。

　間一髪だった。

「どうやら連中、俺たちの足取りを何らかの術法で追っているようなのですが、大丈夫ですかね？」

「ここは錬金のリラダン家の屋敷、その手の対処は万全です。その勝手口を潜くぐった時点で、そういった探査術法は無効化してますよ」

　アルトの懸け念ねんに、エステルは淡々と無事を請け負った。

「本当に助かりました、エステルさん。お礼を申し上げます」

　深く頭を下げるルネに対し、エステルはにこりと微笑ほほえむ。

「いえいえ。今すぐベアトリス様にお取り次ぎいたしますので、しばらくお待ちくださいませ。ただ、他の使用人に見み咎とがめられたら少し面倒ですね」

　小首を傾かしげたエステルは、裏庭の塀沿いに生えた灌かん木ぼくを指し示す。

「とりあえず、こちらにお隠れください。今からお嬢様をお呼びしますので、その間はこの場を離れないようお願いいたします。もし他の者に見つかったら、私の名を出してくださって結構です」

　そうテキパキと告げて、エステルは裏庭を離れた。残されたアルトとルネは、互いの顔を見合わせる。

「とりあえず、言われたとおりに大人しくしてましょう」

「当然です。万一にでも騒ぎを起こし、恩を仇あだで返すわけにはいきません」

　二人揃そろっていそいそと、灌木の陰に身を潜めた。

「問題は、ベアトリス様の方だよね。助けてくれるのかなあ」

「窮鳥、懐に入れば何とやら──の心意気を期待したいものです」
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　その日、ベアトリスがリラダン家の帝都屋や敷しきに戻ったのは、書庫の整理を監督するためだった。国くに許もとを離れられない父リラダン侯爵の代理である。

　魔道士たる貴族にとって、収蔵した魔道書というものは、それが家伝のものであれ広義のものであれ命綱と言える。それを整理するならば、当主かその代理が立ち会うのは当然のことだった。

　忠実かつ有能な家臣たちの手によって、整理の作業自体は昼過ぎまでに終わってしまった。ベアトリスは念のため、最後の確認をして回る。

　屋敷地下の書庫は、魔道の灯ともし火びによって照らし出されていた。頑丈に作られた書架の間を、ベアトリスは書庫の目録を手に回る。整理の際に十分な換気を行ったため、独特のカビ臭さは薄れていた。

「お嬢様」

　書庫の入り口から、階段を下りる足音がした。エステルが戻ってきたのだろう。

　先ほど、家臣たちから「屋敷の周囲で何やら不審な騒ぎが起こっている」という報しらせを受けたので、様子を見に行かせたのだ。

「どうでしたの、エステル？」

「それが、実は──屋敷の裏口からルネ・ド・ロレーヌ様と、従者のアルトゥール殿がお見えになりまして」

「……は？」

　思いがけない報せを聞き、ベアトリスは目を丸くして困惑する。

「裏口から？　なぜ？　ひょっとして昨今の帝都では、先触れもなく裏口から人を訪ねるのが流行はやっておりますの？」

「いえ、そういうわけではないと思われます。どうやら御二方は、何者かに追われているようでして。どうなさいます、お嬢様？」

「え？　そ、それは──」

　予想外な事態の連続に、ベアトリスは戸惑う。と、ズイッと身を寄せたエステルが、耳元に囁ささやいた。

「さしでがましいですが、これは好機かもしれません」

「こ、好機ですの？」

「ええ。ルネ様たちが窮地にこの屋敷へと逃げ込んだということは、お嬢様や当家にそこまでの悪印象を抱いていないという証左でしょう」

「た、確かにそうですわね！　その上で、お二人をこの屋敷で匿かくまえば──」

　そう気づいたベアトリスは、声を弾ませる。

「では、御二方を受け入れるということでよろしいですね？」

「もちろんですの。とはいえ、事情はお聞きせねばなりませんし、おもてなしの支度もいたしませんと。ああ──こんな格好ではいけませんわ。ちゃんとした服に着替え──」

「かしこまりました」

　苦笑したエステルは、手はずを整えるため人を呼んだ。




　それから、しばらくの後──

「いらっしゃいませ、ルネ・ド・ロレーヌ様。それにアルトゥール・レーモン殿」

　リラダン邸庭園の一角に用意された、瀟しょう洒しゃなテーブルセットの一揃え。白い椅子に腰掛けたベアトリスは、招かれざる客人を出迎えた。

　いつもの制服姿ではなく、青を基調にしたドレスを着ていた。大人びたデザインは、まだ幼さの残る容姿といささか不似合いにも見える。

　あるいは愛らしい顔に浮かんだ、笑みのせいかもしれない。細められた目と三日月の形に吊つり上がった口元は、抑えきれない愉悦と嗜し虐ぎゃくの感情を滲にじませている──ように見えたのだ。少なくともルネには。

　実のところ、単に澄まし顔をつくろうとして、盛大に失敗しただけなのだが。

「お、お招きに与あずかり光栄です、ベアトリス・ド・リラダン様」

　引きつった顔に辛かろうじて笑顔を貼り付けたルネは、スカートの裾をつまんでお辞儀した。白い頰を、つうっと汗が流れ落ちる。

　傍かたわらのアルトは全くの無表情のまま、無言で深々と腰を折った。

「さあさあルネ様、お掛けになられて。せっかくのお茶会ですのに」

「で、では遠慮なく」

　ベアトリスに促され、ルネはギクシャクと席に着いた。アルトもそれに倣ならう。

　テーブルの上では、エステルがティーセットの支度を整えている。こちらも制服ではなく、男性使用人用のお仕着せ姿だ。

「本日はロレーヌ公爵家の継けい嗣しをお迎えできて、光栄ですわ。国許の両親に代わり、精一杯のおもてなしをさせていただきますの」

「あ、ありがとうございます」

　カクカクとうなずきつつ、ルネは懸命に話題を探す。ここでベアトリスの機嫌を損ねて屋敷からつまみ出されてしまえば、それで終わりだ。

　当然のことながら、ベアトリスにそんな気が全くないことを、ルネは気付いていない。

「きょ、今日はお屋敷に戻られていたのですね」

「書庫の整理がありまして、作業は半日で終わったので、久々に屋敷で羽を伸ばそうと思っていたところですの。誰かさんにとっては、幸運でしたわね」

「全くデスヨネー」

　そんなやり取りを交わしている間に、エステルは手て際ぎわよく香茶の用意を整える。

「檸檬レモンにミルクにジャムと、色々取りそろえておりますが、今日のお好みはいかがなさいますか？」

「あ、私は檸檬でお願いします。砂糖はスプーンに半分で」

「俺は、何も入れずに」

「わたくしはミルクで頂きますわ。砂糖は抜きで」

「かしこまりました」

　それぞれのカップに注がれた香茶が、湯気と香りを立てている。自分のカップを手にしたベアトリスは、ニタリ、としか形容できない笑みを浮かべた。

　正確に言うならば、ルネにそう見えただけなのだが。

「い、いただきます」

　引きつった声でそう言いながら、ルネは香茶のカップに口をつける。全く何の味も香りもしない。

「ご歓談中に失礼いたします、ベアトリス様」

　そこに初老の執事が、足早にやってきた。

「どうしましたの、爺じいや？」

「今し方、東部太守の御家中の方々がお見えになりまして」

「ブルグント大公殿下の？　何の御用かしら」

　ついに来た──身を強こわ張ばらせたルネの前で、執事はベアトリスに耳打ちする。

「ふうん、魔道学院の制服を着た曲くせ者ものが、この辺りに逃げ込んだ──ねえ」

　ベアトリスはわざとらしくそう口に出して言いながら、ルネに意味深な視線を向けた。ルネはごくりと生唾を飲み込む。

（終わった──）

　絶望に、目が眩くらんだ。

　その隣ではアルトが、さり気なく背骨をたわませていた。いざという時の爆発に、備えているのだろう。

「わたくし、そんなもの存じませんわ」

　息詰まるような数秒の後、ベアトリスはあっけらかんと言い切る。

「ここにいるのは、わたくしの大切なお客様ですの。大公殿下の御家来衆には、そう申し上げて引き取って頂きなさい」

「かしこまりました。では、そのように」

　執事もまた、何も言わずに首肯した。

「失礼いたしました。お客様方も、何とぞごゆるりとなさいませ」

　そう言い残して、執事は立ち去った。それを見計らったように、ベアトリスはカップをソーサーに戻す。

「……助けて、くださるんですか？」

　安あん堵どよりもむしろ意外の念から、ルネはそう尋ねる。ベアトリスの物腰からして、大公に突き出されるのではないかと思っていたのだ。

「何ですの、そのお顔は？　ひょっとしてわたくしがあなたがたを、追手に引き渡すとでも疑ってらしたの？」

「そ、それは……」

「はい、その通りです」

　言葉を濁すルネの傍らで、アルトはあっさりうなずく。

「ベアトリス様がいかにも腹に一物ありそうなお顔をなさってましたから、これは年ねん貢ぐの納め時かと覚悟していました」

「アルト言い方ぁ!!」

　遠慮の欠片かけらもない物言いに、ルネは慌てる。一方のベアトリスは、思いがけない言葉に目を点にした。

「…………どういうこと、ですの？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくベアトリスから、エステルは目を逸そらした。

「申し訳ございません。その、先ほどまでのお嬢様の笑顔はアルトの言った通り、実に腹黒く見えました。あれでは、真意を疑われても仕方がないと」

「エステル、あなたもですの……そんなつもりは、ありませんのに」

　腹心の従者にまでそう言われて、ベアトリスはテーブルに突っ伏した。気まずい沈黙の幕が下りる。

「ええっと、つまり──ベアトリス様は最初から、私たちを庇かばってくれる心積もりだったのですか？」

「そう申し上げたはずですわ！」

　ルネの言葉に、ベアトリスはガバリと顔を上げた。

「……何があったのか、説明してくださいますわよね？」

「もちろん、です」




　ベアトリスに事情を話すのに、それ程の時間はかからなかった。

「一応、事情は吞のみ込めましたわ。一応、ですが」

　頭痛をこらえるような表情で、ベアトリスはそう言った。もしかしたら、実際にこらえているのかもしれない。

「人手に渡った屋や敷しきを、未練がましく遠目にうかがうことさえ、褒められたことではありませんわ。それで新たな住人と諍いさかいを起こし、挙げ句にその相手が帝国でも有数の大貴族とは。少々、軽率すぎると思いますの」

「……仰おっしゃるとおりです」

　あらためて他人の言葉で一連のやらかしを確認し、ルネは穴に入りたくなった。

「何がいけなかったのですかね？」

「行き当たりばったりなところだと思いますよ」

　互いの従者同士も、小声でひそひそ言葉を交わしていた。アルトに向けられるエステルの目は、今日に限ってひどく冷たい。

「あまり、お馬鹿なことはなさらないでくださいませ。これではあなた方に負けたわたくしどもの方が、それに輪をかけたお馬鹿に見えてしまうではありませんの」

「は、はい」

　ベアトリスの言葉に、ルネは少し驚く。まさか彼女がここまで率直に、決闘での敗北を認めるとは思わなかったのだ。

「分かっておりますわ。ただの勝敗だけではありませんの。あの決闘自体が、不当な言いがかりによるものだったのですから。あの時のわたくしの振る舞いは、貴族の行いからも魔道士の思慮からも程遠いものでした」

「…………」

「それにもかかわらずあなた方は、初代皇帝陛下の騎馬像の倒壊から、わたくしを救ってくださいました」

　そう言いながらベアトリスは、居住まいを正す。

「ルネ・ド・ロレーヌ様──今さらですが、あの時のお礼と非礼へのお詫わびを申し上げますの。ありがとうございました。そしてもしお許しいただけましたら、どうかお手を取らせてくださいませ」

　おずおずと差し出されたベアトリスの右手は、不安げに震えていた。

「ええっと──」

　戸惑うルネの肩を、アルトがポンと叩たたいた。無言の、何気ない動作。それが、ルネの心を決める。

「喜んでお受けいたします」

　ベアトリスの手を取り、優しく握る。強張っていたベアトリスの表情が緩み、年相応のあどけない笑顔になった。

　何だか温かな気分になった。その想おもいを、ルネはそのまま言葉にする。

「ベアトリス様、私と友達になってくれませんか？」

「………えっ？　と、友達!?」

　続くベアトリスの表情は、見物だった。

　顔を紅潮させながら、右を見て左を見て、縋すがるようにエステルを見上げ、盛大にわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「わ、わたくしは西方貴族の名門、リラダン家の跡取りですわよ！　が、学院のちょ、頂点を目指す身に、そんな、友情なんて生なま温ぬるいものは……」

　ツンとそっぽを向いたベアトリスの前で、ルネはシュンとうなだれた。

「そうですか……分かりました、残念です」

「お、お待ちなさいませ！　──意外に、せっかちな方ですわね」

　今度は慌て出すベアトリス。

「そうですわね……そう、ライバル！　ライバルとしてならば、認めてあげてもよろしくてよ」
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　今度は鼻息も荒く言い切った。

「ああ、お嬢様に初めてのお友達が……こんなに嬉うれしいことはありません」

「エステル、余計なことは言わないでくださいませ！」

「あはははは……」

　そっと目頭を押さえたエステルを、ベアトリスが叱責する。それを困ったように見ていたルネの耳元に、アルトが小声で囁ささやきかけた。

「色々と面倒くさいですけど、面白い方ですね」

「だからアルト、物には言い方が──あ」

　ふとあることに気づいたルネが、腰を浮かせる。

「ベアトリス様、その……先日の決闘の事故のことなのですが──」

　そう切り出したルネに、アルトはわずかに眉をひそめる。

「ルネ様、それ以上は」

「いいのよ、アルト。このことは、ちゃんとベアトリス様にお伝えしておかないと、不実なことだから」

　言葉を遮ろうとしたアルトを、ルネは諭した。

「気になる物言いですわね。くわしく、お聞かせ願いますわ」

「はい、実は……」

　席を立ったルネが、ベアトリスにそっと耳打ちをする。

「あなたを狙った何者かが、事故を装よそおって？」

　その話の内容に、ベアトリスは露骨に顔をしかめた。

「考えすぎではありませんの？」

「かもしれません。それならそれで構わないのですが」

　そうルネは正直に答えた。困ったような表情に、ベアトリスは芝居がかった大仰な仕草で肩をすくめる。

「あなたの言葉の真偽はともあれ、お二人を匿かくまうことに変わりはありませんわ。しばらくゆっくりとお寛くつろぎくださいませ」

「ありがとうございます」

　ようやくルネは、心から笑えた。




　　　　　　　４




　ルネとアルトがリラダン家を発たったのは、夕刻のことだった。魔道学院へと戻るベアトリスたちの馬車に、同乗させてもらったのである。

「本当に、ありがとうございます」

　広々とした馬車の車内、ふかふかの長椅子に腰掛けたルネは、対面の席に座るベアトリスへと頭を下げた。

「構いませんわ、この程度のこと」

　煩わしげな仕草にひとつまみの優越感を混ぜて、ベアトリスは言った。

　一方、アルトは車窓から周囲の様子をうかがっていた。夕暮れの屋敷町の広々とした通りを、いくつもの馬車が行き交っている。

　互いの屋敷を訪ね合う者もいれば、あるいは獅子ヶ丘の皇宮に招かれた者もいる。貴族同士の社交の時間だった。

「昼の騒ぎはもう収まったようですね」

　原因のアルト自身がぬけぬけとそう言うと、エステルが咎とがめるように咳払いをする。

「まだ衛兵の姿がそこかしこに見えるようですが、リラダン家の馬車に手は出せないでしょう。ご安心を」

「それは重ちょう畳じょう」

　アルトたちがそんなやり取りをしている間にも、馬車はゆっくりと白鳥ヶ丘の坂を下っていった。馬車を引くのは二頭の一角獣ユニコーン──ではなく、一角獣ユニコーンの姿を模した絡から繰くり仕掛けである。

　リラダン家の錬金術法によって製作され、魔道の力で駆動する、ゴーレムの一種だ。

「すごいですね。本物の一角獣ユニコーン以上に滑らかに動いてます」

　ゴーレムを見ながら、ルネが感嘆する。

「これは、ベアトリス様が造ったのですか？」

「ええ、まあ。ほんの手慰みなので、お恥ずかしい出来ですわ」

　そう何気ない口調で、ベアトリスは答える。表情や声音からして、謙遜ではなく本心らしい。

「実は先日、馬を用いない馬車、というものを考案したのですが」

「……どういう仕組みです？」

　ルネの質問に、ベアトリスはトントンと馬車の床を蹴った。侯爵家の令嬢としてはいささかはしたない仕草だが、今さらである。

「車自体に、魔道の絡繰りを仕込みますの。車軸を回転させるような仕組みを。ゴーレムの馬よりも、よほどシンプルで扱いやすい仕上げになるはずだったのですが──」

「どうしたんです？」

「父上から止められましたの。リラダン家の跡継ぎが、そのような美しくないものをこしらえてはならないと」

　ベアトリスはいかにも無念そうだった。

「なるほど……」

　ふとアルトは『馬に引かれず仕込まれた絡繰りで前進する馬車』というものを頭の中で想像してみる。なんとも不格好で、みっともない出来だった。

（これは無理そうだな）

　アルトの内心のツッコミと同じようなことを思ったのか、ルネも曖昧な笑みでお茶を濁している。

「ええと……こ、個性的な発想ですね」

「そういう世辞は結構ですわ。先覚者というのは理解されないものと、相場が決まっておりますもの」

　拗すねたように、ベアトリスはそっぽを向く。車窓から、自作の一角獣ユニコーンゴーレムをやや煩わしげに見やった。

「そのうちご覧に入れて差し上げますわ。こういう凡作とは違う、わたくしの新作を」

　作り手の酷評にもかかわらず、ベアトリスの一角獣ユニコーンゴーレムの性能は、確かなものだった。白鳥ヶ丘を下った馬車は、ベルン市内の大通りを北に向かい、梟ヶ丘の帝立魔道学院を目指す。

　学院の校門前に着いた時、日はとうに暮れていた。既に校門は閉ざされていたが、ベアトリスたちに気づいた守衛が、校門脇の小さな通用門を開く。

「リラダン家から話は通しておりますの。お通りくださいませ」

　アルトがルネの、エステルがベアトリスの手をそれぞれ引いて、馬車から降りた。エステルが御者に指示を出すと、馬車は速やかに走り去る。

「何から何まで、ありがとうございました」

「一つ申し上げておきますけど、昼間のようなこと軽々しく仰おっしゃらない方がよろしくてよ」

「承知いたしました。主あるじの御学友からの忠告、肝に銘じておきます」

　そう答えるアルトから、ベアトリスはプイと顔を逸そらせた。

「友達ではなくライバルと申し上げましたのに。人の話をお聞きなさいませ」

　そう答えながらベアトリスは、エステルの先導で通用門を潜くぐった。アルトとルネも、それに続く。

　学生寮へと続く、梟ヶ丘の上り坂。石畳の道を登り始めたところで、ふとベアトリスが立ち止まった。

「どうしました？　もう寮に戻りませんと」

「気が変わりましたの。わたくしこれから、月夜の散歩をいたしますわ」

「え？」

　唐突な気まぐれに、ルネは驚いた。そんな彼女を尻目に、ベアトリスは校庭をゆるゆると巡る小こ径みちに踏み入る。

「エステル、ついてきなさい」

「かしこまりました」

「あ、あの──」

　戸惑うルネを、ベアトリスは振り向いた。

「少々、考え事がありますの。あなた方は、先に寮へとお戻りなさいな」

　それだけ言うと、ベアトリスとエステルの姿は、木立の向こうの暗がりに消えてしまった。残されたアルトとルネは、顔を見合わせることしかできない。

「……どうしよう？」

「どうするも何も、学生寮に戻るしかないでしょう」

「そう、だよね」

　坂道を二人は登り始める。ふとアルトは、ベアトリスたちの消えた小径の向こうを見やった。

「どうしたの？」

「いえ、何でもありません。考えすぎでしょう」




　一方のベアトリスは、ゆっくりとした足取りで小径をたどっていた。背後のエステルへと、振り向かずに話しかける。

「分かっておりますわね？」

「無論です」

　答えるエステルの声は、わずかに緊張していた。

「このあたりですわ」

　立ち止まったベアトリスが、右側の灌かん木ぼくをにらみつけて声を張り上げた。

「そこに居ることは、分かっておりますの！　出てらっしゃいませ！」

　待つことしばし、茂みの奥の暗がりから、ゆらりと人影が現れた。見知った姿に、ベアトリスは目を細める。

「あなたでしたのね、ランベルト・トレヴィザン」

「先輩を呼び捨てにしてんじゃねーよ、クソ餓鬼」

　不機嫌そのものの様子で、ランベルトは舌打ちした。手には霊草の紙巻を、二本の指で挟んでいる。

「何だってんだまったく、人がせっかく一服しようって時に──」

「つまらないお惚とぼけは、お止よしなさいませ。見苦しいですわよ」

　ランベルトの言葉を遮ったベアトリスが、制服の懐ふところに手を突っ込む。取り出したのは、鈍い銀色に光る、小さな手持ちのベルだった。

「そいつは──まさか〈カプリコンの鐘〉か？　持ち主への敵意や害意に対して、持ち主にしか聞こえない音で警告する、リラダン家秘伝の魔道具」

「あら、存じてましたの。もっともこれは、〈カプリコンの鐘〉を模したわたくしの習作ですが。それが先ほど、校門を潜った途端に鳴り響きましたの」

「何が言いてえんだ？」

　忌いま々いましそうにランベルトは舌打ちした。

「今は鳴っておりませんわ。つまり先ほどの敵意はわたくしにではなく、ロレーヌ家のお二人に向けられていたということ。わざわざ夜中に校門で待ち伏せとは、尋常ではありませんわね」

「…………」

「ルネ・ド・ロレーヌが仰っていた、彼女を狙う曲くせ者ものの存在──半信半疑でしたが、あなただとすれば納得できますわ。入学式でも、決闘の時も、間近で仕掛けてましたのね。大胆な手口ですが、もはやこれまでですの」

　勝ち誇ったベアトリスの声に、ランベルトは歯を剝むき出す。

「おい餓鬼、つまりオメエは自作のオモチャをネタにして、このオレにアヤつけようってのか。いい度胸だな」

　ランベルトの威嚇にも、ベアトリスは動じない。

「見苦しいですわよ。訴えが不当なものだと仰るならば、わたくしを脅すのではなく御自分の無実を証明し、反論なさいませ。わたくしはただ、学院にあなたの悪事を告発するだけですの。真偽は公の場で堂々と争おうではありませんか」

　小さな胸を精一杯に反らしたベアトリスが、高らかに告げた。眼前のランベルトは、右手で顔を覆ったままがっくりとうなだれている。

　弁明の言葉すら、言おうとしない。

「観念したようですわね。エステル、連行いたしますの」

「かしこまりました」

　うなずいたエステルが、踏み出した時だった。

「──ったく、めんどくせえ」

　漏れた小さなつぶやきは、したたるような悪意を孕はらんでいた。




　ほぼ、同時刻──

　アルトたちが戻った時、学生寮は既に静まりかえっていた。足音を立てぬよう気遣いながら、暗い廊下を二人は自室へと戻る。

「やっぱり今日は、疲れたね」

　ベッドに腰かけて、ルネは背伸びをした。

「でもこれでベアトリス様とのことは、一件落着かな」

「実は一昨日おととい、テレジア様にベアトリス様のことも相談したんですよ」

「姉様、何て言ってたの？」

　ルネの問いに、アルトは苦笑する。

「放っておいても大丈夫、下手にこちらから手出しすればかえって面倒なことになる、とのことでした。実際、今日のような形で収まったわけですから」

「あはは、姉様にも感謝しないとね──きゃっ!?」

　換気のためにアルトが開けた窓から、いきなり強い夜風が吹き込んできた。亜麻色の髪を風になぶられ、ルネは小さな悲鳴をあげる。

「も、申し訳ありません！」

　アルトは慌てて窓を閉じた。ルネは閉ざされた窓越しに、ぼんやりと夜の向こう側をながめる。

「ルネ様？」

「あ、うん、なんでもない」

　怪け訝げんそうなアルトに、ルネはそう答える。

（何だろう、今の嫌な感じ）

　だが胸にわだかまる漠然とした不安は、消えてくれなかった。




　そしてまた、夜の校庭──

「マジでめんどくせえよ、オメエら」

　ランベルトはそう繰り返した。

「決闘ゴッコの次はお友達ゴッコか。気持ちわりいな。これだから餓鬼ってのは嫌いなんだ」

　ゆらりとランベルトは身を起こす。まるで蛇が鎌首をもたげるような仕草だった。指の間からのぞく右目は、異様な光でベアトリスを捉える。

「こ、この期におよんで無駄な足搔あがきをなさいますの!?」

「無駄な足搔きぃ？」

　右手の下からのぞくランベルトの顔は、爬は虫ちゅう類るいの笑みを浮かべている。

「無駄かどうかは、オレが決めることにするよ」

「エステル！」

　ベアトリスの警告の声と共に、エステルが動いた。

「お下がりください」

　警告の声を発しながら、エステルは〈三位一体アタナシオス〉の刃やいばを伸ばす。一瞬で変じた長剣を、両手で構え──

「え？」

　次の瞬間、エステルが吹き飛ばされた。

　一瞬で間合いを詰めたランベルトの放った無造作な回し蹴りが、エステルの右脇腹を捉えたのだ。冗談のように高々と宙を舞ったエステルの体が、そのまま地面に叩たたきつけられて、ピクリとも動かなくなる。

「うそ」

　呆ぼう然ぜんと、ベアトリスはそうつぶやいた。

　つぶやくことしかできなかった。

　いくら四年生次席でも、魔道士のランベルトが術法の一つも用いず、体術のみでエステルを叩き伏せるとは。

「オイオイ、さっきまでの剣幕はどうしたよ？　悪党のオレを連行して、学院に告発するんじゃなかったのか？」

「あ……」

　せせら笑うランベルト。剝き出しの悪意と暴力を見せつけられ、思わずベアトリスは後ずさった。

「今さらビビったのかよ。運がなかったな、餓鬼。あんな連中と、関わっちまったばかりによ。まあ、自じ業ごう自じ得とくってヤツだ」

　その言葉に、ベアトリスはようやく我に返った。引いたのはただ一歩、辛かろうじてその場に踏ふみ止とどまる。

「なぜあなたは、ルネ・ド・ロレーヌを狙って──」

「さあな。何にせよ、オメエの知る必要のねえことだ」

　問答無用、と言わんばかりに取り付く島もない態度である。それを見て、ベアトリスも覚悟を決めた。

「させませんの──出いでよ──縛れ」

　咄とっ嗟さに魔道書を呼び出し、術法を唱えた。制服の左袖口から走った魔道具の鎖が、ランベルトの眉間を狙う。

　手加減なし、渾こん身しんの一撃だった。

　だが──

「そいつは、もう見た」

　つまらなそうに言いながら、ランベルトは鎖をあっさりとつかみ取る。その光景にベアトリスは目を剝いた。

　いくら魔力で肉体を強化した騎士でも、ここまでの反応速度を持った者は滅多にいない。ましてや、魔道士が。

　だが焦あせりながらも、ベアトリスにはまだ勝算があった。

（かかりましたわね）

　彼女のもう一本の鎖が、長い制服の裾に隠れて密ひそかに地面まで伸び、そのまま地中に潜り込んでいたのだ。

　地面の下を伸びた彼女の鎖は、すでにランベルトの足下に達している。加えてランベルトは、まだ魔道書を手にしていない。その余裕が命取りだ。

　一撃で決めてみせる。魔力を鎖に流し込み、地中からランベルトに奇襲を──

「遅おせえよ」

　その一言とともに、雷光が奔はしった。ランベルトの放った電撃が、鎖を伝ってベアトリスを打ち据える。

「────!!」

　悲鳴すら上げられない。少女の全身を紫電が走り、そして力を失った小さな体はその場に崩れ落ちた。

「下手な小細工しやがって。初撃にすべてを賭けた方がまだマシだったな」

　そう舌打ちするランベルトを、倒れ伏したベアトリスは弱々しく見上げる。

（こんなこと、ありえませんわ）

　ランベルトが放った電撃は、四元素術法を応用した、ごくオーソドックスな攻性術法である。だがそれでも、魔道書も詠唱もなく術法を行使したのは、明らかに異常だ。魔道の原則に反している。

　騎士を超える身体能力と、魔道書抜きで行使した術法。二つの不条理を見せつけられ、ベアトリスは苦痛よりも疑念に苛さいなまれていた。

「まだくたばっちゃいねえよな」

　そう言いながらランベルトは、ベアトリスの襟首を摑つかんだ。まるで、犬猫か何かのように。そのまま右腕一本で、軽々吊つり上げる。

「もう少し、大人しくしときな」

　ニタリ、とランベルトの顔が嗜し虐ぎゃくの笑みに歪ゆがんだ。その意味を悟り、ベアトリスは心底から震え上がる。

「や、やめて──ああぁぁっ」

　再び走る電撃。

　懇願の声は、直すぐに掠かすれた悲鳴となり、やがて途絶えた。




　その情景を、エステルは見せつけられていた。

　抱え上げたベアトリスに、ランベルトは何度も電撃の術法を撃ち込んだ。その度に主あるじの小さな体が、弱々しく痙けい攣れんする。

　もはや、悲鳴さえ上げていない。

（──おのれ！）

　目の前が真っ赤に染まる。大切な主を嬲なぶられた怒りで、脳が沸騰しそうだ。歯を食いしばって伸ばした手が、〈三位一体アタナシオス〉に届く。

「おうおう、まだ元気そうじゃねえか」

　その寸前のことだった。嘲笑と共に、俯うつぶせになった背中が、ランベルトに踏みつけられる。

「────かはっ」

　肺から空気が絞り出される。

　容赦ない力で踏みつけられて、背骨がミシミシと軋きしんだ。

「……貴様」

　辛うじて上体を反らし、頭上のランベルトをにらみつけた。

「何をしているのか分かっているのか？　いくら四年生の次席でも、ここまでのことをしてただで済むわけが──」

「さあな。とはいえオレがどんな処罰を受けるにせよ、その前にこの雌餓鬼がくたばっちまったら、お前ら困るんじゃねえの？」

　ニタニタと笑いながら、ランベルトは言った。と、不意にその嫌な笑みがランベルトの顔から削そげ落ちる。

「ルネ・ド・ロレーヌを連れてこい。きっちりと、魔道書の原本を持たせてな」

　淡々とそう告げ、抱えたベアトリスを見やる。

「先公にチクったら、この雌餓鬼を犯して殺す。チクらなくても一時間遅れたら殺す。遅れなくても気が向いたら殺す。そういうルールだ、分かったな？」

「き、貴様、何を言って──」

　疑念の声を上げたエステルの脇腹を、ランベルトは蹴り飛ばす。声すら立てられないまま、エステルは身を丸めて悶もん絶ぜつする。

「〈庭園〉で待っている」

　そう言い残し、ランベルトは夜に消えた。




　夜よ更ふけの学生寮、ルネは自室の机で教本の頁ページをめくっていた。

「ルネ様、そろそろお休みになりませんと」

「ごめん、もう少しだけ」

　アルトにそう生返事するルネだが、実のところ目は教本の上を追っているのみ。内容は、ほとんど頭に入っていない。

　先ほどから胸を占めている漠然とした不安が、どうしても消えてくれないのだ。

「ルネ様」

　ベッドの支度を整えたアルトが、強い声で言った。きつめの語調に、ルネはビクンと背筋を伸ばす。

「お体に障さわります。お休みください」

「う、うん、分かった」

　アルトに諭され、ルネはうなずいた。

「結構です。では──」

　不意に部屋のドアがノックされた。控えめな乾いた音が、室内に響く。

　アルトとルネは、思わず顔を見合わせた。

「こんな時間に、誰かな？」

「俺が応対します。ルネ様は、お待ちください」

　そう告げたアルトが、足早に部屋の入り口に向かう。

「どなたですか？」

「私です」

「エステル？」

　しばらく前に別れた彼女が、一体何の用だろうか？　──そう訝いぶかしむ間もなく、部屋の奥のルネが声を上げた。

「入れてあげて、アルト」

「いや、しかし──」

「急いで、早く」

　何かを感じ取ったのか、ルネの声は切迫している。それを感じ取ったアルトは、その言葉に従った。

「一体、何の用です」

　開いた扉の向こうに、エステルが立っていた。明らかに、尋常な雰囲気ではない。

　男物の制服を着た長身が、頼りなく揺れている。乱れた銀の短髪と、何かを堪こらえるかのように引き結ばれた表情。

「失礼……いたします」

　そう言うなり、エステルは部屋に踏みこんできた──否いな、倒れ込んできた。

「いけない！」

　咄嗟にアルトは、エステルの躰からだを抱き留めた。しなやかな肢体が、アルトの腕の中でビクリと震える。

　アルトは廊下を一いち瞥べつし、素早く扉を閉じた。幸いにも人影はなく、誰かに見み咎とがめられた気配はない。

「どう、アルト？」

「負傷しているようです。ルネ様、寝台をお借りしてよろしいでしょうか？」

「当たり前でしょう」

　軽々とエステルを抱きかかえたアルトは、ベッドの上に彼女を寝かせる。制服を緩めて具合を確認し、ハッと息を吞のんだ。

「これは、酷ひどいな」

　はだけられた制服の下、真っ白な少女の肌の中で、腹部には無む惨ざんな痣あざが生じていたのである。

「代わって、アルト」

　魔道書を呼び出したルネが、アルトに代わって容態を確かめる。

「……打撲ね。強い衝撃をお腹なかに二発、右の脇と鳩尾みぞおちに受けている。骨や内臓に異状はないみたいだけど」

　回復術法をかけようと、ルネは患部に手をかざす。その手首を、エステルは握った。

「エ、エステルさん？　一体──」

「わ……私のことは、構い──ません。そ、それよりも、お嬢さ──ベア、トリス、様、が……」

　エステルは決死の形相で、切れ切れの言葉を並べ立てる。

「一体、何が？」

　アルトが抑えた口調で、そう尋ねた。

「実、は──」




　エステルが事情を語り終えるまで、それほどの時間はかからなかった。静まりかえった部屋の中で、エステルの喘あえぎ声だけが聞こえる。

　ややあって、ルネが嚙かみしめるように言った。

「ランベルト先輩が、そんな凶行を──」

　急には信じられずに、小さく首を振る。

「ねえアルト、これってつまり、そういうことかな？」

「おそらくは、間違いないでしょう」

　肝心な言葉を避けた曖昧な言い回しだが、二人の間では通じていた。と、身じろぎしたエステルが。体を起こす。

「お、お願いです、ルネ様。じ──時間がもう、ありません。もう、あなたにおすがりするしか──」

「分かっている。後は任せて。ベアトリス様は、私の友達なんだから」

　エステルを元気づけるように、ルネは言った。

「いいでしょう、アルト」

「無論です。というかこちらの事情に、ベアトリス様を巻き込んだようなものですし。俺たちが動かないと、筋が通りません」

　そう答えて、アルトはうなずいた。エステルの枕元に立ったルネは、その手をしっかりと握る。

「安心して、とは言えません。でもベアトリス様をお助けするために、私たちは全力を尽くします」

「あ、ありがとう、ございます」

　しばらくの間、ルネはエステルの震える手を撫なでさすった。安あん堵どの表情を浮かべた彼女から、そっと手を離す。

「よろしいのですね、ルネ様？」

　何がよろしくて何がよろしくないか、いちいち確かめる必要はない。

「行こう、アルト」

「承知」
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　夜の〈庭園〉で、ランベルトは静かにたたずんでいた。

　第一層の草原、岩山の麓に腰を下ろし、魔道書の頁ページを繰っている。夜闇の中で一人、明かりを灯ともさないまま。

　足下には意識を失ったままのベアトリスが、厳重に拘束されて転がっているが、一顧だにしていない。

　手にした魔道書は、帝立魔道学院への入学時に少年時代の恩師──市し井せいで私塾を営む在野の魔道士だった──から贈られたものだ。当初は最低限の術法しか記述されていなかったこの書にも、今ではランベルト自身の手によって数多あまたの術法が書き加えられており、『力ある書』として存分に機能している。

　不意に、魔道書の頁ページを閉じる。

「来たかよ」

　近づく足音に、ランベルトは顔を上げる。暗がりの中から近づく二つの人影を、じっと見つめた。

　言うまでもなく、アルトとルネの二人である。

「概おおむね、時間通りだな。結構なことだ」

　ニタリ、と爬は虫ちゅう類るいの笑みを浮かべながら、ランベルトは立ち上がった。




「ベアトリス様は、どこです？」

「────ん」

　硬い声で、ルネは問いかける。ランベルトは返答代わりに、足下に倒れたままのベアトリスを爪先で軽く蹴った。

　足蹴にされたベアトリスは、弱々しい吐息を漏らした。ルネとアルトも、それでようやく彼女に気づく。

「ひどい」

　息を吞むルネに、ランベルトはあらためて問う。

「そちらこそ、例のブツは？」

「……こちらです」

　ルネはそう答えながら、右手に魔道書を取った。それを見てランベルトは舌打ちする。

「写本じゃねえよ。原本の方だと言ったはずだがなあ」

「ええ、ですから原本を持ってきてますよ」

　どうにも話が食い違っている。ランベルトは顔をしかめた。

「見せな」

「もう見せてます」

「言葉遊びの駆け引きでもしているつもりか？」

「そんなつもりはありません」

　苛いら立だたしげに舌打ちしたランベルトが、ギョロリとルネをねめつける。

「まあいい、オメエらを殺やった後でひん剝むきゃいいだけの話だ」

　本気の殺意を籠めた声と目線、だがルネは怯おびえない。

「なぜなんです、先輩？」

　むしろ悲しげな眼まな差ざしで、ランベルトに問いかけた。

「なぜ、こんな酷いことをするんです？」

「なぜかって？　そうだな、強いて言えば楽しいからかな」

　含み笑いを浮かべながら、ランベルトは肩を震わせる。

「魔道ってのは、力だ。鼻血を噴くまで術法を学び、血の小便を流しながら鍛えて身につけた、オレの力だ。そいつを思うままに振り回して、何が悪いって言うんだ」

　振り下ろされた足、靴裏がベアトリスのまだあどけない顔を踏みつけた。

「こういう風に弱っちい屑くずどもを踏みにじるのは、楽しいぜえ。その相手が、名門貴族の方々なら最高だ。どいつもこいつも、ご大層なご先祖サマにあぐらをかきやがって。そのくせこっちがちょいと本気を出せば、伝統がこうだの成り上がり者がどうしただのクソやかましい」

「やめてください！　そんなこと──」

「お前さんなら、分かると思うんだがねえ」

　不意にランベルトの顔から、ゴッソリと表情が抜け落ちた。ひどく醒さめた視線で、ルネをにらむ。

「何不自由ない名門貴族サマから、急転直下の没落だ。周りから寄って集たかって散々に、惨みじめで酷い目に遭わされてきたんだろうが。そいつらに、思い知らせてやりたいと思っただろう？　笑っていた連中に、報いってモノをくれてやりたいだろう？　自分のされたことを、倍返しで仕返ししたいだろう？　だからそのための力が欲しくて、この学院にやってきたんだろう？」

「そんな、私……違う──」

「潰れた家を再興するってのは、そういうこったろうが。何を善人ぶってんだよ」

「──耳を貸す必要は、ありませんよ」

　立ち尽くすルネを庇かばって、アルトが前に出た。

「番犬のご登場か。まあいいさ。俺は別段、お前らに恨みがあるわけじゃねえよ。ただなあ、お前らが学院でデカい面してたら、困る御人がいる。そういうこった。後はまあ、察しろ。分かるだろう、それくらい？」

「だからと言って、いくら何でも危ない橋を渡りすぎじゃありませんかね？　表沙汰になったら、退学で済みませんよ」

　そう言いながら、アルトはいまだ意識を失ったままのベアトリスを見やった。

「間違いなく、リラダン家の怒りを買いますよ。先輩がいくら優秀な魔道士でも、所詮は平民出です。名門貴族がお嫌いなことは分かりましたけど、いくら何でも舐なめすぎだ」

「オメエらの知ったことじゃねえだろうが。まあ、なるようになるさ」

　挑発じみたアルトの物言いだったが、あっさりと受け流される。

「なるほど、よほど太いバックをお持ちのようだ。ルネ様や俺がいると困る人ってのが、そいつなんですかね？　一体、どこの誰なんです？」

「言うわけねえだろうが、このタコ」

「でしょうね」

　言いながらアルトは、腰の剣に手を添えた。ベアトリスたちとの決闘で、ランベルトから借りた剣である。

　あれ以来、返す機会がなく、借りっぱなしになっていたのだ。

「ちょうどいい機会だ、お返ししますよ。先輩の脳天に叩たたき込んでね」

「は、言うじゃねえか──来いよ」

　余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくの仕草で、ランベルトは手招きする。

　その瞬間、対決の幕は切って下ろされた。




「ふっ」

　アルトは低い声を発しながら踏み込んだ。全身に魔力を回して強化、鞘さやから剣を抜きつつ、流れるような動きで斬撃につなぐ。

　見事な抜き打ちの技だった。

　首筋の急所を狙った一撃は、だが寸前で防がれた。ランベルトの右腕が頸けい部ぶと刃やいばの僅かな隙間に滑り込み、受け止めたのである。

　尋常でない反応速度に加え、手応えも異様だった。アルトの魔力で強化された刃が、ランベルトの右腕に全く切り込めない。

　制服の袖の下に、何か防具を着込んでいるのか？　いや──

「初手から首狙いとは、おっかねえなあ」

　そうつぶやきながら、ランベルトは腰を捻ひねった。右腕でアルトの剣を防いだまま、反撃に左の貫ぬき手てを放つ。

　これまた速い。恐ろしく速い。騎士のアルトだからこそ、辛かろうじて見切れた。

（ギリギリでかわし、さらなる反撃に繫つなぐ）

　そう思い定めた途端、アルトの背を悪お寒かんが走った。全身の筋骨をたわめて、大きく後方に跳躍する。

　直感に従って動いたアルトの眼前で、ランベルトの左手が文字通り火を噴いた。貫手が真っ赤な炎に包まれて、小粒な火球が撃ち出される。もしもアルトが反撃のために最低限の動きでかわしていたら、間違いなく顔面を直撃していただろう。

　魔道士でありながら、騎士並みの身体能力で動くという不思議。魔道書も詠唱もなしに術法を行使する不条理。

「どういうことだ？」

　この二つを見せつけられて、アルトはうめく。

「イイ顔するじゃねえか。いつもの澄ましたツラより、よほど可愛かわいげがあるぜ」

　その挑発に、アルトは答えない。無言のまま鋭い目線が、ランベルトの右腕に注がれていた。

　先ほど、素手でアルトの斬撃を防いだランベルトだが、制服までは守り切れていなかった。深々と切り裂かれた袖の下からは、剝き出しになった二の腕に加えて、奇妙なものがのぞいている。

　それは、複雑な文字列の書き記された、紙片だった。いくつもの紙片が、まるで肌着のように、腕へと貼り付いている。よく目を凝らせば、緩んだ制服の襟元からも、首筋を覆う紙片がのぞいている。

「……あれは、魔道書なの？」

　後方でそれを見たルネが、小さくつぶやいた。その一言に、ランベルトの目元がピクリと反応する。

「ほう、気づいたかよ」

　いかにも、ランベルトの腕や首筋に貼り付いた紙片は、散ばらけた魔道書の頁ページである。記された術法の文字列は、淡い燐りん光こうを帯びており、ランベルトの息づかいに合わせてゆっくりと明滅していた。

　ランベルト自身の持つ『力ある書』と見て、間違いあるまい。この様子だとおそらく、制服の下の全身を覆っているのだろう。

「やはり『術衣』ですか。初めて見ました」

「勉強熱心だな、一年坊ぼう主ず。主人の方は、可愛げのないこった」

　ひねくれた物言いで、ランベルトはルネの指摘を肯定した。

「術衣？　何ですか、それは？」

「昔の魔道士が、戦う時に使っていた術法──じゃないや。技法かな？　ああやって頁ページ単位に解ほどいた魔道書を、まるで衣服みたく身に纏まとうの。そうやって魔道書と擬似的に一体化することで、書の力をより強く引き出せるんだって」

「魔道書と、一体に……」

「うん。今じゃもう、すっかり廃れちゃった技術なんだけど。確か、魔道士の体に凄すごい負担が──」

「当たり前だよなあ。お偉い貴族サマにとっては自分が術衣を纏って前線に出るよか、騎士サマに守られて後ろからシコシコ術を撃つ方が、よほど楽チンってもんだ」

　ルネの言葉を遮り、ランベルトはせせら笑う。

「どうせだ。本物の術衣ってモンを見ていきな」

　そう言うなりランベルトは、制服の上着を脱ぎ捨てる。露あらわになった瘦せぎすの長身には、予想通り魔道書の頁ページがびっしりと貼り付いていた。

　加えてその一挙動で、左手に魔道書が現れる。装丁からは頁ページの半ばが失われており、以前にこの〈庭園〉で目にした時の、半分ほどの厚さしかない。

「──覆え、我が鎧よろい、我が力」

　術法の詠唱と共に、残る魔道書の頁ページも弾はじけた。

　パラパラと宙を舞う紙片が、ランベルトの体に次々と貼り付いていった。剝き出しだった顔や頭、両手まで頁ページで覆われ、胴を覆う紙片の厚みもほぼ倍になっている。

　もはや紙片の服ではなく、鎧のようだった。

「──アルト」

「大丈夫ですルネ様、お任せください」

「うん」

　アルトはあらためて、無言で剣を構え直した。

「はっ、何が大丈夫なモンだか」

　ランベルトの顔を覆う頁ページの面の裏から、くぐもった声が聞こえる。同時にランベルトは右手を高々と掲げて、手刀として振り下ろした。

　アルトたちとの間合いからは、はるかに遠い。だがその動作に合わせて右手の頁ページの文字列が明滅、ランベルトの意図に沿い、半自動で術法を行使する。

　風が、鳴った──

　振り下ろされた手刀の軌跡が大気の断層となり、見えざる真空の刃やいばとして放たれた。

　アルトとルネを狙って。

「ルネ様」

「任せて！　──守れ、防げ、城じょう砦さいの如ごとく」

　ルネの右手で魔道書の頁ページがパラパラとめくれる。目当ての頁ページを開き、防御術法を選択し詠唱する。

　だが──遅く、弱い。術法構築の速度も、強度も。破損したロレーヌ家の魔道書では、術衣によって加速されたランベルトの術法に、全く追いつかない。

　それでも辛うじて、防御術法が間に合った。アルトの眼前に生じた光の壁が、迫る風の刃を受け止め、防ぎ、諸共に消滅する。

「は、よくやった。お代わりだ」

「これ以上は結構！」
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　ほぼ同時に、アルトは深く身を屈かがめて駆け出した。

　ランベルトが回し蹴りから放った風刃の二発目を、地面すれすれの姿勢で辛うじて搔かい潜くぐり、そのまま斬りかかる。

「せい──」

　渾こん身しんの斬撃は、だがあっさりと受け止められてしまった。

　真っ向からにらみ合う、アルトとランベルト。魔道書の下で浮かべているだろう酷薄な笑みが、アルトの脳裏にありありと思い浮かぶ。

「行くぞ」

　続く反撃は、苛烈そのものだった。

　次々と振るわれる拳や蹴り。のみならずその動作が引き金となって、次々と攻性術法が発動していくのだ。

　アルトはあっという間に、防戦一方に追いこまれてしまう。

　唸うなりを上げる拳の連打。その合間を縫って、至近距離から続けざまに叩き込まれる、炎に電撃に石いし礫つぶて。その全てをかわすことは、とてもできない。

　辛うじて直撃は避けているものの、すでにアルトの肉体は悲鳴を上げていた。

「こ、この！」

　アルトの窮地に、ルネも動いた。

　魔道書を手に駆けだし、反時計回りの動きで、ランベルトの後方へと回り込もうとしつつ、次々と術法を行使する。

「──撃て、撃て、撃て、炎よ、氷よ、雷いかずちよ」

　次々と攻性術法を構築し、五月雨さみだれ式に撃ち放つ。破損した魔道書でも、可能な限りの速さと強度で。

　だが、無駄だった。

　ルネの攻性術法に、ランベルトは反応すらしなかった。その必要がなかった。全身の頁ページが自動的に反応して防御術法を展開、ルネの放った火球や氷弾や電撃をことごとく撃ち落とし、無効化している。

　牽けん制せいにさえ、なっていない。

「そんな……」

　愕がく然ぜんとするルネの眼前で、ついにランベルトの一撃がアルトを捉えた。

　ほぼ密着状態からランベルトの右拳が突き上げられて、アルトのみぞおちに抉えぐり込む。肉を打ち合わせる、重く湿った音が響いた。衝撃で胴がくの字に折れ曲がり、両足が地面から離れる。

「────かはっ」

　掠かすれた喘ぜん鳴めいが、半開きになった口元から絞り出される。アルトの長身が、軽々と宙を舞った。

　だがアルトはそのまま空中で身を捻って体勢を立て直すと、そのまま手にした長剣を投げつける。

「何ぃッ!?」

　魔力を回して右腕の筋力を底上げし、さらに投射の瞬間に念動の簡易術法を剣へと重ねて加速させる。渾身の一投は、ランベルトの不意をついた。

　一直線に飛来した長剣が、本来の持ち主であるランベルトの顔面に命中する。

「ぐっ!?」

　ランベルトの長身が揺らいだ。衝撃で顔面から引き毟むしられた頁ページが、はらはらと舞う。ほぼ同時に、アルトは地面に叩たたきつけられた。

「アルト！」

　悲鳴じみた声を上げながら、ルネはアルトの下に駆け寄る。

「……やってくれたな、餓鬼ども」

　怒りに声を震わせるランベルトの眼前で、ルネは倒れ伏したアルトを抱え上げた。

「しっかりして！」

「……大丈夫、まだ息はありますから」

　冗談とも本気ともつかない物言いで返しながら、アルトは身を起こした。拳のめり込んだ腹部に手を当て、具合を確かめる。

　腹に風穴が開いた──一瞬、そう錯覚したほどの一撃だった。

　自分から後方に飛ぶことで辛かろうじて威力を減げん殺さいしたが、それでも全身がバラバラになりそうな衝撃は残っている。手にも足にも力が入らず、膝立ちの体勢を取るだけでも一苦労だ。

　ふらつく上体を、ルネが支えてくれる。

「強い」

　呻うめきながら敵手の姿を見上げ、アルトは絶句した。

「あれって──」

　背後のルネも、息を吞のむ。

　術衣を毟り取られて露あらわになったランベルトの顔は、無む惨ざんな有り様だった。

　元々肉付きの悪い顔からは完全に血の気が引いており、土気色の肌にはびっしりと脂汗が浮かんでいた。さらに目鼻耳口といった七つの孔あなの全てから血が噴き出し、顔面を赤くまだらに染めている。

「あれが、術衣の廃れた理由だよ。魔道士への負担が、強すぎるの。魔道書の力と合一して支えきれるほど、人間の体は強くない」

　ランベルトの凄惨な姿を見ながら、ルネは言った。

　酷ひどく、辛つらそうな声だった。まるで自分自身を責め苛さいなむかのように。

「ハ、当たり前だろう。魔道に身命を捧ささげるってのは、こういうことだ。家門にあぐらをかいた上級貴族様の方々とは、気合いが違うんだよ」

　ゼイゼイと喘あえぎながら、だがそれを意に介さず、ランベルトは嗤わらう。

「そうさ。名門面した連中なんかじゃねえ。オレこそが、魔道に身命を捧げてるんだ」

　つぶやいたランベルトの足下から、散らばっていた魔道書の頁ページが浮かび上がる。再びランベルトの顔を覆い、面となって容貌を隠す。

「魔道に、身命を捧げる──」

　そう繰り返し、アルトは再び立ち上がった。

「そうですね。ああ、そうだ。その覚悟がなければ──」

　ふらつく足で体を支え、両手で拳打の構えを取る。

「アルト、まさか──」

「ルネ様、あれをお願いします」

「────!!」

　こっそりとつぶやかれたその言葉に、ルネは全身を強こわ張ばらせる。

「そんな、あれは……」

「他に手はありません。今の俺とルネ様では、ランベルト・トレヴィザンに勝てない」

「でも……」

「お願いです、ルネ様。俺に、貴女あなたを守らせてください」

　一瞬だけ振り向いて、アルトはルネにそう言った。黒い瞳が、この上なく真摯にルネを見つめる。

　その眼まな差ざしに、ルネも腹を括くくった。

「分かった」

「お願いします」

　そう言うなり、アルトは滑るような足取りでランベルトとの間合いを詰める。ルネもまた、手にした魔道書の頁ページを繰った。

「──目覚めよ、応えよ、我が書よ」




　　　　　　　２




「往おう生じょう際ぎわが悪いな、当然か」

　アルトとルネの主従の動きに、ランベルトは小さく舌打ちした。

　魔道書を手に術法を唱えるルネと、彼女を背後に庇かばって前へと出たアルト。典型的な、魔道士と騎士の連携だ。

　半はん端ぱな攻性術法が、牽制にすらならないことは理解しているだろう。余程の大玉を隠し持っているのか？　そんな大規模で強力な術法を、あの破損した魔道書で行使できるとは思えないが。

　まあいい──何にせよ、このまま黙って見ている手はない。そろそろ、トドメの差しどころだ。

「いい加減、くたばれよ」

　一気にアルトとの距離を詰めつつ、右の拳を繰り出す。その動きに合わせて、風の術法を発動し、全身を加速する。

　風を纏まとった拳が鉄てっ槌ついと化して、アルトの顔面を狙う。容易たやすく頭蓋を粉砕しうるだけの力を込めた、必殺の一撃。

　メキリ──

　鈍い音を立てたのは、ランベルトの右腕だった。

「ああん？」

　激突の瞬間、恐るべき速度で振るわれたアルトの左の手刀が、ランベルトの拳を撥はね除のけたのだ。

　のみならず、アルトの手刀はそのまま鋭く弧を描いて、ガラ空きになったランベルトの胸板に叩き込まれる。

「ガグボァ──ッ!!」

　凄すさまじい一撃だった。術衣の表面に展開された防御術法を突き抜けて、衝撃がダイレクトにランベルトの胸郭を貫く。強烈なカウンターを食らったランベルトは、そのままふらつきながら後退した。

「い、今のは!?」

　辛うじて踏みとどまったランベルトだが、アルトの身に起きた異変を見て愕然とする。

　剝むき出しになったアルトの左腕が、黒く変色していたのだ。のみならずその表面では、無数の文字列が瞬またたいている。

　まるで、今のランベルトのように。

（まさか、こいつも術衣を!?）

　驚きながらも、ランベルトの意識と体は半ば自動的に動いていた。

　たたらを踏みながらも体勢を整えつつ、その足下を中心に土属性の術法を展開する。直接的な攻撃ではなく、アルトの足場を崩すためのものだ。小技ではあるが、白兵戦の最中に嵌はまれば絶大な威力を発揮する。

　だが足下が崩落する寸前で、アルトは地面を蹴って垂直方向に飛び上がっていた。偶然か？　それともランベルトの戦法を読んでいたのか？

　宙を舞ったアルトの全身が回転しつつしなり、飛び回し蹴りを繰り出す。

　命中。

「うばァ…………」

　顔面を強したたかに蹴り飛ばされたランベルトは、今度こそ耐えきれなかった。体勢を崩し、その場に横転する。

　一瞬だが、意識が飛びかけた。

（この力、やはり術衣──いや、違う）

　辛うじて身を起こしたランベルトは、目の前の情景に目を剝く。

　アルトは、術衣のように魔道書の頁ページを纏っているのではない。黒く変色したアルトの肌の上に直接、魔道書の秘文字が記されているのだ。

　まるで、肉体そのものが魔道書に変じているかのように。

　その情景を、ランベルトは以前にも見ていた。

　先日の決闘騒ぎの終盤、密ひそかに皇帝の騎馬像を倒壊させてルネの暗殺を狙った時のことだ。あのように黒変した腕で、アルトは青銅の巨大な像を支えて、主あるじを守り切ったのだ。

　あれは、見間違いではなかった──

「何だ、お前は？」

　愕がく然ぜんとつぶやく間にも、アルトの異変──というよりも変異は続いた。肌の黒変が、見る見るうちに全身へと広がっていく。

　黒く染まった肌は、身に纏った衣服まで取り込んで硬質化。アルト本来のしなやかな長身を、漆黒の装甲が包み込む。そして肉の削そげ落ちた髑どく髏ろを思わせる、異形の貌かお。

　人体とは思えないほど禍まが々まがしい姿は、まるで御お伽とぎ噺ばなしに出てくる〈悪魔〉のよう。

「何なんだ、一体？」




　変貌した従者の姿を目にして、ルネは唇を嚙かみしめた。

「……アルト」

　思わず目を逸そらし、うつむく。

　脳裏を過よぎるのは、七年前のあの日の情景。血と落日で赤く染まった、ロレーヌ邸のあの部屋だった。

『ロレーヌ家、の……魔道を、絶やす、わけには──いかん、のだ』

　瀕ひん死しの父の漏らした言葉が、耳に蘇よみがえる。

　あの時、頁ページの半ばを失ったロレーヌ家の魔道書は、崩壊の瀬せ戸と際ぎわにあった。それを避けるため、父ロタールは禁忌の術法を行使したのである。

　その術法を、ルネは間近で見ていた。

　のみならず、力尽きかけた父に代わり術法を唱和した。

『お前にしか……できないのだ、ルネ。ロレーヌの──継けい嗣したる……お前、に、しか──』

　魔道書を人体に封入し、新たなる器を与えるという、厭いとわしい術法を──

「ごめんなさい」

　過去の記憶が、ルネを苛む。

　魔道書を封入する器に選ばれたのは、巻き込まれて重傷を負った、まだ幼いアルトの肉体だったのだ。

　他に手がなかったのは分かる。魔道書を保護するためだけではない。重傷を負ったアルトの命を救うためにも、他に手段がなかったのだ。

　今でも、覚えている。

　父と二人で唱えた術法。

　魔道書の頁ページで弱々しく明滅する文字の一つ一つが、アルトの小さな体の中へと消えていく。あらゆる生物の霊質に刻印された、命そのものを伝える螺ら旋せんの紐ひも──それを素子として応用し、魔道書の記述を転写したのだ。

　人体、いや生命そのものの本質に限りなく近づいていたロレーヌ家だからこそ可能な、秘伝の業わざ。

　息を凝らしていた時間は、どれくらいだっただろうか？　不意にアルトの体が震えた。止まっていた心臓が弱々しく──だが確実に脈打ち。ヒューヒューと掠かすれた呼吸を繰り返す。

　死の淵ふちから息を吹き返した幼おさな馴な染じみを抱きしめて、ルネはわんわんと泣きわめいた。力尽き、こときれた、父の骸むくろの傍かたわらで。

　今でも、忘れられない。

　数え切れないほど夢に見て、その度に煩はん悶もんしてきた。

　自分は、正しかったのだろうか？

　他に、方法はなかったのか？

　結果として、術法は成功した。アルトの体内に封入された魔道書は、人体という器を得て安定し、崩壊を免まぬかれた。そして魔道書の魔力と、記述された回復術法により、アルトも一命を取り留めたのだ。

　だが同時にそれは、アルトの体を人以外の存在へと造り変えてしまったということ。呪いとも言える、過酷な運命を背負わせてしまったということなのだ。

　他ならぬ、ルネ自身の手によって。

　だからこそ、こうやって異形に変じたアルトの姿を見ると、ルネは否いや応おうなく思い知らされてしまう。

　今のアルトが、人ならざる半人半書の存在だということを。

　アルトをそう変えてしまったのが、他ならぬ自分自身の魔道だということを。

　自身の手にした魔道書を見やる。この写本は、アルトの内に存在する原本から写し取ったものだ。得体の知れない激情が、少女の内から湧き起こる。

「────っ！」

　魔道書を地面に叩たたきつける寸前で、ルネは癇かん癪しゃくを堪こらえた。呼吸を整え、じっとアルトの背を見つめる。

　決して、目を背けたりはしない。

「勝って、アルト」

　静かにつぶやきながら、ルネは魔道書を繰った。




　活性化した魔道書は、器（あるいは宿主）たるアルトの肉体を、現状──すなわち戦闘へと適した形態へと、速やかに書き換えた。

　霊質の螺旋構造に記述された魔道の叡えい知ちは、文字通り血肉と一体化し、脳に術法と知識の奔流を流し込んだ。硬質化した体表に浮かび上がった無数の秘文字は、明滅と脈動を繰り返し、循環する魔力量を爆発的に増幅させる。

（──────!!）

　声にならない絶叫を、アルトは張り上げた。圧倒的な魔力と知識の奔流に、意識が一瞬で押し流される。

　大だい命めい十じっ書しょの第三書──千年以上の年を経た文字通りの怪物の前に、アルト個人のちっぽけな自我など、まるで無意味だった。人格そのものが微み塵じんに寸断され、単なる情報として書に吸収される、おぞましい感覚。魔道書の力をここまで解放するのは初めてだが、完全に甘く見ていた。

　自分自身を内側から書に貪り食われる恐怖で、アルトが発狂しかけた時だった。

『勝って、アルト』

　小さな声が、アルトの意識を繫つなぎ止める。

　混濁しかけていた頭の中が、一気に明瞭となる。肉体を巡る膨大な魔力が、総量はそのままながら、秩序だって周天し始めていた。

　魔道書からもたらされた莫ばく大だいな知識が、キチンと整理され、脳内のあるべき場所へと収まっていく。

「これは……？」

　振り返ったアルトが目にしたのは、片膝を地面について身を屈かがめたルネの姿だった。目を伏せ、忘我の表情で手を組んだその姿は、まるで神に祈りを捧ささげる聖女のよう。

　眼前に浮かんだ魔道書──第三書の写本の頁ページが、ひとりでにパラパラとめくれた。それに同調し、アルトの体表の魔道文字が瞬またたく。

「そうか、ルネ様のおかげで」

　彼の主が写本を通じて体内の原書に干渉し、制御しているのだ。魔道士と騎士、そして魔道書の三さん位み一いっ体たいが、ここに成立する。

「勝って、か」

　自分の左胸に、そっと手で触れる。その脈動からルネの想おもいを感じ取り、アルトは駆けだした。




「冗談じゃ、ねえぞ」

　対するランベルトは、完全に圧倒されていた。

　魔道士の肉体に魔道書を封入し、完全に合一する。術衣によって擬似的に魔道書と同化したランベルトだからこそ、その危険さは分かる。

　さしずめ『人書一体』とでも呼ぶべきだろうか。

「くお！」

　突進するアルトに向かい、迎撃の回し蹴りを放つ。風を裂く一撃は、だがあっさりと宙を切った。

　残像を残してかき消えたアルトの姿。自動発動した探知術式が捕捉するよりも早く、ランベルトの背筋を衝撃が突き抜ける。

　一瞬で背後に回り込んだアルトの拳打をくらい、ランベルトは無様によろめいた。

　咄とっ嗟さに放つ、反撃の裏拳。振り返りざまに放つ左の一撃を、アルトは正拳で迎え撃った。ぶつかり合う拳と拳、そして響く鈍い異音──

　ランベルトの拳は、一撃で粉砕されていた。術衣の頁ページごと肉がひしゃげ、骨が砕け、五指それぞれが出で鱈たら目めな方向に捻ねじ曲がる。

「…………かァっ」

　辛かろうじて、悲鳴は堪えた。発動した回復術法が、左手の負傷を癒やそうとする。がアルトが、その暇を与えてくれない。

　立て続けの打撃が、ランベルトを打ちのめす。亀のように防御を固めたその上から、お構いなしに。その度に術衣を構築する術法が揺らいだ。

　打撃時の接触を介して、向こうの魔道書がこちら側のそれに干渉しているのだ。そのことに思い至り、ランベルトは愕然とした。

　ありとあらゆる意味において、アルトの人書一体はランベルトの術衣を圧倒している。

「認めねえ……」

　術衣による魔道書との擬似的な一体化によって、ランベルトは平民出でありながら、名門の魔道士を凌しのぐ力を手に入れた。文字通り骨身を削る修練の果て、それが魔道に身命を捧げるということだと思っていた。

　それだけの覚悟が、自分にはあると思っていた。

「認められねえ──」

　だが今、目の前の一年生はそれ以上の覚悟を見せつけている。

　自らの肉体に魔道書そのものを封入し、真に一体化するという、怖おぞ気けを震うような術法。ランベルトにも、そこまでの発想はなかった。

　否いな──たとえ発想があったとしても、自分に実行できただろうか？　自身の肉体を贄にえとして使い潰すような、あの術法を？

「認めてたまるか!!」

　不意の激情が、ランベルトを突き動かした。自身の肉体を起点として、無差別に攻性術法をまき散らす。アルトが回避行動を取った隙に後方へと跳躍して、距離を取った。

　術衣を解体。

　飛散した魔道書の頁ページは、ランベルトの前方で渦を巻き、筒状の構造体を擬似的に形成する。まるで、砲身のようだ。

　その砲ほう腔こう内で、明滅する魔道書の文字列が、重層的かつ強固な複合型の術法を構築していく。

　開いた砲門の向こう側にアルトと、その後方に立つルネの姿を見据え、ランベルトは呼吸を整えた。

　前屈立ちの姿勢で、左半身に構える。脇を締め、握った右拳は肋あばらの位置に。傷ついた左手は自然に下げる。

「せいやあっ!!」

　裂れっ帛ぱくの気勢と共に、右拳を突き出した。ぐっと地面を捉える指関節から、足首、膝、腰、肩、肘、手首まで、全身の関節を連動させる。眼前に構築された魔道書の砲身、その砲尾に、拳を介して全魔力を叩き込んだ。

　渾こん身しんの攻性術法が起動する。

　放たれたランベルトの魔力は、砲身内を螺旋状に渦巻いた。加速・増幅・収束のプロセスを繰り返し、砲門から光の奔流となって迸ほとばしる。

　位置取りは計算済み。たとえアルトには回避されたとしても、そのまま一直線上のルネを吹き飛ばす。

　──殺とった！

　会心の砲撃の手応えを、ランベルトは感じ取った。




　ランベルトの砲撃を目前に、アルトの判断は素早かった。

　回避──不許可。自身の肉体を防壁として砲撃を受け止めねば、射線上のルネに被害がおよぶ。

　防御──不可能。敵の砲撃は単一の術法によるものではなく、多数の攻性術法による複合構造と推定。その全属性に対応した防御術法の即時構築は、現状の第三書では極めて非現実的。

　ならば、取るべき対応は一つ。

「喰くらって、耐える！」

　即座に腹を括くくったアルトは、そのまま真っ向からランベルトの砲撃術法へと飛びこむ。

　まるで光の柱のように見えるそれが、アルトの体を飲み込んだ。眼前で硬質化した両腕を交差させる。

　激げき甚じんな威力だった。

　強烈な熱波を浴びた右腕が瞬時に炎上し、肩から消し飛んだ。衝撃でアルトは大きく仰のけ反る。だが炭化した損傷部では、治癒術法が即時発動。骨・筋肉・皮膚組織があっという間に再生する。

　次いで極低温の冷気に晒さらされた左腕が、骨の髄まで壊え死しし、肘から腐り落ちる。今度は足を止めることなく、治癒術法で再生しながら前進を続行した。

　ランベルトの砲撃に晒された五体を盾として使い潰しつつ、再生させ、アルトは突貫した。多数の回復術法の同時発動に脳が悲鳴を上げ、負荷に耐えかねた眼球の毛細血管が破裂して視界を真っ赤に染める。

　繰り返される無数の死と復活。果たしてどれだけの時間が流れたのだろう。永遠に感じられた数秒の後、アルトは唐突にランベルトの砲撃術法を突っ切った。

「勘弁してくれ」

　最後の切り札を正面から突破され、呆ぼう然ぜんとランベルトがつぶやいた。ほぼ戦意を喪失した、棒立ちの姿。だが、容赦はしない。

「魔道に身命を捧げるというのは、こういうことだ」

　そう嘯うそぶきながら、下方から突き上げるような掌打を放った。アッパー気味の一撃が、モロにランベルトの顎を捉える。

　そのままアルトはランベルトの顔面を鷲わしづかみにする。全体重をかけ、完全な死に体となったランベルトを、後頭部から地面に叩たたきつけた。




　　　　　　　３




　足下に倒れたランベルトを見下ろし、アルトは深々と息をついた。

「アルト！」

[image: ]

　小走りで駆け寄ってきたルネが、アルトの背にそっと手を重ねる。

「すぐに術を解くから」

「お願いします。左手はこのままで」

　うなずいたルネは、魔道書の写本を手に術法を唱えた。

「──閉じよ、静まれ、常の如ごとくに」

　詠唱に連れて、アルトの内で稼か働どうしていた原本が沈静化していく。黒変し硬質化していた肉体が元に戻り、取り込まれていた制服も再構築された。生身で感じる夜風の感触が心地よい。

　感覚が急激に切り替わったためか、目まいを感じる。いまだ黒変したままの左腕を押さえて、アルトは少しふらついた。

「大丈夫なの？　休んだ方がいいんじゃない？」

「心配御無用ですよ」

　気遣うルネにはそう答えた。さすがに、笑顔を作る余裕はない。

　その場に膝を突き、右腕で倒れたランベルトの襟首を摑つかんで、無理矢理に引きずり起こす。そのまま力任せに絞め上げると、ランベルトはくぐもった呻うめき声を上げながら、目を開いた。

「気分は？」

「最悪だ」

　この期におよんでも、ランベルトの顔には薄ら笑いが貼り付いたままだった。虚勢かもしれないが、ある意味では立派である。

「誰の差し金です？」

「言えねえな」

　シンプルな問いかけと、シンプルな答え。予想通りだった。ならばこちらも、遠慮する必要はない。

「では、こちらも手荒にいかせてもらいます」

　宣言するなり、アルトは黒変したままの左手で、ランベルトの顔面を鷲わしづかみにする。読心の術法を行使。

「て、てめえ、何を──ガアァッ!!」

　万力まんりきのような力で頭蓋を締め上げられ、ランベルトは悲鳴を上げた。

　読心の術法にはいくつかの形式があるが、生体術法に基づくロレーヌ家のものは、対象の頭部への直接接触を前提にしていた。そのため手間はかかるものの、精度は折り紙付きである。

　魔道書の現存する頁ページにこの術法が残っていたのは、アルトたちの幸運であり、ランベルトにとっては極めつきの不幸だった。

「や、やめろ──俺の頭の中に──入ってくるんじゃねえ！」

　必死にもがくランベルトから、ルネは目を逸そらした。だが、アルトは容赦しない。

「頭の中で歌を歌っても無駄です。自分の脳は誤魔化せない」

　そう冷たくうそぶく。

　アルトの脳裏に、ランベルトの脳から吸い上げた記憶がちらつく。暗い部屋。夜の教室だろうか？　何者かの人影と二人きりで話している。

『その新入生を、潰せってことっすか？』

　──見つけた！

　目当ての記憶を探り当てた。アルトはより深く同調を深め、記憶に潜り込む。ランベルトの視点で、記憶を追体験するためだ。

　記憶の中のランベルトは、夜の教室で何者かと話し合っていた。

『そうだ。可能な限り事故に見せかけて欲しい。そうだな──入学式での模範演技あたりが、最適だな』

『オレもメンバーに選ばれてますんで、やってやれないことはないっすけど。何でまた、わざわざそんな危ない橋を渡るんすか？』

『…………』

『これ以上は聞くな？　ったく、秘密主義にもほどがあるだろうよ』

（こいつが、黒幕か。何者だ、一体？）

　残念なことに記憶の所々に綻びがあるため、話し相手の容姿もはっきりしない。黒幕の姿を確かめるため、アルトは記憶への同調を深め──

『誰だね、君は？』

（────!?）

　その一言に、アルトは戦慄した。

　いまだ曖あい昧まい模も糊こな影にしか見えない黒幕だが、両目は炯けい々けいと光を放っている。その眼まな差ざしは記憶の中のランベルトを透過し、背後のアルトを見据えていた。

『ああなるほど、読心の術法か。形式は分からないが、良い腕だ』

　過去の記憶の中に存在する人物が、現在の自分に話しかけてくるという不条理に、頭がグチャグチャになりそうだ。

『となると、やはりロレーヌ家の筋か。ふむ、どうやら彼は失敗したのか。致し方ない』

　言うなりその人影はむんずと手を伸ばすと、眼前のランベルトの頭を鷲づかみにした。

『ぐががぁぁぁ!?』

　目を見開いたランベルトが、甲高い絶叫を上げる。

『な、なぜだ!?　オ、オレはアンタを──』

　そう泣き叫ぶランベルトは、果たして過去の彼だったのか？　それとも、現在の彼なのか？

『聞こえないな』

　何にせよ、人影の無情な宣告は変わらない。

『せいぜい彼には、最さい期ごの役に立ってもらおう。君たちはここで、仕留めさせてもらうよ』




　その異変は、外のルネからもはっきりと見えた。

「い、いったい何？」

　ランベルトの体が、ブリッジ状に仰け反った。白目を剝むき、泡を吹きながら、瘦せた長身がビクンビクンと痙けい攣れんしている。

　対するアルトはランベルトの頭を摑んだまま、完全に沈黙していた。

「アルト！　アルト！」

　いくら呼びかけても、返事はない。

「何が、どうなって──」

　その途端、地面に散らばっていたランベルトの魔道書の頁ページが、一斉に舞い上がった。所有者の唸うなり声に合わせて、その周囲を円状に囲んで浮遊し、回転する。

　尋常な事態ではない。頁ページ上で、秘文字が出で鱈たら目めに明滅している。辛かろうじて構築されつつある術法を読み取り、ルネは真っ青になった。

　術者の肉体を座標とした、無差別の大規模攻性術法。

「じ、自爆するつもり？　──まさか！」

　ランベルトの体を対象に、解析の術法をかける。思った通り、脳の一部が異常に活性化していた。

　アルトの読心の影響かとも思ったが、それだけではない。第三者の介入がある。詳しい形式は不明だが、精神操作に類する術法だろう。

　本人の生存本能を捻ねじ曲げて、自死に等しい行動を強制するとは、凄すさまじい腕前だ。

（ど、どうしよう？）

　ゴクリとルネは生唾を飲み込む。

　一目散に逃げるのか？　──いや、まず無理だ。

　自分一人ならともかく、意識を失ったアルトとベアトリスがいる。二人の体は念動の術法で運ぶとしても、自爆までに安全圏へと脱出する暇はない。

　ならば、答えは一つだけ。自爆の術法が発動する前に、術者自体を排除するのだ。

「ランベルト先輩を、殺す？　私が？」

　あえてそう言葉に出した。震える手で魔道書をめくり、目当ての頁ページを探す。

　今の無防備なランベルトを処分すること自体は、簡単なことだ。攻性術法の一発があれば、それだけで済む。

　問題は、ルネ自身の心持ちだった。

（やらないと。私だけじゃなく、アルトやベアトリス様だって危ないんだから）

　そう自分へと必死に言い聞かせるのだが、どうしても最後の一線を踏み出せない。どんな理屈で正当化しようとしても、ルネの心は乱れたままだ。

「アルトぉ……」

　縋すがるような声を上げても、彼女の従者は何も答えてくれない。

　そう、今はルネ一人で、覚悟を決めねばならないのだ。




　ルネは気付いていなかったが、その顚てん末まつを見ている影があった。

　上空、高度およそ一〇〇〇フィート（約三〇五ｍ）の高みに浮かぶ人影は、白仮面の怪人物だった。飛ひ翔しょう術法で夜の闇に身を隠しつつ、悠々と眼下の成り行きを検分している。

「さて、どうするかねロレーヌの後継者」

　仮面の奥から漏れる声は、抑えきれぬ愉悦に震えていた。

「相手から仕掛けてきた以上、返り討ちにしても正当防衛。そもそも自分が手を下さなくても彼は自爆するのだから、その死という結果は変わらない。ここまでお膳立てされてもなお、君には自分の手を汚す覚悟はないのかな？　ロレーヌ家再興の誓いには、その程度の重みしかないのかな？」

　しばしの逡しゅん巡じゅんの後、眼下のルネが動いた。白仮面は笑いを止めると、彼女の一挙手一投足に注視する。




「やるしか、ないんだよね」

　魔道書を左手に、ルネは懐ふところからガラスの小瓶を取り出した。中身の銀砂を周囲に撒まき、地面に円を描く。

「──退け、不浄なるものよ、清め、清め、浄きよめたまえ」

　浄化の術法を唱える。銀砂の円を基点とした半球状の結界が周囲に張り巡らされ、その内部の瘴しょう気き──病魔などをもたらす負の霊質──が消え去った。

　ルネは痙攣を続けるランベルトの額に指先を当て、解析の術法でその奥の奥、頭蓋の内部まで見通した。精神操作の術法で異様に活性化した脳の一部が、まるで腫瘍のように変質し、肥大化している。

「これは、酷ひどい」

　思わずルネは顔をしかめる。だが同時に、この患部を処理することさえできれば──

　深呼吸を一つ。

　ルネにとって、初めて試みる術法だ。第三書に記述された、ロレーヌ家の後継者たる彼女にしか不可能な秘術。

　ランベルトの額へと触れた指先に、意識を絞り込む。魔力を帯びた指先が、刃やいばの鋭さを宿す。

　まずは頭皮を切開。同時に熱で傷口を凝固させ、止血する。念動で傷口を開き、固定。その下からのぞいた頭骨を穿せん孔こうする。何とも形容しようのない、鈍い異音が響いた。

　ランベルトの頭蓋に、小さな孔あなが穿うがたれた。脳を包む硬膜を切開して、奥の腫瘍を目視する。

　ここからが、本番だ。

　躊躇ためらっている時間の余裕はない。しくじればランベルトの命だけではなく、自爆に巻き込まれるアルトやベアトリスも危ういのだから。

　だが、それでも──

「助けられる命なら、助けたいよね」

　ルネの指先に、光が点ともる。最小限度の威力に絞り込まれた光の刃が、正確に患部を捉えた。パッとしぶく真っ赤な血。目的の腫瘍のみを焼き切り、切除する。

「────!!」

　無音の絶叫と共にランベルトの全身が硬直し、その直後に弛し緩かんする。浮遊していた魔道書の頁ページが、力を失って地面に散らばった。

　ピクリとも動かない瘦せぎすの長身。

　息詰まるような沈黙の中でランベルトは、小さな、今にも消えそうな息を漏らした。両手の指が、痙攣したように震える。

「よ、良かったあ」

　それを確認したルネは、思わず地面にへたりこむ。汗に濡ぬれたその顔には、満足の笑みが浮かんでいた。




「なるほど、それがお前の魔道か。──見事だ」

　上空で見届けた白仮面の声が、初めて驚きょう愕がくに震える。

「今日は私の負けだな。良いものを見せてもらったよ」

　その姿は宵闇へと薄れ、やがてかき消えた。




　一瞬の空白と断絶の後、アルトの意識は現実へと引き戻された。

「う──つぁ──」

　激しい目まいを覚え、アルトはその場に尻餅をついた。酸素を求めて、ゼイゼイと激しく喘あえぎ、肩を上下させる。

　額の脂汗を拭った左手は、すでに黒変が解け、いつも通りに戻っていた。

「良かったあ、アルト」

「ル、ルネ様!?」

　勢いよく、ルネが抱きついてきた。慌てるアルトだが、それでも瑞みず々みずしい肢体を抱き留める。

「終わったのですか？」

「うん、終わったよ」

　笑顔でうなずいたルネと一緒に、アルトは倒れ伏したランベルトを見た。仰あお向むけで大の字の姿勢、額から噴き出した血で顔面は真っ赤に染まっている。

　その時、まるで二人の視線に気づいたかのように、ランベルトがようやく目を開いた。

「う……ご──」

「あ、先輩」

　激しく咳せき込むランベルトに、ルネが慌てた。

「だ、大丈夫ですか？　やっぱり痛いですよね？　一応、応急処置くらいなら──」

「なぜ、だ……？」

　そうつぶやきながら、弱々しくルネをにらむ。

「なぜ、オレを助けた？」

「ええっと……」

　戸惑ったように眉をひそめたルネが、不意にニッコリ笑う。ピンクの舌が、悪戯いたずらっぽくチラリとのぞいた。

「それはもう──ただの成り行きと気まぐれですよ」

「…………」

　以前の自分の言葉をそっくりそのまま返され、ランベルトは絶句した。やがてその両目から、熱いものがこぼれ落ちる。

「負けだ──」

　滂ぼう沱だと涙を流しながら、ランベルトは自身の敗北を認めた。

「オレの、完敗だ」

　訪れた沈黙の中、いまだ目覚めないベアトリスが小さく身じろぎした。スヤスヤと、安らかな寝息を立てている。

　どうやらこちらも、大事はないようだ。

「ルネ様、今日ほどあなたが俺の主あるじだということを、誇りに思ったことはありません」

「私も、アルトが騎士でいてくれて良かった」

　どちらからともなく、二人は笑い合う。ようやく、長い夜が終わろうとしていた。











終章　新しき日に






　ベアトリス・ド・リラダンが目を覚ましたのは、翌日の昼過ぎのことだった。

「う、ううん……」

「お嬢様！」

　小さな吐息を漏らしながらまぶたを開いたベアトリスに、エステルが慌てて駆け寄る。

「ここは、医療棟ですわね」

「はい、二階の病室です」

　こぢんまりとした一人部屋だ。ベアトリスの小さな体は、白いベッドに横たえられている。枕元の花瓶には白いかすみ草の花が活いけられていて、開け放たれた窓からは爽やかな春風が吹き込んでいた。

　そしてベッド脇の椅子には、亜麻色の髪の少女が腰掛けていて、こくりこくりと船を漕こいでいる。

「ルネ・ド・ロレーヌ……」

「つい先ほどまで、お嬢様の看護をなさってくださいました」

「そう」

　うなずきながらベアトリスは、自分の体の具合を確かめた。痛みも負傷の痕も、もう残っていない。

「わたくしもルネ・ド・ロレーヌも、こうやって無事ということは、あの慮外者は成敗されたのかしら？」

「は、はい。ルネ様とアルトの二人が、お嬢様を──」

　ベアトリスの質問に、エステルが答えようとした時だった。

「……ふわぁ」

　椅子にもたれかかっていたルネが、身じろぎしながら目を覚ました。ぼんやりとベアトリスを見ていた両目が、不意に真ん丸く見開かれる。

「ベアトリス様!!　良か──あっ」

　喜色満面の顔が、あっという間に翳かげった。悔恨の表情を浮かべ、深々とうつむく。

「ごめんなさい、ベアトリス様。あなたを私たちの事情に巻き込んでしまいました」

「…………」

　無言のベアトリスに、ルネはポツポツと昨夜の出来事を語る。

「もう、私たちとは関わらない方が……ふぇ？」

　ペチン──

　不意に言葉が途切れる。ベアトリスが小さな両手を伸ばして、ルネの顔を左右から挟み込んだのだ。

　すべすべとした両頰を押し込まれ、ルネの顔がクニャリと歪ゆがんだ。

「にゃ、にゃにうぉ──？」

「それ以上仰おっしゃるなら、怒りますわよ」

　戸惑うルネを、ベアトリスはじろりとにらむ。

「あの慮外者に挑んだのはわたくし自身の意志、敗れたのはわたくしのいたらなさですの。それをあなたが背負い込もうとするなんて、おこがましいですわ。ひょっとしてあなた、わたくしを馬鹿にしてるのかしら？」

「え、え、え？」

　戸惑うルネを前に、エステルが小さく咳せき払ばらいした。

「つまりお嬢様は、今回の件でルネ様が負い目を感じる必要はない、と仰っておられるのです」

「エステル！」

　横よこ槍やりじみた解説に、赤くなったベアトリスはエステルをにらんだ。その弾みで解放された頰を、ルネはなでる。

「なぜ、私なんかのために？」

「それは──」

　口くち籠ごもったベアトリスは、プイとそっぽを向く。その肩を、エステルが後押しするように叩たたいた。

「──お友達を助けることに、理由なんてありませんわ」

「ベアトリス、様」

　呆ぼう然ぜんと、ルネは彼女の名を呼んだ。不意にその目から、ポロポロと涙がこぼれ落ちる。

「あなた、何をいきなり泣き出してますの!?」

「あ、あれ……？　な、何だか、嬉うれしいのに、涙、止まらな、い──」

　泣いてるのか笑ってるのか分からないほど、ルネの顔はクシャクシャだった。

「ああ、もう──エステル！」

「どうぞ、お使いください」

　エステルから受け取ったハンカチで、ベアトリスはルネの顔を拭う。

「まったく、変なところで子供みたいですの」

「お、お恥ずかしいところをお目にかけてしまいました。あ、ありがとうございますベアトリス様」

　ようやくルネの涙は収まる。はにかむその顔を見て、ベアトリスは小さく咳払いした。

「それと『様』付けは結構ですの。『ベアトリス』で構いませんわ。代わりにあなたのことも呼び捨てにさせていただきますわよ──ルネ」

「は、はい……ベアトリス様──じゃなかった、ベアトリス」

　互いの名を呼び合った二人が、どちらからともなくクスクス笑い出す。まだどこかギクシャクとした、それでも確かな友ゆう誼ぎの始まり。

「ところでルネ、貴女あなたの従者はどうなさいましたの？　どうも姿が見えないようですが」

「そう言えば、今朝から姿が見えませんね」

「ア、アルトなら、ちょっと体調が良くなくて、寮の部屋で休んでます」

　ベアトリス主従の問いに、ルネは言葉を濁した。




　少女たちの華やかな笑い声は、開いた窓から風に乗って、隣の病室まで届いていた。

「ったく、これが姦かしましいってヤツかねえ」

　個室のベッドの上で、ランベルトは言った。全身を魔力封じの拘束衣で雁がん字じ搦がらめにされた上で、まるで置物のように転がされている。

「よくもまあ、そんな減らず口を叩けるものね。あれだけのことをやらかして」

　冷ややかにそう言ったのは、ベッドの脇に立つテレジアだった。それこそゴミを見るような目で、ランベルトを見下ろしている。

「言っておくけど私、あんたをブッ殺したくてうずうずしてるんだからね」

「は、言うじゃねえか。お上品な伯爵令嬢サマにしちゃあ、上出来だ」

　そうせせら笑ったランベルトだが、ふと目を伏せる。

「いいぜ、殺やれよ。どうせお前の妹分に、拾ってもらった命だ」

「──終焉ブラウ」

　テレジアのつぶやきと共に、控えていた〈見えざる騎士〉の一騎が動く。不可視の刃やいばがランベルトの頸くびに押し当てられた。

　息詰まるような数瞬、不意に〈騎士〉の気配が消え去る。

「やらねえのかよ」

「あのねえ、あんたの命を助けたのはルネちゃんなのよ。それなのに私が、勝手にあんたの命をもらえるわけないでしょうが」

「そういうものか」

　奇妙な理屈だったが、ランベルトはうなずいた。

「それよりも、学院側の取り調べで答えた戯ざれ言って、本当なの？　誰に言われてルネちゃんを襲ったのか、覚えてないって話」

「ああ、そこのところだけ記憶がポッカリ抜け落ちてる。黒幕に精神術法で頭の中いじくられた上、お前の妹分から脳ミソの一部を吹っ飛ばされたからだとよ」

　取り調べに当たった教員から、精神探査の術法を受けた結果だった。

「口封じを兼ねてたってことでしょうね。あんたにとっては、自じ業ごう自じ得とくだけど。ま、命があっただけ儲もうけものじゃない？」

「畜生、オレなんか殺す価値もないってことかよ。舐なめやがって」

　挑発じみたテレジアの言葉に、ランベルトは歯は軋ぎしりした。

「そんなに粋がってても、どうせ明日には懲罰房送りでしょうに。今度という今度は、生半可な処分じゃすまないわよ」

「分かってるさ。今度ばかりは、年ねん貢ぐの納め時かもな」

　テレジアからそう言われ、ランベルトは目を細める。

「ただ、退学だけは勘弁して欲しいな。この学院で、見届けたいモノができちまった」

「ふーん、あんたがそんなこと言うなんてね」

「そりゃまあ、オレ以上に覚悟をキメた大馬鹿野郎を見せられちまったからなあ」

　誰のことなのか、テレジアは尋ねない。何となくだが、見当はついていた。

「じゃあ私、もう行くから。せいぜい反省して、後悔なさい」

　そう告げたテレジアが病室を出る寸前、その背にランベルトが呼びかける。

「おいクラナッハ。お前の妹分、ありゃあイイ女になるぜ」

「当たり前でしょう。私の可愛かわいい従妹いとこなんだから」

　最後に振り向いたテレジアは、満面の笑みで答えた。




「──以上が、ことの顚てん末まつになります」

「うむ」

　魔道学院の学長室。出頭したルネの報告に、ヴァレッテ学長は重々しくうなずいた。青ざめた顔色と、胃痛をこらえるような表情が、何とも痛々しい。

　広々とした学長室にいるのは、ルネと学長の二人だけだった。

「結論から言う。今回の件は無許可の決闘と、その結果の事故として扱われることに決まった。ルネ・ド・ロレーヌにアルトゥール・レーモン、君たち両名も軽度の譴けん責せき処分ということになる」

「入学式や、私とベアトリスとの決闘での件はどうなります？」

「事故扱いのままだ。再調査でも、事件性は認められなかった」

　結局、真相は闇から闇ということなのだろうか？　予想はしていたことだが、どうにもやりきれない。

「不満そうだね」

「い、いえ、そのようなことは──」

　慌てて取り繕うルネを、ヴァレッテ学長はじろりとにらんだ。

「ロレーヌ公爵家の再興を阻はばむための陰謀、とでも思っているのかね？　言っておくが現段階でそれは、何の根も葉もない虚妄にすぎない。君もそれを理解しているから、報告でも証言でも口にしなかったのだろう？」

「……分かっております」

　唇を嚙かみしめて、ルネはうなずく。そう答えることしか、今の彼女にはできなかった。

　ふと、ヴァレッテ学長の表情が緩む。

「そういう顔をすると、御お父ちち上うえに似ているな」

「父を、御存じなのですか？」

　意外な言葉に、ルネは驚いた。

「ロタール公がこの学院に在学中、私は四元素術法と歴史学を教えていた。もっとも向こうは、凡庸な一教師のことなど覚えていなかっただろうがね」

　立ち上がったヴァレッテ学長が、窓まど際ぎわで外を眺める。

「私の教師生活の中でも、あれほど優秀な生徒は五人といなかったな。あのような形で早逝したのは、返す返すも残念だ」

「学長先生、私は──」

「最後に一つ忠告しておく。自分の身を守るためならば、ロレーヌの家名を捨てるというのも一つの選択だ。それは人としても魔道士としても、決して蔑まれる様な生き方ではない」

　振り返ることなく、ヴァレッテ学長は言った。

　背中を向けたままの学長が、果たしてどのような表情をしているのか？　ルネには見えないし、想像もできない。

「今の私に言えるのはこれくらいだ。──下がりたまえ」

「……ありがとうございます、学長先生」

　僅かな逡しゅん巡じゅんの後、枯れ木のような細い背中に、ルネは深々と頭を下げた。




　そして夜──

『つまり、しくじったわけだな』

　学院内のどことも知れぬ一室に、陰々とした声が響く。

　声を発したのは、卓上に置かれた遠話用の水晶球だった。磨かれたその表面には、恰かっ幅ぷくのいい初老の貴族の姿が映っている。

　ベルン帝国東部太守たるカール大公その人だった。

『貴様にしては手て際ぎわが悪い』

「少々、甘く見ておりました。申し訳ありません」

　一礼してそう答えたのは、白仮面の男だった。部屋には彼以外に人影はない。

「私自身が動ければ、よろしかったのでしょうが──」

『立場があるから、かえって自分では動きづらい──とでも言いたいのか？　甘えるな。そこを工夫するのが、貴様の役目だろう』

「…………」

　押し黙った白仮面だが、しばらくして意見する。

「そもそもここまで強硬に、あの娘を排除する必要があるのでしょうか？」

『すでに道筋はつけている。不確定な要素は排除せねばならん。あの娘が田舎に逼ひっ塞そくするか、クラナッハの家に逃げ込んでおれば、見逃してやったのだがな』

　鼻を鳴らしたカール大公が、水晶球越しに白仮面をにらみつけた。

『不服そうだな。だが、忘れるなよ。父親殺しの貴様が家を継ぐには、儂わしの手駒になるしかないということをな。アンゼルム・フォン・ロートリンゲン──いや、アンセルムス・ド・ロレーヌよ』

　その言葉と同時に、異変が起こる。白いマントの下で、軋きしみながら肉体が変形していった。骨格そのものが伸長し、それに見合った筋肉が増量。中肉中背の平凡な体格が、あっという間に六フィート半を超える偉い丈じょう夫ふへと造り変えられる。

　白い仮面を外す。その下から現れたのは、学生総代アンゼルムの端整な顔だった。

「それは、重々承知しております。大公殿下の御恩を忘れたことは、ございません」

『ふん、空々しいことを言いおって。いいか、結果だ。結果さえ出せば、貴様が腹の底で何を考えていようが儂はかまわん』

「でしたら一つ、ご報告が」

　そう言いながらアンゼルムは、机の引き出しを開き、二重底の下から平たい鉛の箱を取り出した。

　手にしていた古めかしく分厚い紙の束を収め、厳重な術法の封を施した。ロレーヌ家の魔道書から奪われた頁ページである。

「これの片割れの在あり処かを、ようやく突き止めました」

『第三書の原本をか？　どこだ』

「あの娘の従者が、大事に隠し持っているようです」

　奇妙な言い回しだった。

　噓うそではないが、真実の全てでもない──そんな微妙な違和感にまで、カール大公は気づけなかった。水晶球の向こうで、愉快そうに笑う。

『でかしたぞ。これで貴様のロレーヌ家相続に、箔はくを付けられる。後は儂の後見があるならば、宮廷のやかまし屋も文句を言うまい』

　かつての政敵の家を、自分の息のかかった者に再興させ、宮廷を牛ぎゅう耳じる──そんな未来図を描いているのだろう。

『貴様の卒業が楽しみだ。へまをするなよ？』

　その一言を残し、水晶玉は沈黙した。残されたアンゼルムは、彫りの深い顔に薄い笑みを浮かべる。

「やれやれ、あの方の目にこれは、箔付けの道具としか見えぬようだ。まったく、困った御方だよ。真の意味と価値を、御存じないのだから。何とかに真珠とは、よく言ったものだな」

　魔道書の束を手に、アンゼルムは冷たく笑った。

「神の御み業わざに依よらずして、至高の御み座くらを目指す人の道。示されし十の命題。記されし十の書。お前はどうなのだい、ルネ──私のかわいい異母妹いもうとよ」




「具合はどう、アルト？」

　寮の自室、ベッドに横たわっていたアルトへと、ルネはそう呼びかけた。

「ええ。今日一日休ませていただけましたし、熱も下がりました。明日にはベッドから起き出せそうですよ」

「無理しなくていいんだからね。あと、汗を拭いてあげる」

　水を満たした手て桶おけとタオルを手に、ルネは笑った。それを見たアルトは、ごそごそと身を起こす。

「申し訳ありません、俺なんかのために」

「いいのいいの」

　シャツを脱いだアルトのしなやかで強きょう靱じんな体を、ルネはタオルで優しく拭く。

「やっぱり、アルトも医療棟で診てもらった方が良かったかなあ？」

「昨日の今日で、それは避けたいですね。この学院の校医は優秀です。今の俺の体を診せたら、秘密に勘づかれるかもしれない」

「アルトの体の、秘密……」

　唇を嚙みしめたルネが、アルトの裸の背に額を押しつけた。

「ル、ルネ様？」

「私のせいだ」

　驚くアルトに、ルネは掠かすれた声で囁ささやく。

「私が、ロレーヌの家が、アルトに重い物を背負わせてしまった。魔道書を、家門を守るために、あなたを犠牲にした」

「それは違いますよ」

　ルネの悔いを、だがアルトは否定する。

「魔道書をこの身に宿したおかげで、俺は命を救われたのですから。どうせ亡なくしたはずの命、御お家いえに捧ささげられるのは本望です。しかもこれは、ルネ様を守るための力でもあるのですから」

　アルトはそう、莞かん爾じと笑った。新しい、清潔なシャツを着る。

「そう、だね」

　その笑顔から、ルネは痛ましげに目を逸そらす。

　アルトの肉体に転写された魔道書は、すでに分かちがたく合一している。今のルネでは手の出しようがない、複雑な術法の結果だ。

　だがもし、ルネがロレーヌ家の魔道を完全に再現できたなら──

　アルトの内にある魔道書の欠落を修復し、全まったき存在に戻せたのなら──

「約束、するから」

　すがるような声を、ルネは絞り出す。

「いつかきっと、アルトを元の体に戻してみせるから」

「でしたらそれまで、この書は俺がお預かりします」

　従者に身命を捧げさせたことを悔やむ主と、主に身命を捧げられたことを歓よろこぶ従者。同じ道を歩いていながら、二人はどこかすれ違っていた。











あとがき






　どうも、大おお黒くろ尚なお人とです。

　以前からの読者の方には、お久しぶり。新たな読者の方には、こんにちは。

　新作『我わが魔ま道どう書しょは此こ処こに在あり』いかがだったでしょう。




　実は僕、本格的な学園ものの話を書くのは、これが初めてだったりします。

　いや、デビュー作の『フルメタル・パニック！　アナザー』で陣じん代だい高こう校こう舞台の話も書いてますけど、あれは箸はし休やすめの日常パート的な感覚だったんですよね。学園ものの短編との二本立てだった、本家フルメタとは違うといいますか。

　デビュー以前の投稿作や、趣味で書いていたネット小説もそんな感じでした。

　特にファンタジア大賞の最終選考に残り、デビューの契機となった『マルタの十じゅう字じ』って作品など、ほぼ始終学校が舞台なのにまともな学生生活の描写が一〇ページほどしかないって代物でしたし。




　だからという訳ではありませんが、この作品を書いてる際に、自分の学生時代を少し思い出しました。

　地方の県立普通科高校。平凡な、ありふれた学生生活だったと思います。

　そんな中でまず思い出すのは、所属していた登山部での出来事。特に一年時の県大会でのことです。

　あまり知られていませんが、登山部にも身につけた体力や技術を競い合う『登山競技』というものがあるんですよ。インターハイや国体みたいな全国大会もあります。僕も入部して初めて知りました。

　それで一年の時に参加した県大会ですが──なんと大会参加者の中から、死亡者が出てしまいました。原因は、熱中症です。当時はまだ、日射病という名称の方が一般的だったかな。

　一面識もなく、顔も知らない他校の生徒でした。もう名前も思い出せません。それでも、えらくショックを受けたことは覚えています。

　そのせいかどうかは自分でも分かりませんが、登山部を三年間やってて、最後まで登山競技というものを好きになれませんでした。

　登山自体は、今でも一生の趣味として続けてますけど。

　……そんな経験をした僕が、今では命懸けの学生生活をしている主人公の話を書いてるわけですが。

　アルト、ルネ、すまない。




　この作品は、若き魔道士たちの物語です。

　魔道という超常の力に支配された異世界で、その力を究めようとする若者たち。そんなアルトやルネの姿は、読者の方々の目にはどう映ったでしょうか？

　少しでも魅力を感じていただけたなら、幸いです。




　そろそろ紙数も尽きてきました。最後まで読んでくださった読者の皆様にお礼を申し上げ、筆をおかせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇二〇年八月　大黒尚人
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